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    登場人物


    



    赤松勇樹（あかまつ・ゆうき）


    九く文もん学園一年二組。第二新聞部『お悩み相談コーナー』担当。


    



    九条ふみ（くじょう・ふみ）


    九文学園一年一組。『お悩み相談コーナー』の回答者。文系代表。


    



    鈴木いくみ（すずき・いくみ）


    九文学園一年五組。『お悩み相談コーナー』の回答者。体育会系代表。


    



    遠藤梨乃（えんどう・りの）


    九文学園一年二組。『お悩み相談コーナー』の回答者。理系代表。


    



    二階堂彩香（にかいどう・あやか）


    九文学園二年五組。第二新聞部の部長。勇樹の従姉妹。


    



    浅野浩太（あさの・こうた）


    九文学園三年三組。第一新聞部の部長。

  



  
    「なぜ行動しない！」


    　第二新聞部の部長二に階かい堂どう彩あや香かはそう叫ぶと、部室の中央に据すえられた古ぼけたちゃぶ台をどんと叩たたいた。振動でペットボトルのお茶がゆらゆらと波打つ。


    「なぜ動く前からそのようなつまらない結論を導みちびき出すのだ」


    　彩香が声を荒らげている理由は単純明快。


    　僕がやっぱり合宿はないかもしれないと発言したからだ。


    　彩香としては、第二新聞部のお悩み相談コーナーのメンバーも含めて合宿を行おこなう→その模様をホームページにアップ→なんだか楽しそうと話題沸ふつ騰とう→第二新聞部が彩香と僕以外幽霊部員な状況を脱出！　そんなわかりやすい野望を抱いだいているようで……。


    「いや、誘ってはみたんだけどね。メールで」


    　僕は携帯メールの受信フォルダを開いて見せる。僕が送った──人生相談メンバーで夏合宿に行こうかとの話が持ち上がっているのですがいかがでしょうか？　伊い豆ずの海あたりを予定しています──　とのメールへの答えだ。


    



    FROM　遠えん藤どう梨り乃の


    なぜ人生相談に合宿が必要なのだ？


    海辺と人生相談の関連性も見えない。


    潮しおの満ち欠けで回答が変化するのか？


    



    FROM　九く条じようふみ


    ふみの祖父です。


    盛夏の候、貴き殿でんにおかれましてはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。


    孫のふみは由ゆい緒しよ正しい九条家の娘。


    どこの馬の骨ともわからぬ男からのメールは受け取っておりません。


    電子の力を利用して我が孫娘をたぶらかす愚おろか者め！


    ふみの貞てい操そうを脅おびやかす者には我が槍やりの冴さえをとくと味わってもらうぞ。


    家宝の十じゆう文もん字じ槍やりでひと突きして、その首を迷惑メールフォルダにぶち込んでくれようか。


    ご自愛させてやろうか！　


    
      敬具

    


    



    FROM　鈴すず木きいくみ


    ／（。[image: ]。）/　お金がないよ～！


    親に出してっていったら、むりだってさ　（οСο）ゞДбб


    



    　いくみはご丁てい寧ねいに財さい布ふが空からの絵文字付き。ふみに至っては本人からの返事ですらない……。


    「なるほど、ばっちり三パターンで断ことわられたってわけだね」


    　彩あや香かは僕の携帯のディスプレイを眺めながら言う。


    「そうなんだよね。残念なんだけどね……」


    　僕は自じ嘲ちよう気味に笑いながら、ちらっと彩香の顔を見る。……目が怖い。


    　そんな目で見ないで欲しい。僕だってみんなと海で合宿したいのだ。去年の夏休み、僕は二千ピースのジグソーパズル（完成済み）を一回ばらして、もう一回組み立て直しただけだった。今年も同じジグソーパズルをばらして、組み立て直す夏休みなんてイヤだ。たぶん去年より早くできてしまうし！　でも断られたんだからしかたないじゃないか……。


    「なぜ、あきらめるっ！」


    　彩香は再びちゃぶ台を拳こぶしで叩たたく。


    「だから断られたから」


    「断られたら終わりか？　合宿に行きたくないのか！　楽しい合宿で第二新聞部をアピールして新入部員を集めようとは思わないのか？」


    「だから……断られて」


    「家族が反対なら説得しようと思わないの？　予算が足りないのなら、バイトをさせたらいいじゃない！」


    　そりゃ僕だって、梨り乃のたちと旅行に行ければ最高だ。とくに海だったら水着とかなっちゃうかもしれないし、がぜん興味はある。


    「そりゃ、まあ……合宿には行きたいよ」


    「なんだその答えは！　そんな弱い気持ちで合宿が開けると思うのか。合宿をなめるな！　合宿に行きたいか！」


    「が、合宿に行きたいですっ」


    　とりあえず合わせるしかない。


    「もっと感情を込めて！　くるおしく、切々と！　言えっ。合宿に行きたいです」


    「合宿に行きたいです！」


    　もう一段ボリュームを上げて復唱する。


    「メガネをかけているけど、合宿に行きたいです」


    「……メガネをかけているけど、合宿に行きたいです！」


    「海辺で三人の水着姿が見たいですっ！」


    「う、海辺で三人の水着姿が見たいです！」


    「わざと砂浜で転んで、水着の三人の上に覆おおいかぶさりたいです！」


    「ちょっと！　そんなことまでは思ってないんだけど」


    「ならば思えっ。強くイメージするんだ。その強いイメージが合宿を具ぐ現げん化かする」


    「……水着の……覆いかぶさりたいです」


    「夜、三人が寝ている部屋に全ぜん裸らで侵入して、『メガネナイトッ。メガネナイト開催中！』と叫びながら腰を可動範囲限界までグラインドしたいです！」


    「それは本当にしたくないから！」


    　そこまでいくとただの変質者だ。三人と二度と会えなくなってしまう。


    「合宿が強引なのはこっちだって重々承知。しかし人生には強引にならなければならないときもある。そしていまこそ、そのときなんだ！　わかるな」


    　彩あや香かは僕の手を取り、何度もうなずく。反論を許さない目め力ぢから。そのときもなにも、彩香が強引じゃなかったときがない。


    「わかったから、もう一度考えてみるから」


    「ならばよし。じゃあこれ」


    　彩香は満足そうにうなずくと、カバンから紙の束を取り出す。


    「これは？」


    「これまでに寄せられた人生相談だ」


    「ずいぶん集まったね……」


    　僕は印刷された相談の数々をざっと見渡す。百以上はあるだろうか……。


    「想定よりもかなり多い。合宿に行かなかったとしても、これにはちゃんと答えてもらうから。お悩み相談チームにはペースアップしてもらわないと。頼んだぞ」


    　彩あや香かはそう言い残して部室から出ていってしまった。


    　部室の窓から差し込む強い夏の日差し。もう夏休み直前だ。


    　まあ、三人と会えるのであれば、僕には異存はない。相談コーナーを続けていくうちに合宿についても気持ちの変化があるかもしれないし……。


    　僕は再び携帯電話を取り出すと三人へ回答ペースアップのお願いのメールをしたためたのだった。

  



  
     【相　談　１「自信が持てません」】　一年　香こう月づき 芯しん一いち郎ろう


    



    　自分自身に対して何事にも自信が持てません。どうしたらいいのでしょうか？


    　こっちが正しいことを言っているときでも、相手の間違いを指摘できなかったり、なにかを始めようとしても、自分にできるだろうかと不安になって、なかなか一歩が踏み出せなかったり……。このままでは人生を損してしまうのではないかと不安になります。

  



  
    Answer's
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    梨乃：逆に自信を持っている人間の自信を失わせ、相そう対たい順位を上げる。
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    ふみ：お守りを持ってみては？
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    いくみ：仲間の存在を感じる。

  



  
    　合宿への熱い気持ちをなかば強制的に決心させられた翌日、部室には梨り乃の、ふみ、いくみのお悩み相談コーナーの回答者が集まっていた。むろん合宿の打ち合わせではない。通常の人生相談を行おこなうためだ。それぞれ考えをまとめてきてもらっているのだが……。


    　まずは理系代表である梨乃の意見から聞いていく。


    「私は自信家が大嫌いなのだ」


    　相変わらずのとげのある発言。でもいつもより一層のとげとげしさを感じる。


    「……なんで嫌いなのかな」


    「周りの自信ありげなヤツらを思い出してみよ。男子であれば、少々ガタイがよいとか、女子なら少々顔が整ってるか、そんなものだ。少少のガタイと顔がなんの役に立つというのだ。人類の発展にどういうメリットがあると？　なのにヤツらときたら、論理的でおとなしい理系を迫はく害がいしがちなのだ。ゆえに自信過か剰じようなヤツの眉み間けんへのピンポイントなスペースデブリの落下を常日ごろから願っている！」


    　なにそのご都合メテオストライクは？　気持ちはわかるけど、ちょっと被害妄もう想そう気味だ。ヤツらとか言ってもう仮想の敵みたいになっちゃってるし……。


    　話しているうちに梨乃はどんどん腹が立ってきたのか、なんだかぷりぷり怒ってしまっている。僕は梨乃を刺激しすぎないようになだめるような口く調ちようで話を続ける。


    「あのさ、嫌いなのはわかったけど、相談者が自信を持ちたいと言ってるんだよね」


    「なぜ私の嫌いな人間の触媒にならねばならない。むしろ自信家が自信をなくして相そう対たい的てきな順位を上げるべき」


    「そういう梨り乃のは、けっこう自信ありそうに見えるんだけど……」


    　あと見た目もちょっと自信を持っていいくらいにかわいいんだけど……。そう言葉を続けたかったが、梨乃の外見について触れるなんて怒られそうで怖い……。


    「自信があるのではない。ただ論理的に正しいことを伝えているだけだ。正しいか、それとも正しくないか。自信は関係ない」


    　そう言うと誇らしげに胸を反らす梨乃。やっぱりかなりの自信家に見えるのだが……。


    「でも梨乃さん、そもそも自信って根こん拠きよのないものなんだと思うんですよ。これからでっかいことをやってやるぞっていう若々しい気持ちじゃないですか」


    　梨乃の意見が終了したのを見計らって、ふみが穏やかな口く調ちようで反論を加える。梨乃とは正反対の癒いやし系。ほんわかした雰ふん囲い気きがかわいらしい文系代表だ。


    「必要ない。若さと根拠のない自信でできあがる化合物は、ミュージシャンくずれかホストだ」


    　梨乃が柳りゆう眉びを逆立てて見事なまでの極きよく論ろんを発する。


    「そんなことはないです。根拠なしでもまずは自信を持たないと、なにも始めることができないじゃないですか」


    　自信に満ちあふれた梨乃が自信など必要ない、穏やかなふみが自信は必要と主張している。


    　お互いの醸かもし出す雰囲気とはまるで逆の状況だ。


    「いや、むしろみんなもっと自信を失ったほうが冷静な判断力が持てる」


    「それはそもそも梨乃さんが自分の判断力に自信があるから、そう言えるのです。自信がない人の人生は大変なんです。たとえばですね……」


    　ふみは自信が持てない相談者が遭そう遇ぐうする数々の困難について、自みずからの想像というか妄もう想そうを語り始める。


    



    　夏休みも近づく七月。相談者香こう月づきは学生用の掲示板の前で立ち尽くしていた。


    　大切そうに握りしめた紙の束。そう自信ゼロ部の部員募集のチラシである。自らの自信のなさを克服するべくつくった新しい部活動だ。何度もチラシを手に取り、掲示板へと貼はり付けようとするのだが、そのたびに手が伸びきらずに戻っていく。


    　香月は迷っていた。本当に貼っていいのか？　僕ごときが生徒の共有のスペースの一角を占領していいのか？　僕の募集なんて貼っても無駄になるだけなんじゃないだろうか。ああ、大切な資源を無駄にしてしまった。どうせ誰も興味がない告知は迷惑かつ資源の無駄だ……。地球に申しわけない。ひいては地球の外側を回る火星にも申しわけない。


    　脳内に吹きすさぶ申しわけなさの嵐あらし。……無理だ。僕には募集する資格がない。この宇宙船地球号のクルーじゃない。香月があきらめかけたときだった。


    「あの、新入部員の募集ですよね」


    　香こう月づきの目の前にたたずむ小柄な女子。誰かに追われているかのような怯おびえきった表情。小動物のようにぷるぷると震えている。香月はひと目で直感した。この子も自信がないのだと。


    「そ、そうかな。そのつもりで作ったけど、でも他人から見ても募集に見えるか自信ない。むしろ紙クズに見えるかもしれない。いや、むしろ僕が紙クズだ。僕なんか可燃ゴミだっ」


    「落ち着いてくださいっ！　そんなことないです。ゴミは私なんです。私なんか不法に投とう棄きされたゴミです。山の中に落ちている冷蔵庫なんです」


    「僕なんかその冷蔵庫に置き忘れられた座薬だ！」


    　ふたりは存分に自みずからを卑ひ下げしあった。いかに自分が取るに足りない存在であるか、あらゆる比ひ喩ゆを駆く使しして力の限り伝えあった。


    「……なかなかやるね。僕と同じくらい自分に自信がない人に初めて会った気がするよ。いや二回目かな？　自信ないけど」


    「私もここまで自分の本ほん性しようをさらけ出すことができたのは初めてです。いえ、二回目、……むしろさらけ出してないかも」


    「自信ゼロ部では、部室でお互いの自信のなさを語り合ったり、夏には合宿で雄大な海に比べて自分はなんてちっぽけなのか語り合ったり、文化祭のために徹夜で作った発表を自信がなくて直前に捨てたりする予定なんだ。実行する自信がないけど」


    「うわー入りたいですっ。明日あしたにもそう思っていられるか自信ないですけど」


    「明日、登校する自信もない。退学するかも」


    「せめてチラシだけでも」


    「チラシというかこんなものはゴミクズだけど」


    「ゴミクズは私です。何年経たっても土に返らないタイプのゴミですっ！」


    「ゴミは僕だよ。名字も五ご味みに変更するべきなんだ。五味屑くず之の新しんと改名してしまいたい」


    「では私はその妻五味屑くず江えです」


    　競い合うかのように自己否定を繰り返すふたり。


    　数年後ふたりはグアムのチャペルで結婚式を挙げるのであった。


    



    「……このような感じで日々大変だと思うんですよ」


    　ようやくふみの空想が終了した。


    　長い！　相変わらず想像というか妄もう想そうが長すぎる！


    「いい話だなぁ。ハッピー、ウエディング」


    　なぜか感動の表情で何度もうなずくいくみ。体育会系の代表。さまざまな運動部の助すけっ人とに駆かり出されるほど運動神経抜群、いつも元気いっぱいで素直な女の子だ。


    「で、ふみはどうやって自信を持たせるつもりなのさ？　大変だと思うよ」


    　いくみの質問に、そうなんですと言わんばかりにふみがうなずく。


    「やっぱり、気持ちが弱ったときに自分の背中を押してくれるようなアイテムがあればいいと思うんですよ」


    　それでお守りって回答なのか……。


    「ふみはなにかお守りって持ってるの？」


    　いくみが興味深そうに尋ねる。


    「はいっ。いくみさんもきっと欲しくなると思いますよ」


    　ふみはうれしそうにカバンの中から十センチほどの人形を取り出す。ちょっと作り込まれた土ど偶ぐうのような土製の兵士だ。


    「なにこれ？」


    　いくみも不思議そうにその人形を覗のぞき込んでいる。


    「兵へい馬ば俑ようの兵士で御ぎよ者しや俑のレプリカですっ！　名前は『御者たろーくん』です」


    　兵馬俑はたしか秦しんの始し皇帝のお墓に入っていた人形。馬車に乗って馬を操あやつっているような仕草をしている。……古代中国の人に太郎はないだろうと思うが、まあそこは問題ではない。


    「はじめはかわいくて持っていたんですけど、御者たろーくんを持ってるときにはいいことが多い気がするんです」


    　ふみは御者たろーくんを大切そうにその豊満な胸に抱きしめる。なかなかうらやましい待遇だぞ兵馬俑の人形。


    「ジンクスに頼るのは非科学的だ」


    　梨り乃のが冷たい目で御者たろーくんを睨にらみつける。梨乃は迷信や占いの類たぐいが大嫌いなのだ。以前も占いに頼る女子の相談を全否定したことがある。


    「いいじゃないですか。科学ですべてが解決できるわけではないのです。お守りを持つなんて普通のことだと思いますけど」


    「……認めない。それを持っているときと、持ってないときで、ふみの定義する『いいこと』の発生確率に統計学的に優位な差が認められるまでは」


    「そう言われましても、私が勝手にお守りにしているだけですから……」


    「そういうものに頼ってはいけない、自分の判断で生きろ。と、御者たろーも言っていると思うぞ」


    「御者たろーはそんなこと言いませんっ！　それに御者たろーくんは語尾が『ぞなもし』ですっ！」


    「そんな設定は知らない！　とにかく私は非科学的なものに頼るのは反対」


    「本当にいいことあるんですよっ！」


    　またなんだか険悪になってきてしまった。


    「とりあえず、ふみの意見はわかったから。じゃあ次はいくみの意見に」


    　僕は事態が悪化しないように、ほどほどで話題を切り上げる。


    「やっぱり、自信を失ったときに一番いいのは仲間の励はげましだと思うんだよね」


    　畳敷きの部室に大胆にあぐらをかき、ポッキーをぽりぽり食べながら言う。


    「試合のときとか思うんだけどさ、挫くじけそうなときや、あきらめそうなときにみんなの応援があって、励ましてもらうと、すっごく自信も持てるし、元気になれるんだよね」


    　そんな場面を思い出しているのか、感かん慨がい深げにうんうんと何度もうなずくいくみ。


    　いっつも元気いっぱいで応援なんて必要ないように見えるけど、挫けそうになるときもあるのか……。


    「でも、試合ならいいですけど、普段の生活ではなかなか応援してもらえないですよね」


    　ふみが少し残念そうに言う。


    「そういうときは仲間のことを思い出すんだよ。みんなの顔を思い出して、応援してくれてるんだろうな、頑張るぞって」


    「応援してくれてると錯さつ覚かくしているだけかもしれない」


    　憎まれ口をきく梨り乃の。


    「梨乃は友達いないからひがんでるね」


    　いくみは余裕の笑みを浮かべながら反撃する。


    「…………厳選しているだけだ」


    「またまたぁ、いないだけなのにぃ。大丈夫っ、私が応援してあげるから！」


    「御ぎよ者しやたろーくんも『オイラのパワーも分けてやるぞなもし。トイチぞなもし』と言ってます」


    　御者たろーくん、どういうキャラ設定なんだ……。


    「……私は応援されずとも、平気だ。独力で生きていける」


    「梨乃は応援の力を知らないんだな。かわいそうな子だよ」


    「そんな力を知らなくとも私には修正ニュートン力りき学がくがついている」


    　なんだか頼りになるのかならないのかよくわからないけど……。


    「そうだっ。梨乃さんはなにかできないことないですか？」


    　ふみが胸の前でぱちんと手を合わせる。なにか思いついたみたいだけど……。


    「できないこと……。人間だから、たくさんあるが」


    「梨乃さんができないこととか苦手なことにチャレンジして、私たちで応援しましょうよ」


    「そうしようぜっ。梨乃、なにができない？　鉄棒は？　跳び箱は？」


    「どれも苦手ではあるが……、なぜ私が実験台にならなければいけないのだ」


    　当とう惑わくの表情を浮かべる梨乃。


    「梨乃は、仲間の大切さや、応援してくれる人から力をもらえることを知るべきなの。絶対チャレンジするべきだって。決まりね！」


    　いくみが強引に決定してしまう。


    



    　というわけで梨り乃のが応援の力を実感するべく、できないことにチャレンジすることになったわけだが、問題の梨乃のできないこと。それはなかなか衝しよう撃げき的てきだった。


    　梨乃はなんと自転車に乗れなかったのだ。


    　小さいころに何度かチャレンジしたが、うまくいかず、そのまま放置していたらしい。


    



    　以前に水風船を投げあった公園。公園の外周を囲むように造られた遊歩道。ここが梨乃の自転車チャレンジの場所に選ばれた。


    「梨乃さん、私たちがついています。絶対にできます。自信を持ってください」


    　ふみは梨乃の両手をしっかりと握り、うんうんと何度もうなずく。


    「そうだよ。絶対に自転車に乗れる！　自分を信じるんだっ」


    　いくみも熱い口く調ちようで梨乃を励はげますが、当人の表情がとことん暗い。


    「応援されても、できないものは……」


    　ごくごく普通のシティーサイクルを怯おびえたような目で見つめる梨乃。まるで人類が作ったものではない謎なぞの乗り物を見るかのようだ。


    「大丈夫です。自信を持って。救護班もついています」


    　ふみの言う救護班とは僕のことだ。梨乃が転んだときのために念のため保健室から救急箱を借りてきたのだ。


    「応援があったケースとなかったケースで対照実験をするべきだし、私ひとりではサンプルが少なくて意味がないと思うのだが……」


    「いいから、やってみようって。頑張って！」


    　いくみに背中を押されて、自転車の前に立たされる梨乃。しぶしぶハンドルをつかむ。


    「すばらしいです！　ハンドルをしっかりと握れています」


    「いいよっ。ナイスハンドルつかみっ！」


    「ハンドルくらい握れるっ！」


    　梨乃はいくみを睨にらみ返しながら、自転車にまたがる。


    「ちょっと待ってください」


    　ふみは梨乃に駆かけ寄ると、ツバの広い麦わら帽子をかぶせてあげる。真夏の公園だし、日射病対策だろうか……。


    「いいですっ。楚そ々そとしてお嬢様っぽいです。エレガントですっ！」


    　見た目重視だった。梨乃の姿を褒ほめるふみ。たしかにこのまま走り出せば、麦わら帽子に長い黒髪、夏服にアンダーリムの眼鏡と、お嬢様っぽくなる気はするが……。


    　自転車に乗れさえすればだけど。


    　梨乃は自転車のハンドルを握りしめて、親の敵かたきのように睨みつける。


    「大丈夫。走行中の自転車は前輪と後輪の重心の差によって、前輪の方向に自然に進む。これは力りき学がく的てきな必然だ」


    　梨り乃のは自分を励はげますかのようにそうつぶやくと、ペダルをこぎ出す。


    　ゆっくりと自転車が進み始める。あまりに速度が遅すぎて、自転車が安定していない。よろよろと蛇だ行こうしながら前進する。


    「すごいです。進んでます」


    「乗れている。乗れてるよっ！」


    　ふらふらと進む自転車の後ろをふみといくみが励ましながら駆かけていく。


    　しかし応援虚むなしく、梨乃の乗った自転車は大きく左に曲がると、植え込みの中へと突っ込んでしまった。


    　前輪を植え込みに埋まい没ぼつさせて自転車が止まる。ぽてっと自転車から投げ出され、倒れる梨乃。どう見ても運動神経のない人の転び方だ。


    「ああっ。梨乃さんっ」


    「植え込みのヤツ！　邪魔しやがって！」


    「救護班っ来てください！」


    　僕はあわてて駆けつけるが、あまりにも速度が遅かったため、特に怪け我がはしていない。


    「よかったです。少しだけ、突き刺さってしまいましたが、すばらしかったです！」


    　ふみは帽子にからんだ木の葉をとってあげながら言う。


    「……無理に褒ほめなくていい。見てのとおりの惨さん状じようなのだから」


    「そんな。自信をなくさないでください。素敵でしたよ。植え込みへの刺さり方もよかったです。楚そ々そとしてました」


    　どんな刺さり方だよ……。


    「そうだよ。転び方もぽてって感じで最高だったよ」


    「ええ。まるで椿つばきの花が地面に落ちるような可か憐れんさと、はかなさがありましたっ！」


    「……バカにしてるな？」


    　梨乃は恨めしそうな目でふたりを見つめ返す。


    「そんなことないです。心から応援しています」


    「そうだよ。あそこまでぽてっと転べるのなら、あとちょっとだよ。もう一度やってみよう」


    　いくみは植え込みに突き刺さった自転車をもう一度遊歩道の中央へと戻す。


    「何度やっても同じだと思うが……」


    　ぶつぶつ言いながらも、もう一度自転車にまたがる梨乃。


    　止まっていればお嬢様って感じなんだけど……。


    「いいですっ！　さっきより数倍乗れています。もはや熟練の自転車乗りの風格です」


    「いいぞっ！　自転車ビビってるよっ！」


    　もうなにを言ってるのかよくわからない。


    　ふたりの応援を受けて、しぶしぶ再度自転車をこぎ出す。勇気づけられているというより、強制力が働いている感じだ。


    　蛇だ行こうしながら頼りなく走る自転車。


    「すばらしいですっ。長ちよう江こうの流れをイメージさせる雄大な蛇行ですっ」


    「そして、そこからの急激な左カーブッ！」


    「さらに貴婦人の風格を感じさせる流れるかのような植え込みへの突き刺さりっ！」


    　また突き刺さってるし！　植え込みに自転車の前半分がめり込んでしまっている。


    　ぽてっと自転車から落ちる梨り乃の。ひらひらと麦わら帽子が舞って梨乃の背中に着地する。


    　僕は救護班として、転んでいる梨乃のもとに向かう。


    「赤あか松まつさん、梨乃さんがヒジをすりむいています。早く手当てをっ」


    　ふみの言うとおり、ちょっとヒジが赤くなっている。


    「赤松。ふーふーして、痛いの痛いの飛んでけってやってあげなよ」


    　……自転車に乗れないだけで幼稚園児扱あつかいだ。


    　絆ばん創そう膏こうくらいは貼はってあげるか……。僕は帽子を拾って頭に載せてやると、救急箱を開く。


    　意外なことに梨乃は素直に腕を突き出して治療を受ける。梨乃の性格からして子ども扱いするな！　と怒られるかと思ったが……。
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    「やはり。無理なのだ……。私の三さん半はん規き管かんでは自転車には乗れないのだ」


    　梨り乃のはすっかり落ち込んでいた。大きな目に涙がたまっている。どうやら怒る元気もないみたいだ……。


    「挫くじけないでください。自分を信じるんです」


    　ふみの励はげましにも梨乃は返事をしようとしない。すっかり自信を喪そう失しつしてしまっている。


    　ぶつぶつと恨み言をつぶやきながら、うつむいている。


    「誰だって最初はこんなもんだよ」


    「……最初ではない。子どものころやった。ダメだったが」


    「そっか……。そうだ。乗れるようになったら新聞部のお金でプリキュアの自転車買ってあげなよ！」


    「こ、子ども扱あつかいするな……」


    　いつもならいくみに毒づくところだが、元気がない。


    「ほら、赤あか松まつもなにか言ってやりなよ」


    　突然、いくみが僕の背中を押す。なんだよ、ここで僕かよ。


    「あの、よく頑張ったと思うよ。無理しないで。怪け我がしたら大変だしね……。今回はこれで十分だよ」


    　僕の言葉にすっと立ち上がる。


    「……やる」


    　梨乃はよろよろと起きあがると植え込みから自転車を引きずり出す。


    　梨乃は負けず嫌いだった。


    　両目をさっと拭ぬぐうと、自転車を睨にらみつける。人を萎い縮しゆくさせるくらいの力強い眼光。いつもの強気な梨乃に戻っている。


    「梨乃さん……。これを差し上げます。きっと梨乃さんのことを守ってくれるはずです」


    　ふみがシティーサイクルのカゴにそっと御ぎよ者しやたろーくんを配置する。


    「大切にしているのでは……」


    「はい。そうなのですが、梨乃さんも大切ですから」


    「私は迷信には頼らないから。だが、気持ちはありがたくいただく……」


    　梨乃は強ごう情じようにも御者たろーくんを突き返すと、再び両脚でペダルを踏み込む。


    　その回転がチェーンを伝わり、ふたつの銀輪をゆっくりと回転させる。


    　蛇だ行こうしていない。安定した自転車はペダルをこぐたびにその速度をぐんぐんと上げていく。


    「梨乃っ！　乗れてるっ！　本当に乗れちゃってるぞっ！」


    　大声ではしゃぎながら自転車を追って駆かけ出すいくみ。駿しゆん足そくのいくみでも併へい走そうできないほどの速度だ。


    　風をうけて麦わら帽子から覗のぞく黒髪が軽やかにたなびく。


    　夏の強い日差しを反射し、輝かがやきながら回転する銀輪と、黒髪の女の子。


    　風に煽あおられてはためくスカート。


    　まるで映画のワンシーンにでもなりそうな、絵になる光景だ。


    　自転車は滑るように駆かけ抜ける。ぐんぐんと遠ざかる梨り乃のの背中──。


    　その姿は植え込みへと突き刺さり、消えた。


    　麦わら帽子がその持ち主の場所を示すかのようにひらひら舞って落ちる。


    「思いっきり突き刺さったぞ！　ワールドクラスの突き刺さりだっ！」


    　いくみが全力疾しつ走そうで梨乃のもとへと駆け寄る。


    　公園をぐるっと囲む遊歩道は当然ながらゆるくカーブしている。しかし梨乃の操あやつる自転車はまっすぐにしか進めなかったようだ。


    　大丈夫か？　まったく躊ちゆう躇ちよなく植え込みに突っ込んでいったぞ。速度もさっきまでよりずいぶんと出ていたし……。


    「……乗れていたよね」


    　僕が駆け付けると梨乃は植え込みの中で笑っていた。


    「乗れていたよ。あとは曲がるだけ」


    「……なんだ簡単ではないか。十分に安定する速度さえ出してしまえば、なんということはない」


    　梨乃の表情に再び自信が戻ってきている。自みずから自転車を起こすとすぐにペダルをこぎ始める。


    　その後何度か試し行こう錯さく誤ごをするうちに、梨乃は危なっかしいながらも自転車に乗れるようになっていた。まだ清せい楚そなお嬢様とはいかないが、とりあえず転ばなくはなった。


    「どう？　応援の力は。乗れるようになったじゃん！」


    　公園を一周してひと息ついた梨乃に、いくみが胸を張って言う。


    「応援の力というより、やはり自転車の原理を身体からだで理解したのが大きい。やはりたしかな理論が……。しかし自転車も便利なものだな。自転車通学もいいのかもしれない」


    　充実感たっぷりに梨乃が言う。


    「うーん。まだ無理なんじゃないかな」


    　僕は思わず本ほん音ねを口にしてしまう。カーブを曲がれない人の自転車通学は危険が大きすぎる。


    「それは無理。学校にたどり着けないって」


    「無理です。梨乃さん。死んでしまいます」


    　いくみとふみがたたみかけるように言う。


    「み、みんなで言わなくてもいいではないかっ！」


    　全員に無理だと言われて顔を真っ赤かにする梨乃なのであった。

  



  
    【回　答】


    



    　我々お悩み相談コーナー一同は、応援こそが自信の源と考えています。


    　自分を大切に思ってくれている人や、応援してくれている人のことを思い出してください。少しだけ自信が湧わいてくると思います。もしそんな人が思い当たらないとしたら、お悩み相談コーナーのメンバーを思い出してください。僕たちはあなたのことを応援しています。ただ、「根こん拠きよのない自信は不愉快だ」との意見も出ましたので、くれぐれも自信過か剰じようには気をつけてください。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    仲間の大切さや、応援してくれる人から力をもらえることを知るべきなの。

  



  
    【お 悩 み １「自信が持てません」】


    
      一年　香こう月づき 芯しん一いち郎ろう

    


    



    　自分自身に対して何事にも自信が持てません。どうしたらいいのでしょうか？


    　こっちが正しいことを言っているときでも、相手の間違いを指摘できなかったり、なにかを始めようとしても、自分にできるだろうかと不安になって、なかなか一歩が踏み出せなかったり……。このままでは人生を損してしまうのではないかと不安になります。

  



  
    Answer's
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    志乃：雑ざ魚こでも自信満々なメンタルを身につけるために、トゲトゲ肩パッドを装備してモヒカンにしろ！　そしてやられろ！
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    くみ：えっと、私、Ｇカップなんですけど、とりあえず、アクロンで毛糸洗いに自信を持ったらいいと思う。


    


    


    [image: ]


    よしたか：むしろ急に自信がついたら、卒業しやがったと勘ぐってしまうッス。ブラザーじゃなくなったら友達はきっとあなたのことを許さないッス。僕も許さないッス。

  



  
    　自転車の練習を終えて学校に戻ると夕方になっていた。夕暮れのグラウンド、その片かた隅すみに奇妙な一団が見える。


    　いかにも気が弱そうな男子生徒。その周りを囲む四人の男女。とりわけ奇妙なのは男子生徒の格好だった。狭い肩幅に似合わぬトゲトゲの肩パッド、そしていまどきパンクバンドでもやらなさそうなピンク色のモヒカン。その過激ないでたちにもかかわらず、目を伏せ、肩を落とし、しょんぼりしている……。すごくテンションの低い雑魚キャラだ。


    「さあ、もう一回だ。頑張って」


    「……ヒ、ヒャッハー……。水だ！　水があるぞっ！」


    　目を伏せたままヒャッハーと叫ぶ男子生徒……。いったいなにをしているんだ？


    「いいよ！　ずいぶんと水を無駄にしそうな感じが醸かもし出されてきたじゃないか」


    　周りを囲む四人。そのリーダーとおぼしき男子生徒がテンションの低いモヒカンをはやし立てる。


    「……どけどけっ……ババア。バギーで轢ひき殺すぞ……ヒャッハー……」


    「いいよ。のってきたね。もっといこう！」


    「ヒャッハー！　ここは通さねえぜ！」


    「そうそう。いいよ香こう月づき君！　根こん拠きよのない自信といえば雑魚キャラだよ。一切の能力を持たずにマックスの自信。それが雑魚キャラなんだ。雑魚キャラから学ぶことは実に多いね」


    　香こう月づき？　自信？　僕たちのもとに寄せられた相談もたしか……。


    　どういうことなんだ。なぜ僕たちの相談者が別の集団にアドバイスを求めている？　そしてなぜヒャッハーになっているんだ？


    　奇妙な集団のリーダーらしき男が僕たちの存在に気づくと、僕に向かって歩み寄ってくる。


    「やあ、赤あか松まつ君だね。彩あや香かがお世話になってるようだね」


    　そう言うと男は僕に向かって握手を求める。非常にさわやかで、育ちの良さそうなルックス。


    　どうやら先輩のようだが、誰なんだ？


    「ど、どうもはじめまして赤松です」


    「第一新聞部部長の浅あさ野のだ、赤松君だろ、彩香の親しん戚せきらしいね」


    　第一新聞部？　部長？　ずいぶんと彩香と親しい様子だけど、彩香から浅野の名前を聞いたことはないが……。


    「あの、こっちの部長とはなんの関係が」


    「ふふふっ。そうだね……廊下ですれ違ったら挨あい拶さつをする関係とでも言っておこうかな。僕が一方的にだけど……。そうそう、この前も一緒にカラオケにでも行こうなんて話をしたんだよ。無視されたんだけど」


    　なんの関係もないじゃないか！　っていうかそれ嫌われてるぞ！　なにを自信満々に言ってるんだ。
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    「そ、そうですか……。それでなにをしているんですか？」


    「第一新聞部でね。新コーナーを始めたんだよ。お悩み相談ルームっていうんだけどね。生徒たちの悩みに三人の回答者が答えるって企画なんだけどね」


    「おもいっきりパクリじゃないですか！」


    　僕の口く調ちようも思わずきつくなる。


    「ハッハッハッ……イヤだなあ、赤あか松まつ君。もちろんパクリに決まってるじゃないか！　そうさ。パクったんだよ！」


    「なにを堂々と……。どういうつもりですか？」


    「どういうつもりもなにも。第一新聞部と第二新聞部はいわば敵てき同士だよ。で、お悩み相談コーナーがちょっと好評っぽい。それをパクる。なんにもおかしなところはないじゃないか」


    「そうさぁ。いただけるものはいただくのが、世紀末のルールなんだぜ。ヒャッハー！」


    　香こう月づきおまえは黙ってろ！　身も心もヒャッハーになってるんじゃない！


    「なんで香月が、そっちで相談受けているのさ。こっちの獲物だぞ」


    　いくみが僕と浅あさ野の先輩の間に割って入る。


    「おや、いくみちゃんだね。それはちょっと誤解があるね。香月君はね。すごく悩んでいたんだよ。ふたつ人生相談のコーナーがあったらふたつともに相談を送ったって不思議はないだろう？」


    「ヒャッハー。そうさぁ。俺おれ様はなにせ自信がまったくないのさぁ！　第一新聞部の人に言われてやってみたものの、このキャラでやっていけるのかも、不安でしかたがないのさぁ～。ヒャッハー。超不安だぜっ、ヒャッハー！」


    　香月……。その不安は正しい。その自信の持ち方は絶対に間違っている。


    「そうそう。こちらの回答者も紹介しないとねえ。梨り乃のちゃん、ふみちゃん、いくみちゃんよりさらに刺激的で、さらに魅力的な回答者だよ」


    　浅野の後ろに控える三人。あれが第一新聞部の回答者なのだろう。


    「まず最初に紹介したいのが、くみさんだ。そちらのふみさんと同じく、オッパイ担当の回答者さ」


    「私は文系の担当です！」


    　ふみが顔を真っ赤かにして抗議するが、浅野は涼しい顔。ちっとも気にしていない。


    　くみと紹介された女の子……。たしかにふみに負けず劣おとらずの巨乳だ。ふみよりちょっと顔立ちも大人っぽいか……。


    「はじめまして、えっとＧカップです」


    　くみはちょこんと頭を下げながらカップ数を申しん告こくする。


    「ふみだって負けてないぞっ！　カップ数を言ってやれっ。ふみのカップは、もはやアルファベットを超えてるんだからな！」


    　なぜかいくみが負けん気を発はつ揮きしている！


    「そして、こちらが志し乃のちゃん。そちらの梨り乃のちゃんに対抗する毒どく舌ぜつ担当さ」


    　浅あさ野のはそう言うと手を志乃の肩に伸ばす。


    「触るなっ！　気持ち悪い！」


    　すぐに手を払いのけられる。


    「どうだい。すっごく毒舌だろ」


    「黙れ！　喋しやべり方も気持ち悪いし！」


    「ハッハッハッ！　さすが志乃ちゃん」


    「なに笑ってるのよ！　このバカ！　この前、私の体操着がなくなったんだけど、盗んだのおまえだろ！　返してよ！」


    「なにを言うんだ。やだなあ。違うよ」


    　志乃をなだめようと腰に手をやるがすぐに払いのけられる。


    「触んないで！　この変態！　バカ！　死ね！」


    　浅野は満足げな笑みを浮かべているが、志乃の浅野を見る目には本格的な嫌けん悪お感かんが宿っている。酷ひどい疑いまでかけられているし……。


    「……毒舌キャラなどではなくて、たんに嫌われているだけに見えるが……」


    　冷静に様子を観察していた梨乃に志乃の矛ほこ先さきが向けられる。


    「あんたも、そう！　メガネかけるのか、かけないのかどっちかにしなよ！」


    「うるさい！　顕けん微び鏡きようを長時間使う日と、湿度の高い日はコンタクト。合理的なスタイルだ！」


    「ふふふ。さっそく小競り合い。いがみ合うふたりの女子。そそるなあ」


    「なに笑ってるんだよ！　気持ち悪いのよ！」


    「まあ、まあ落ち着いて」


    「だから触らないで！」


    　結局浅野が主に毒舌の対象になっている気が……。


    「そして、最後に紹介するのはよしたか君だ。いくみさんと同じく、ちんちくりんの担当さ」


    　浅野に紹介された最後の回答者は坊ぼう主ず頭あたまの男子生徒だった。背が小さくて中学生にも見える。


    「よしたかッス。いくみさんには負けないッス」


    　よしたかは一礼するといくみを睨にらみつける。


    「ちょっとっ！　なんで私のニセモノが男なのさ！」


    「性別は違えど、ちんちくりんさは負けてないよ。いいライバルになるんじゃないかな？」


    「こんなのライバルにしないよ！　坊主じゃん！」


    　いくみはよしたかに躍おどりかかると、ヘッドロックの体勢になり、坊主頭をくりくりと撫なでまわす。


    「いくみさん、やめるッス。キャラがかぶっている同士、仲よくするべきッス」


    「どこがっ！　ぜんぜんかぶってないよっ！」


    「やめるッス。くりくりしすぎッス！　摩ま擦さつで皮ひ膚ふが焼けるように痛いッス。ははーん、さては僕を恐れて…………。痛いッス。ウソッス。くりくりやめるッス！」


    「こいつはふみのニセモノってことね。私のニセモノはあのセクシーな人っ！」


    　いくみはようやくよしたかを解放すると、くみを指さして言い放つ。


    「待ってください。それはちょっとイヤです」


    「よく見れば、坊ぼう主ず君はどことなくふみに似てるよ！」


    「似ていません！　梨り乃のさんが坊主君では？」


    「ニセモノなどに興味はない。だが断ことわる！」


    「うおおお。猛烈に拒否られてるッス。襲いくる寂せき寥りよう感！　でも負けないッス！」


    　なんだか根性だけはありそうなよしたか君だ。


    「ふふふ。回答者だけじゃないんだ。さらにはこんなものも作ってみたよ」


    　浅あさ野のはそう言うと、制服のポケットから一枚の紙を取り出し、僕に手渡す。


    　手渡されたのは厚手の画用紙だった。荒々しいタッチで描えがかれた男性の顔。その顔は苦く悶もんにゆがみ、なにかを訴うつたえるかのように目をぎらぎらとさせている。


    



    



    　第一新聞部キャラクター


    「アルティメットほがらか君」


    体長：五十センチ　体重：十八キロ


    生態：ホガラカクン科に属するほがらか君の一種。食性は動物食で、50メートル６秒５の脚力を武器にスーパーほがらか君を捕ほ獲かくして食料とする。スーパーほがらか君よりもはるかに高いほがらかさを誇り、そのほがらかさはほがらかの本場ヨーロッパでも高い評価を受ける。


    推定年ねん俸ぽう：五百二十万円


    経歴：ほがらか大付属ほがらか高校→ほがらか技研→フリー→オフィス・ほが野


    弱点：火属性の攻撃　毒　睡眠不足　腐った食べ物　ピストルによる射撃


    遊び方：アルティメットほがらか君は話しかけると「うん」とか「ああ……」とか生なま返へん事じをしてくれるよ！


    アルティメットほがらか君からのお願い：アルティメットほがらか君を眺めるときは部屋を明るくして、そこそこ離れて見てね。暗がりのアルティメットほがらか君は渋い顔をしているし、独特の臭においがあるから近づくとげんなりするよ。


    



    



    「美術部の部長さんにいくらか包んだら、喜んで力作を描かいてくれたよ。迫力、キャッチーさすべてでこっちのほがらか君のほうが上だねえ」


    　スーパーほがらか君はマスコットキャラクターとしてはボツになったんだけど……。


    　なんだこの対抗心？


    「あの、いったいなにが目的なんですか？　どうしてここまでするんです？」


    「決まっているじゃないか。第二新聞部をぶっつぶして、彩あや香かを取り戻すためさ。僕はそのためだったらなんだってするよ。そして僕が部長、彩香を副部長にして、連日遅くまで会議をするのさ。最初は僕のことを嫌っていた彩香も徐々に僕の魅力に気づいていく。そうしてふたりはプライベートな企画についても会議しあって、お互いの身体からだについても深く掘り下げて、自分でも知らなかった部分を発見しあうのさ……。そして、いくみちゃんともついでにちゅっちゅする」


    　浅あさ野のは自分の想像に酔っているのか、恍こう惚こつの表情を浮かべる。


    　なんてヤツだ。そしてそんなヤツについでにされているいくみが可か哀わい想そうすぎる……。


    「赤あか松まつ君には悪いけど、第二新聞部がなくなるまで、嫌がらせさせてもらうよ。ああ、楽しみだよ……。負けを認めて悔くやし涙を浮かべる彩香、それでも僕の魅力に抗あらがえず、恋に落ちてしまう……。ついに僕の胸に抱かれる彩香、僕のカバンを満たす彩香の体操着……」


    　浅野先輩……。やっぱり志し乃のの体操着盗とったろ！


    「というわけだから、また会うことになるだろうね。じゃ、みんなそろそろ行こうか」


    　浅野は悠然とグラウンドをあとにした。


    　それに従う三人の回答者。


    「ヒャッハー、取り残されたぜ！　こんな状態でほったらかしなんて、酷ひどいぜ！　…………ヒャッハー……ヒ……ヒャッ……ハー」


    　相談者の香こう月づきが取り残されている……。「ヒャッハー」の叫び声もどこか寂しげだ。


    「なんだか、大変なことになりましたけど……どうしましょうか」


    　ふみが香月を見て憐あわれみの表情を浮かべる。


    「とりあえず、みんなで応援しようか……」

  



  
    【回　答】


    



    　どうだい、雑ざ魚こキャラになった気分は？　気分が爽そう快かいだったろう。こうやってハメを外すことによって自分の新たな面が発見できるものなのさ。責任は持てないけど。


    　そうそう、自信といえば、僕、浅あさ野のがなぜこんなに自信に満ちあふれているか教えてあげよう。それは僕の家がお金持ちだからってこと。お金で買えないものもあるって言う人もいるけど、あれは持ってない人の僻ひがみだよね。基本的になんでも買えるよ。その証しよう拠こにこの相談ルームの回答者もクオカードを何枚かプレゼントしたらすぐに引き受けてくれたよ。自慢みたいに聞こえたら申しわけないけど、自慢だよ。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　〆のひと言


    やっぱりヒャッハーは違うかもしれない。

  



  
    【おまけの相談】


    



    　高校卒業記念に一人称を「自分の名前」から「俺おれ」に変えました。しかし妹、弟両方からキャラに合っていないと不評です。「俺」が似合う男になるには、なにに気をつければよいでしょうか？


    
      （いちき）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    生物は同じ刺激が繰り返されると、反応が次第に弱くなり、やがてなくなる。毎日頻ひん繁ぱんに「やあ俺おれだよ。元気？」と繰り返していれば、次第に過か剰じような反応はなくなり、やがて返事もなくなるだろう。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    「俺」はかつては男女ともに使っていた一人称で、目上の人に使ってもオッケーだったみたいです。なので逆に女っぽく優雅に振る舞って、一人称は「俺」にしてみては？返事はなくなるかもしれませんが。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    まずは声出しっ！　自分のおばあちゃんに「俺だよ。俺」と電話で練習しよう！


    


    


    ＊Shino's Answer＊


    



    一人称「俺」に合わせてキャラを変更しろ！まずはトゲトゲの肩パッド！


    


    


    ＊Kumi's Answer＊


    



    えっと、私、Ｇカップなんですけど、Ｇカップ的には一人称はなんでもいいと思います。


    


    


    ＊Yoshitaka's Answer＊


    



    一人称よりも語尾ッス。かっこいい男は語尾もかっこいいッス。おすすめは「ぞなもし」ッス！

  



  
     【相　談　２「親がうるさい」】　二年　中なか村むら 美み紀き


    



    　うちの親がすごくうるさいです。あれをするなこれをするな、あれしろこれしろ。勉強だけでなく、生活全般に口うるさく言われます。門限は厳しいし、一番最悪なのは私の友人関係にも口を出すことです。


    　母親は私とちょっといい感じの友達のユウキが気に入らないらしく、「あんな子とつきあうのはやめなさい」と縁を切らせようとします。たしかにユウキは髪も金髪だし、母親に会ったときもガムを嚙かんでいて、ちょっとヤンチャなイメージだけど、本当はすごく優しいんです。


    　私の人間関係に口を出さないように親にガツンと言ってやりたいと思うんですが、なんて言えば効果的だと思いますか？　

  



  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：ガムを嚙かむことによって、集中力が増すことが科学的に証明されていることをきっちり説明する。


    


    


    [image: ]


    ふみ：「ユウキさんはガム職人を目指して自分でガムを作っているんです！」と言いわけしては。


    


    


    [image: ]


    いくみ：ユウキさんをショーカイしまーす。アメーリカからキマーした。

  



  
    　第一新聞部のことを、彩あや香かに電話で報告した。


    「おもしろいじゃないの。第一新聞部とは敵対関係、これくらいのことはいずれやってくると思っていた」


    　なんだか浅あさ野のと似た者同士な気がする。


    「そんなことより合宿はどうなってるの？」


    「まだ……。断ことわられたのにもう一回お願いするにはどうしていいかわからなくて……」


    「合宿に行きたいですっ！　はい、復唱！」


    「合宿に行きたいですっ！」


    「合宿に行って、第一新聞部より第二新聞部のほうが楽しいってことをアピールしたいです！」


    「合宿に行って、第一新聞部より第二新聞部のほうが楽しいってことをアピールしたいです！」


    「合宿で梨り乃ののあれをペロペロして、そのいきおいで、ふみのあれもペロペロして、あまつさえ、いくみのあれをペロペロして……そこから水が流れるかのようなスムーズな動きで」


    「言いたくないし、覚えきれないよ！」


    　結局、洗脳に近い復唱をさんざんさせられてしまった。別に僕だって合宿に行きたくないとは思ってないのだ……。


    



    　翌日もお悩み相談コーナーのメンバーは部室に集まっていた。送られてきた相談の数が多いので、週一では間まに合わないというのが表向きの理由。もちろん本当のことではあるのだが、この相談を選んだのには意図がある。この相談を議論していけば、実際にやってみようという流れになって、みんなでふみのご家族に合宿の許可をもらいにいくことに……。


    　自然とはいいがたい展開だが、僕が司会なのだ。仕切り方次第でなんとでもなる。


    　そんな意図を含みつつ、メールで相談を送って、簡単な回答を返してもらったのだが……。どうもガムに偏かたよった回答……。


    　違う！　僕が求めている回答はこうではない。


    「ガムを嚙かむことを認めさせるんじゃなくて、友人とのつきあいを自由にすることを認めさせたいんだと思うんだけど」


    　僕は部室に集まった三人に苦く言げんを呈ていする。


    　特にいくみのはひどい。なんで自分がカタコトなんだよ……。


    「ユウキさんとやらの情報が金髪でガムを嚙んでいることしかないのだから、しかたあるまい」


    　梨り乃のは僕の苦言など意に介していないかのように平然としている。


    「ユウキさんがどんな人でも、つきあいに口を出されたくないってことだよ」


    「しかし、自分の遺伝子を引き継いでいく娘にはなるべく優秀な遺伝子を持つ男子とつきあってほしいと願うのはもはや本能だからな、理解はできる。ガムクチャの遺伝子は不利だろう」


    「ガム嚙んでても、いいヤツなんだって書いてあるじゃん」


    「うむ。その、ガムを嚙んでいるけど優秀であることを、親に示すことが必要……」


    　梨乃はそこまで話すと、ふむむと考えこんでしまう。


    「ガムをすっごく早く嚙むのは？」


    　いくみが非常にどうでもいい意見で口を挟む。


    「アゴの強さをアピールされても、親御さんは戸惑うと思うが」


    「やっぱりアメリカから来たメジャーリーガーだってことにするのがいいって。だったらガム嚙んでても普通でしょ」


    　そう言ういくみはガリガリ君を美お味いしそうにかじっている。


    「すぐばれるウソをついてどうするのだ」


    「だって、ガム嚙んでるんでしょ。すっごいイメージ悪いもん。ウソつくしかないって！」


    「うむ、なぜユウキ君はガムを嚙んでしまったのだろう。バカなのだろうか……」


    「やっぱり、一度ガムを嚙んじゃったら、次に来たときに嚙んでいないくらいじゃ弱いと思うんですよ。取り消すんじゃなくて、大切な理由があって嚙んでいるってことにするのがいいと思うんです。将来ガム職人を目指しているとか、日本一のガム嚙みを目指して修業中とか」


    　なんだよ、日本一のガム嚙みって……。違う。ガムの話をするのが目的ではない。話を本題に戻さないと。


    「ふみの家だったらどうかな？　友達を紹介するってなったらどうなる」


    「私の家は厳しいですから……。特におじいちゃんが厳しくて、ガムなど嚙かんでいたら、代々伝わる十じゅう文もん字じ槍やりでひと突きでしょうね」


    　ぶっそうなものを代々伝えているな。


    「やっぱり厳しい家なんだね」


    「はい。平安時代から続く古い家ですから……私も厳しくしつけられました……」


    「私の家はぜんぜん平気だよっ！　毎晩腕うで相撲ずもう大会が開かれる楽しい家庭だよっ！　勝つとおかずが一品増えるよ」


    　いくみがいかにも楽しげに自分の家庭をＰＲしてくれる……。申しわけないが、いくみの家は関係ない。


    「僕たちがふみの家にお邪魔したら」


    「梨り乃のさんといくみさんは別に大丈夫なんですけど、赤あか松まつさんは男性なので……。かなりの危険が……」


    「私の家は男でもよゆーだよ！　むしろ腕相撲の相手として歓迎されるかも」


    「たとえば部の用事でふみの家にお邪魔するとしても……」


    「それくらいなら問題ないと思いますが……。祖父次第なんですよね……」


    「私のおじいちゃん、若いころは水泳の選手で、かなりすごかったらしいんだよね」


    「そうか……ふみの家はおじいさんの権力が強いのか……」


    「おいっ！　無視するな！」


    　僕の後頭部に衝しよう撃げきが走る。いくみのヤツ、食べ終わったガリガリ君の棒で頭を突いてきやがった……。なんて危険な攻撃を……。


    「む、無視してないよ。ただ順番に……」


    「無視してたよ！　ひどいよっ！　差別だっ！　アームレスリング差別！」


    「ごめん。腕相撲はエキサイティングなゲームだと思うよ」


    「思ってないし！」


    　いくみが口を尖とがらせて、ぶーぶー文句を言い続ける。


    「思ってるよ。かすかにだけど」


    「そもそもなんでふみの話ばっかり聞くのさっ！　まさか、ふみのことが……」


    　いくみが猜さい疑ぎ心しんたっぷりの表情で僕の顔を覗のぞき込む。拗すねたと思ったら、今度はあらぬ疑いを……。せわしない人だ。


    「違うよ……。その、合宿をしようってメール送ったじゃん。それでふみの家は厳しいらしくて……。この相談の流れで、ふみの家族を説得できたらと思ってね……」


    　このまま疑いをかけられていては、話が進まない。ここは正直に自分の意図を話す。


    「説得してくれるのですか！　うれしいですっ！」


    　意外なほどふみが喜んでくれる。


    「いや、まあ。やってみるだけだから。まだ成功するとは、限らないしね」


    「私はまだ合宿に同意した覚えはないのだが……」


    　梨り乃のが冷たい口く調ちようで言う。


    「そうなんだけど、ほら、実じつ践せんしてみることで相談者にいいアドバイスができるかもしれないし……」


    　なんとか理由をこじつけてみるが梨乃の表情に変化はない。


    「梨乃さん。いくみさん。甘い物くらいお出ししますよ」


    「ふむ。……早く行こうではないか」


    　梨乃がすっくと立ち上がる。そういえば梨乃は無類の甘い物好きだった……。


    「いますぐですか」


    「甘い物がどれくらい甘いのか、検査せねばならない」


    「もちろん、検査せねばなるまい！」


    　いくみもすでに帰り支じ度たくを終えてすっくと立ち上がっている。


    　いつもは喧けん嘩かがちのふたりがついに並び立った瞬間だった。


    



    　学校から電車で数駅ほど離れた住宅街に、ふみの家というかお屋敷はあった。


    　住宅街のなかでも、数軒分のスペースを白壁で囲い込んでいるひときわ大きな邸てい宅たく。それがふみの家だった。


    　立派な木製の門にすでに圧倒されながら、敷地へと入る。


    　庭に植えられた大きな松の木。その枝ぶりもなんだかわからないが、褒ほめたほうがよさそうな感じの剪せん定ていされ具合だ。


    「ほら梨乃、池に鯉こいがいるぞ。あとで釣ろう」


    「私を無む法ほう者ものの仲間にしないでくれ」


    　梨乃といくみは僕の緊張をよそに、いつもどおりじゃれ合っている。


    「いくみさん本当におとなしくしていてください。家族がびっくりしてしまいますので」


    「冗談だって。甘い物を食べながら。ふみの子どものころのアルバムでも見ようぜ」


    「そんなもの見てもつまらないだろう。他人の過去などどうでもよい」


    　平然とつまらないと言ってのける梨乃。


    「いいの。人の家でおもしろいことすると怒られちゃうから、つまんないことしよう！　甘い物だけ食べれればオッケーだって」


    「……見せません」


    「なんで？」


    「つまんないと宣言されては見せる気がしませんっ！」


    「大丈夫。楽しげな顔で見るから」


    「私も子どものころの写真は『かわいい』と言うよう心がけようではないか」


    「絶対に見せませんから！」


    



    　僕たちはまずは二階にあるふみの部屋に通される。


    　全体的には女の子らしくかわいらしさのある部屋だった。


    　かわいらしいピンクのシーツのベッド。そしてベッドの脇わきには大きなトトロのぬいぐるみと長おさ船ふね長なが光みつのレプリカ。……少々引っかかるが、大まかにはガーリーだ。


    　学習机の周りにも、ふみの勉強を応援するかのように配置されたリスや熊くまのぬいぐるみおよび、兵へい馬ば俑ようの兵士たち。…………大まかにいってもほぼ兵馬俑だ。


    「うーん。お金持ちのケーキの味がするねえ」


    　いくみは出してもらったケーキをさっそくほおばりながら、アルバムのページを開いている。


    「ふつうにかわいいぞ。くそっ」


    　小学生時代のふみだろうか。くりくりとした大きな目、純真そうな表情。実にかわいらしい。


    「おっぱいがまだないぞ」


    「小学生ですよ。あるわけないじゃないですか！」


    「小学生がこうで、中学でこう、高校だとこうか……」


    　いくみはふみのバストアップの写真を並べ始める。
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    「ふむ。中学の後半から一気に膨ぼう張ちようしているな。まるで加速膨張する宇宙そのものだ」


    「いくみさん、梨り乃のさん、胸の変へん遷せんを確認するのはやめてください！」


    「じゃあ、そろそろ今日きようの本来の目的に……」


    　僕は、なんだかんだでアルバムを見ながらはしゃぐ三人に話題の転換を迫せまる。


    「そうですね……。そのために来てもらったのですから。赤あか松まつさんサポートしてくださいね」


    　ふみの表情がみるみる曇る。


    「そんなにおじいさんって怖いの？　もしかしておじいさんと仲悪いとか？」


    「そんなことはないです。おじいちゃんのこと大好きなんですが……ちょっと性格的に……そうですね。まずは私のおじいちゃんについて説明します」


    　ふみはぽつりぽつりとおじいさんの特徴を話し始める。とにかくふみのおじいさんはせっかちで、短気、なんでも早はや合が点てんしてしまうところがあるのだと言う。


    「私はお話のテンポがゆっくりじゃないですか……。いっつも自分の意見を言う前に、おじいちゃんのペースに巻き込まれて、なんにも言えないんですよね」


    「人生相談ではそれなりに話してるじゃん」


    　いくみは勝手にベッドで大の字になりながら言う。


    「それは赤松さんが仕切ってくれて、私の番をつくってくれるからです」


    　ふみが僕の顔を見てうれしそうに微笑ほほえむ。


    「おじいちゃんのせいってわけではないんですけど、ずっと押しの強い人が苦手で……。議論するのも苦手だったんです。それで彩あや香かさんに人生相談の回答者を頼まれて……。そんな苦手な部分を克服できるかと思って引き受けたんですよ」


    　そうだったのか……。ゆっくりマイペースで他ひ人との目は気にしていないとばかり思っていたけど……。


    「でも、今日はきっと大丈夫です。赤松さんが仕切ってくれるし、梨乃さん、いくみさんに鍛きたえてもらいましたからっ」


    「よし、じゃあリベンジといこうぜっ！」


    　いくみはそう言うと、ベッドからネックスプリングで軽々と身を起こす。


    「はいっ。頑張ってみます」


    　大きくうなずくふみ。


    「その前に赤松さんにお渡ししておくものが」


    　ふみはそう言うと机の引き出しの中から手のひらサイズの機械を僕に手渡してくれる。


    　プラスチック製の無機質なボックス。中央にはメーターのようなものがある。


    　なんだろうか、なにかの計器に見えるけど……。


    「これは我が九く条じよう家に伝わる怒りゲージです。来客の方にこっそりおじいちゃんの機嫌を伝えるために作られました」


    　ふみは説明しながら、自分の手に持っている小さなつまみを回す。それに連動して僕が持っている計器のバーが増減する。


    「なにせおじいちゃんは短気で早はや合が点てんですから、これで私が、おじいちゃんがどれくらいイライラしているか、こっそりお伝えします」


    　なんでこんなものがあるんだ……。わざわざこんなものを作ったってことは相当に短気なのか……。


    「ちなみにこのゲージがたまるとどうなるの？」


    　ふみがつまみを回すと、僕の持っているメーターのゲージが増加していく。目盛りが五つ目まで進む。


    



    　□□□□□


    



    「ここまでたまると奥おう義ぎを出すことが可能になります」


    「奥義？」


    「はい。十じゅう文もん字じ槍やりを回転させ遠心力で周囲の敵を吹き飛ばす大技です」


    　うわぁ……、絶対に出させちゃダメだ……。


    　げんなりしている僕をよそにふみはさらにつまみを回す。


    



    　□□□□□　□□□□□


    



    「これで秘ひ奥義の発動が可能になります」


    　梨り乃のは二本分埋まったゲージを見ながら言う。


    「まだ上があるんだ……」


    　僕はいささかうんざりしながらゲージを確認する。


    



    　□□□□□　□□□□□　□□□□□


    



    「これで究きゆう極きよく秘奥義が発動可能です」


    　……何個奥義を持っているんだよ。


    



    　□□□□□　□□□□□　□□□□□　□□□□□　ＭＡＸ！


    



    「ここまでいってしまうと究極秘奥義皆かい伝でんすら発動可能です。全生命力を解放し、自みずからの命を槍にのせて放つ。おじいちゃんの最大かつ究極の秘技です」


    　おじいさん……命を削ったら死んでしまうよ。本人のためにも絶対に出させてはいけない。


    



    　おじいさんの性格についてみっちり講義を受けたあと、いよいよ本人と対面する。


    　僕たちが案内された部屋はまるで老舗しにせ旅館の一室のような和室だった。


    　部屋にはすでに座ざ布ぶ団とんが四枚、正方形になるように配置されている。前列に僕とふみ。後列に梨り乃のといくみが座る。


    　ふみのおじいさんは、威い厳げんのある老人を絵に描かいたようなたたずまいだった。髪は白くなっているものの、眼光には精気がみなぎり、和服に身を包んだその姿は武士を思わせる。


    　そしてなにより気になるのは、居間の一番奥、鴨かも居いの上にかけられた十じゅう文もん字じ槍やり。


    　夏の強い西日を受けて三みつ叉またの刃がギラリと光っている。


    　ふみの話によると槍にはこんな由来があるらしい。


    



    　九く条じよう家伝来名槍「飛蝗ばつた切きり」


    　戦国時代、三河文殊派の作とされる。


    　戦場に立てた槍に、飛んできたバッタが当たってまっぷたつに切れたことからこう呼ばれる。


    　またカレンダーを掛けようとしたらまっぷたつに切れたことから別名「カレンダー切」、引っ越し業者のおでこに刺さったことから「ダックス刺さり」、夫婦喧げん嘩かで飛び交うエアコンのリモコンが刺さって壊れたことから「暖房固定」とも称される。


    



    　由来はともかく、絶対におじいさんを怒らせまい。改めて決意を固める。


    「あのね、おじいちゃん……」


    　ふみがすこし怯おびえたような口く調ちようで話を切り出す。


    「どうした。早く用件を言わないか……。もしかして言いにくいことなのか？」


    　おじいさんはさっそく早口。やはり相当にせっかちなようだ。


    「い、言いにくいんじゃないけど……」


    「と言いつつ口ごもっておるではないか。言いにくいことなんじゃろう。言いにくいということは、つまりは自分の良心に照らし合わせて、なにかひっかかる部分があるということ」


    「おじいちゃん……、別に……」


    　ふみはなにか言おうとするが、それより早くおじいさんが言葉を発してしまう。


    「ふみよ。自分の良心にもとることはしてはならない。誰がなんと言おうと、自分で恥だと思うことは決してしない。それが武士の魂たましいなのだ。ふみも女ではあっても九条家の人間。武士の魂を忘れてもらっては困る」


    「はい……」


    　これは手て強ごわい。まだなにも言っていないのに、武士の魂についてお説教されてしまった。ふみはかっくりと頭を垂れてすでに戦意を喪そう失しつしている。


    「いいか。武士の魂たましいとは……」


    「おじいちゃん、武士はいいから、話を聞いてやりなよ！」


    　演説を始めようとしたおじいさんの話をいくみがぶった切る。


    「ぬっ。貴き様さま、武士の魂を愚ぐ弄ろうするか！」


    　ぎろりと音がしそうな鋭するどい眼光でいくみを睨にらみつける。


    「ぐ、ぐろー？　もちろんするよ！　……主に食後に」


    　なんで言葉を知らないのに「する」と宣言しちゃう！　無駄にポジティブシンキング！


    「なにっ……」


    　おじいさんの表情が明らかに厳しくなる。僕はこっそり怒りゲージを確認する。


    



    　□□□□□


    



    　まずい。奥おう義ぎが発動可能になっている。


    「我が槍やりの冴さえ味わってみるか？」


    　おじいさんはヒザを立て、いつでも槍へと手を伸ばせる体勢になる。


    「おじいちゃんの奥義、円転爺槍舞キングオブチヤンチヤンコは攻撃範囲が広いです。巻き込まれないように気をつけてください」


    　ふみが僕に耳打ちする。気をつけろと言われても……。


    「いい年なんだから、そんなに興奮しないで、おとなしく話を聞きなよ！」


    　いくみはおじいさんの怒りなどちっとも気にならないようだ。


    「なにをこの小娘！」


    



    　□□□□□　□□□□□


    



    　さらにゲージが増加した！


    「おじいちゃんの秘ひ奥義、熱炎槍爺連舞ガクセイトウソウノオモヒデは槍の刃を炎で包み、貫つらぬきながら焼く怒りの一撃げきだと聞いています。くれぐれも気をつけてください」


    　いくみを睨みつけながらおじいさんが一歩、二歩ゆっくり後退する。欄らん間まに手を伸ばしさえすれば、十じゅう文もん字じ槍やりを手に取れそうだ。


    「すみません。ちょっと待ってください。本当に悪気はないのです。ボタンのかけ違えというか、言葉のあやというか……」


    　僕は必死になっておじいさんをなだめる。まさか本当に人を突いたりしないと思うが、槍があるというだけで、とにかく怖い。


    「言葉のあや？」


    「彼女はすごく素直な人なんですけど、ちょっと表現が素直すぎるところがあって、誤解を招きやすいのです」


    「ふーむ。まあ子どもの言うことに、本気で怒るのも大人げないな……」


    　おじいさんがふぅ、と肩で大きく息をする。


    



    　□□□□□　□□


    



    　ゲージもかなり減っている。どうやら少しは落ち着いてくれたようだ。


    「あのですね、僕は新聞部に入っておりまして、新聞にくる人生相談の回答者をふみさんにしてもらっています」


    「それは聞いておる。それがどうした」


    　おじいさんはようやく座ざ布ぶ団とんの上に座り直してくれる。


    「それで、折り入ってお願いが……。ふみさんと一緒に……」


    「ふみと一緒にだと！　高校生がなにを言う！　まだ早いわっ！　ふみはやらん」


    



    　□□□□□　□□□□□　□□□□□　□


    



    　否定する間まもなくゲージが急上昇する。


    「違います。誤解です。話を最後まで聞いてください」


    「はぁぁ！　燃えよ我が槍やり、我が闘志！」


    「いけません。あれはおじいちゃんが究きゅう極きょく秘ひ奥おう義ぎ、凡我一如月面爺突ウメジンタンを繰り出すときのセリフです。天高く跳ちよう躍やくしてからの、防御不能の圧倒的連続攻撃の餌え食じきになってしまいます」


    　技を解説されても、どうしようもない。


    　僕はなにもできず、ただただ立ち尽くす。


    「おやおや、なにを大きな声を出しているのです。あらふみちゃんのお友達ね。ごゆっくり」


    　大声に気づいたのか、庭の手入れをしていた老婦人が僕たちに優しく声をかけてくれる。


    　おそらくふみのおばあさんだ。顔立ちもどこかふみに似て、誰もがほっとするような穏やかな笑え顔がお。おじいさんも落ち着きを取り戻してくれるだろう。


    　よかった。助かった……。


    「油断しないでください。この状況ではおじいちゃんとおばあちゃんの合体秘奥義、暗黒爺婆仲良剛槍シヤルウイダンスがあります」


    　なんだそれは！　おばあさんはなだめに来てくれたと思ったのに、合体技？　状況は悪くなったの？


    「溺でき愛あいする我が孫を手込めにしようとしているのだ！　我が槍やりと、家か内ないの剪せん定ていバサミによる全方位からの究きゆう極きよく攻撃、とくと味わってもらおう」


    　再びおじいさんが立ち上がり、こちらに視線を定めたままゆっくりと槍へと向かって後退する。まずい。もう槍を手に取る寸前だ……。


    　僕が説得をあきらめて逃走しようと心に決めたときだった。


    「手込めになどしてない」


    　ぴしゃりと言い放ったのは梨り乃のだった。


    　この状況でも少しもたじろがず、座ざ布ぶ団とんの上で正座したままだ。


    　おじいさんも虚きよをつかれたかのように、ぽかんとしている。


    「赤あか松まつもちゃんと否定しないと。なにをオロオロしているのだ」


    　梨乃は露骨に不機嫌そうに言う。


    「オロオロって。そりゃオロオロもするでしょ」


    　槍で突かれそうになってるんだぞ。動揺もするってものだ。


    「で、赤松とやら、手込めにしておらんのだな」


    「も、もちろんです。今日きようは合宿の許可をもらいにきました」


    　僕は梨乃の落ち着いた姿を見て腹をくくった。僕も男だ。これ以上動揺した姿は見せたくない。改めて座り直し、しっかりとおじいさんの目を見て話す。


    「合宿の？」


    「はい。新聞部の合宿にふみさんも来ていただきたいと思っています。その許可を」


    「それだけか……？　ふみ、なぜ早く言わない？」


    「だって……」


    　ふみが目を伏せて口ごもってしまう。本当におじいさんといると萎い縮しゆくしてしまっているようだ。


    　ここは僕が代わりになにか言ってあげないと。意を決しておじいさんに正直に打ち明ける。


    「ふみさんはおじいさんのせっかちで短気な話され方に萎縮してしまうようなのです。勇気を出して話そうとしてもその前に話されてしまうので、まともに意見が言えないそうです」


    　なるべく表情に出さないようにしながらも、内心はビクビクだ。


    　おじいさんが槍を手に取ったらすぐ逃げよう。僕は正座しながらもヒザに体重をかけ、すぐに立ち上がれるようにこっそり腰を浮かせる。


    　しかしおじいさんは驚きの表情でふみを見つめていた。


    「そうなのか」


    　おじいさんの言葉に小さくコクリとうなずくふみ。


    「うむ……九く条じよう家の長おさとして心を鬼にして厳しくしつけてきたつもりだったが、それが重荷だったか……」


    「そんなことないの……おじいちゃんのこと大好きだよ。ただ私の話も聞いてほしいなって」


    「そうだな。いつまでも子どもだと思って、しつけなどと言っていてはな……。うむ。これからはひとりの大人として話を聞かんとな」


    「ありがとう。おじいちゃん。合宿に行っていい？」


    「はははっ。課外活動も勉強のうち、しっかりと勉強してきなさい。赤あか松まつ君。うちのふみは箱入り娘で、炊事も洗濯もまだまだで、いろいろ迷惑をかけるじゃろうが、よろしくお願いしますぞ」


    　おじいさんはそう言うと、晴れやかに声を出して笑う。


    「そんな。こちらこそ、よろしくお願いします」


    　僕はあわてて頭を下げる。


    「いやいや。危ないところじゃった。将来の婿むこ殿どのを槍やりでハチの巣にするとこじゃった」


    　えっ？　婿殿？


    「おじいちゃん。だからそうじゃなくて、合宿の」


    　ふみもあわてて否定しようとするが、また言葉の途中でおじいさんにさえぎられてしまう。


    「わかっておる。将来の話じゃ。このワシにあれほど意見できる人間はめったにおらん。なかなか見どころがある」


    　早はや合が点てんとせっかちが直ってない。あんなに反省してる感じだったのに……。


    「おじいちゃん……だから」


    「うんうん。これからゆっくり愛情をはぐくんでゆくがよい」


    「あのね、おじいちゃん」


    「わかっておる。このまま清い交際を続けるのがよい。で、なんだ？　ほら話しなさい」


    「もう……いい」


    　けっきょく早合点は直っていない……。なんとか合宿の許可はもらったものの、ふみとおじいさんの関係はすぐには改善されないようだ。


    　ふみとおじいさんの問題はゆっくり解決するしかないとして、とにかく目的は果たした。そろそろおいとまさせていただこう。そう思って後ろを振り返るといくみがいない。


    　いつの間まにかおじいさんの後方、欄らん間まの前に立ち、槍に手を伸ばしている。


    「こら、小娘、なにを勝手に触っておる！」


    「ちょっと、触るだけだから。軽くぐろーするだけだから」


    「我が家に代々伝わる家か宝ほうだ。そのような軽々しいものではない」


    　一いつ喝かつすると、槍へと手を伸ばす。いくみとおじいさんが同時に槍をつかむ。


    「危ないんだから、離しなさい」


    　槍の両端を持って綱引きのような状態で対たい峙じするふたり。


    「ちょっとだけ、お願い。庭の魚をひと突きだけさせて」


    「触るだけと言っておったのに、なぜ要求が増える！　離さんか」


    



    　□□□□□　□□□□□　□□□□□　□□□□□


    



    　いつの間まにか怒りゲージがマックスに！


    「究きゆう極きよく秘ひ奥おう義ぎ皆かい伝でん　涅槃爺微笑惜別剛槍めぐみのコンドロイチンの発動条件がついに！」


    　本当かよ……。ふみが危ない危ないと言っているだけで、本当はそんな技ないんじゃないのか……。僕はそんなことを思いながら、槍やりを取り合ういくみとおじいさんを眺めるのだった。


    



    　ふみの家を出ると、日も落ち、暗くなっていた。


    「今日きようはありがとうございました」


    　ふみが改めてお礼を言うとぺこりと頭を下げる。


    「そんな。お礼なんて、いいよ」


    　照れくさそうに首を振るいくみ。


    　おじいさんを怒らせただけのいくみがなぜそのセリフを……。


    「梨り乃のさん。赤あか松まつさんもありがとうございました」


    　改めて僕たちにも頭を下げるふみ。しかし梨乃の表情が冴さえない。


    「ふみも、もう少し、おじいさんにはっきりと話したほうがいい。事実と異なることは否定しないと」


    　ちょっと怒ったような口く調ちようで梨乃が言う。


    「まあ、まあ。これからゆっくり関係をつくりなおしていけば……」


    「赤松もそうだ。相手が誤解しているのに、なぜ訂正しない」


    　僕も？　なんの話だ？


    「もしかして、あの、婿むこにってお話ですか？　あれは冗談だと思うんですけど」


    「あー、さては、ヤキモチを焼いてるのかな」


    　いくみがニヤニヤしながら梨乃の脇わき腹ばらをヒジで突っつく。また余計なことを。


    「別にその話だけではないっ。私は事実と異ことなることは嫌いなだけっ」


    「またまたぁ。ヤキモチ焼きぃ」


    　執しつ拗ように梨乃をヒジで突くいくみ。


    「だから、私は、本当のことを……」


    「いひひひ。うふふふ。えへへへ」


    「いくみっ。しつこいぞ」


    　梨乃にも奥義があれば発動していそうだったが、怒りゲージを持ってない僕には梨乃がいまどんな気持ちなのかよくわからないのであった。

  



  
    【回　答】


    



    　やはり隠しごとをしていては本当の人間関係は築きずけないものだと思います。どれだけ家族が厳しくとも、本当の姿をさらけだして、素直な気持ちを訴うつたえれば、きっと心に届くはずです。


    　ただしガムはものすごく印象が悪いようです。メンバーでも話しあったのですが、大リーガーのフリをするくらいしか、対処方法が見つかりませんでした。


    　とにかく肩に力を入れすぎないで普段の自分を出しましょう。ほどほどに。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    人の家でおもしろいことすると怒られちゃうから、つまんないことしよう！

  



  
    【おまけの相談】


    



    　風か邪ぜで学校を休んでいる最中なのですが、夕方になると必ず同じ学校の女の子がプリントや宿題を持ってきてくれます。女の子が誰なのか知らないのですが、勇気を出して聞いてみたところ家が近いから僕の担任にプリントを届けるよう頼まれているそうです。


    　女の子が毎日僕を訪ねてきてくれるのはうれしいのですが、風邪が治って学校に行っても、彼女を捜して話しかける勇気が僕にはありません。風邪は治りつつあります。でも彼女との関係がなくなるのが嫌で、学校に行こうかどうか悩んでいます。どうしたらいいですか？


    



    （ライトノベル作家　大おお谷たに 久ひさ　※学生のときの悩みです。）

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    風か邪ぜとプリントの関係を調べていると言いはって、風邪を引いていないのにプリントを持ってきてもらう対照実験を行おこなう。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    敵に塩を送る。武たけ田だ信しん玄げんは敵である上うえ杉すぎ謙けん信しんに塩を届けてもらったそうです。その返礼として信玄はひと振りの備び前ぜん刀とうを贈りました。これにちなんでプリントを持ってきてくれたときにお手持ちの刃物を渡してみては？


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    サッカーでも華麗なパスワークだけでは点は取れない。ときには強引さも必要！玄関に落とし穴を作り女の子を捕まえちゃえ！

  



  
     【相　談　３「仕事ができません」】　二年　井いの上うえ 浩こう一いち


    



    　コンビニエンスストアでアルバイトを始めたのですが、仕事ができずに店長に怒られてばかりです。


    　自分では一いつ生しよう懸けん命めいやっているのですが、失敗ばかり。この前も電子レンジに入れてはいけないものを入れてしまったり、置いちゃいけない場所にペットボトルを置いたり……。


    　将来社会に出たときに、無能なんじゃないかと不安になってしまいます。


    　それに、性格的にやる気がないように見えるらしくて、同じ失敗をしても、僕ばかりが怒られているように思います。能力を上げるのは不可能でも、せめて印象だけでもよくしたいのですが、どうしたらいいと思いますか。

  



  
    Answer's
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    梨乃：錯さつ覚かくを利用する。
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    ふみ：まず隗かいより始めよ。
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    いくみ：怒られたらニヤリと笑って、ものすごく重いコンビニの制服を脱ぎ捨てる。

  



  
    　翌日。部室にはまたしてもお悩み相談コーナー一同が集まっていた。


    　僕が選んだのはコンビニのバイトで無能感にさいなまれている井いの上うえさんの相談だ。この流れで、いくみがバイトをしてみる気になってくれればと思っての選択なのだが……。


    「それにしても電子レンジに入れてはいけないものって、なにを入れたのだろう。むしろそっちが気になる……」


    　梨り乃のはアルミホイルだろうか、それとも電球だろうかなどと次々にレンジに入れると危険なものを列挙し始める。


    「そもそも電子レンジはマイクロ波で水の分子を振動させて加熱するのだが……」


    　聞いてもいないのに電子レンジの仕組みを語り始める。らんらんと目を輝かがやかせて、夢中になって語る。ふみもいくみも適当に相あい槌づちを打ってるだけなのに、語る、語る。はたして僕の思っている方向に話が転がってくれるか……なかなか道のりは険けわしそうだ。


    「電子レンジと同じ仕組みのジャイロトロンであれば電子温度を二億三千万度まで高めることが……。そうそうプラズマといえば……シャーペンの芯しんを電子レンジでチンすると、炭素の電離ガスが発生してプラズマ状態になる。これがいわゆる火の玉の原理で……」


    　長い。トゥーロングだ。そのうえ、うれしそうに語るせいで止めにくい。さらに待つこと五分、ようやくレンジの話を終える梨乃。この時間、電子レンジを使っていたら、ほとんどの食品を熱々にできるだろう。


    　ようやく梨り乃のの電子レンジトークが終わったところで、ふみが真剣な表情でぽつりとつぶやく。


    「店長ではないでしょうか？」


    「な、なにが？」


    　なんのことかわからず聞き返してしまう。


    「レンジに入れてはいけないものです。コンビニでレンジに一番入れてはいけないものは、店長ではないでしょうか？」


    　真剣な表情でそんなことを考えていたのか……。


    「それは店長も怒るだろうね」


    　いくみがうんうんとうなずく。


    「ということは、ペットボトルも……」


    「店長の頭の上に置いちゃったんだろうね」


    　いくみはうんうんとうなずきながら言う。


    「失敗の予想はいいから、ちゃんと回答に即して議論しようよ。まずは梨乃の答えなんだけど……」


    　僕は軌道を外れた会話を修正する。


    「うむ。目の錯さつ覚かくで周囲に小さい物があるときと大きな物があるときでは、同じ物でも大きさが違って見える」


    　梨乃はそう言いながら、ノートを取り出すと、ふたつの同じ大きさの円を描かく。そしてその円を取り囲むようにいくつもの円を描いていく。片方の周囲にはそれより大きな円、もう片方の円はそれより小さな円。


    　たしかに小さな円で囲まれたほうは大きく見える。


    「有名な目の錯覚だけど、なんの関係が」


    「現在相談者はこっちの状態になっているのだと推測される」


    　梨乃はほっそりとした指で大きな円で取り囲まれた図を指さす。


    「うーん。まだちょっとよくわからないんだけど」


    「この状態から図２の状態へと変化させてやれば、相談者は大きく見えるわけだ」


    　いいアドバイスをしたと思ったのか誇らしげな表情だが、ちっとも理解できない。


    「具体的にはどうしたらいいの？」


    「ほかのバイトをより無能にすればいい。小学生がいいな。お弁当食べちゃうし、夜になると寝ちゃうし、どれがスポニチなのか絶対わからない」


    「お店がつぶれちゃうし、法律に違反してるよ」


    「じゃあおじいちゃんでもいいだろう。お弁当食べちゃうし、夜になると寝ちゃうし、スポニチをじっくり読んでしまう」


    「人事権はたぶん店長だから。もっと実現可能なアドバイスを……」


    「私のアドバイスは実現可能ですよ。そもそも実際にあった出来事ですから」


    　ふみが話に割って入る。まず隗かいより始めよ。なにを言っているのかすら、わからない。


    「中国の春しゆん秋じゆう戦国時代のお話です。燕えんの国の王が優秀な人材を探していたんです。それでどうしたら優秀な人が集まるか部下の郭かく隗に相談したんです。そのとき郭隗は答えました。まず私を厚こう遇ぐうしなさいと、そうすれば、あの隗ですら厚遇されるのだからと次々に優秀な人材が集まるだろうと」


    　中国の故事か……。聞いたことあるようなないような……。


    「それで具体的には？」


    「怒られるたびに時給アップを要求するんです。私のようなものでも時給が上がれば、優秀なものたちはもっと頑張るであろうと」


    「店長にボコボコにされるんじゃないかな？」


    「店長が暗あん君くんであれば、あるいは。しかし店長にコンビニ界を統一してやろうという野心があれば必ずや相談者の時給をアップし、バイトさんたちの時給もアップさせるでしょう」


    「現実味が薄すぎる気がするなあ」


    「私のは実じつ践せんでも役に立つよ」


    　混乱してきた議論にいくみが参戦する。いくみの回答は「怒られたらニヤリと笑って、ものすごく重いコンビニの制服を脱ぎ捨てる」なんだけど……。


    「格段に実践で役に立たなさそうなんだけど……」


    「その回答はあくまで例だよ。ようするにハッタリで店長をビビらすってことだよ」


    「たとえばどうしたらいいのですか？」


    　ふみが興味深そうにいくみに尋ねる。


    「レンジに入れちゃいけないものを入れても、堂々として『そのうちわかりますよ。どういうことかね……ふふふっ』とか言っておけば、なんかすごい理由がありそうだろっ」


    「なるほど……ではペットボトルを置いてはいけない場所に置いたときは？」


    「たとえば『まだ私は二回変身を残しています……くくくく』とか」


    　じゃあバイトで店長に怒られてないで早く変身しろよ。


    「結局のところ解決していないから、最終的にすごく怒られる気がするのだが」


    　梨り乃のが根本的な問題を指摘する。


    「そのときは子どもバイトのせいにしようぜ」


    「総合すると子どものバイトを雇って、自分は失敗しても『フフフ』って不気味に笑ってかつ時給アップを要求しろってことになってるんだけど……」


    「うーん。なんだか、今回はいいアイディアが出ないですねえ」


    　ふみが困った様子で小首をかしげる。みんなこれぞというアイディアがないようで、なかなか発言をしようとしない。……ここだ。


    「それだったら、実際にみんなでバイトしてみない？」


    　僕はチャンスを見み逃のがさず本来の目的をぶち込む。


    「それだっ！」


    　いくみがあぐらをかいてむき出しになっているヒザ頭がしらをパチンと打つと身を乗り出す。いいぞいくみ。


    「よく考えたら、私はバイトしたことないんだよ。だからいいアイディアが出なかったんだっ。やっぱりやってみないとわかんないよね」


    「いくみからいいアイディアが出たことなど一度たりともないのだが」


    　いくみに冷たい視線を送る梨り乃の。


    「そんなこと言って、怖いんだろ。バイトで私にコテンパンにされるのが」


    　いくみが挑ちよう発はつ的てきな視線を送り返す。


    「アルバイトにコテンパンなどない。黙々と資本主義を堪たん能のうするまでだ」


    「ふふふ。負けないぜっ！」


    「だから負けなどはない。だが強いて言えば社会性のなさをさらすのはいくみだろう」


    　お互い視線を逸そらさず、睨にらみ合うふたり。


    「それならアルバイトしてみますか？」


    　ふみがふたりの睨み合いなど意に介してないかのような、おっとりとした口く調ちようで言う。


    「なにかあてがあるのか？　梨乃が地獄に堕おちるようなバイトの？」


    「地獄に堕ちるかはわかりませんが、叔お父じが経営している大型スーパーマーケットがありまして。お願いすればアルバイトさせてもらえるかと」


    「よし、決定。みんなでバイトしようぜっ！」


    　いくみが高々と拳こぶしを上げて宣言する。よかった。まずはバイトをさせることに成功した。


    



    　ふみの叔父が経営するというスーパーはかなりの規模だった。いわゆる郊外型の大型店舗ってやつだろうか。二階建てで面積も大きく、そこでは食材や日用品だけでなく、衣類や薬まで扱あつかっている。


    　ふみは慣れた様子で売り場を通り抜けると、僕たちをバックヤードへと案内する。


    「叔父に相談したら売り子さんをしてほしいそうです。ご存じですよね、試食などをさせて、お客さんを集めるお仕事です」


    「いいじゃない。誰が一番売れるか勝負しようぜっ！」


    　相変わらず勝負にする気満々のいくみ。


    「で、なにを売ればいいのさ？　なんでもバリバリ売っちゃうぞっ！」


    　初めてのアルバイトが楽しいのか、いくみは最初から元気いっぱいだ。


    「はい。焼きたてのフランスパン、べったら漬け、伸びる温おん湿しつ布ぷ、それぞれひとりずつなんですけど」


    「私がパンっ！　フランスパン取った！　絶対一番売れるし、私が一番フランスっぽいし！　ボンジュールッ！」


    　いくみのどこがフランスっぽいのかさっぱりわからない。


    「勝手に決めないでもらおうか。勝負を分ける重大なポイントなのだから、公平にしてもらわないと」


    　勝負？　梨り乃ののヤツ結局勝負する気なのか……。なんでそう負けず嫌いなんだ……。


    「そしたら、じゃんけんしようぜ。それなら文句ないだろ」


    　三人は輪になってじゃんけんを始める。


    「梨乃さんが一番、私が二番、いくみさんが三番ですね」


    　どうやら梨乃が勝ったようだ。いくみは頭を抱えてうずくまっている。


    「では私はフランスパンを担当しようかな」


    「ダメだって、梨乃はフランスパンのイメージじゃない！　ノットボンジュールッ！」


    　負けたにもかかわらずいくみが口を挟む。英語とフランス語ごちゃごちゃだし……。


    「負けたのだからいくみは黙っているがいい」


    「梨乃はべったら漬けのイメージだって。べったら漬けにしなよ」


    「失礼な！　いくみこそべったらした体形じゃないか」


    　梨乃の視線はいくみの胸へと注がれている。要するに胸が少々つるぺたしてらっしゃると言いたいのだろう。


    「なにおぉ。人の気にしてることを……。梨乃なんか、性格がべったらしてるじゃないか」


    「いくみは海かい馬ばがべったらしている」


    　壮絶なべったら漬けの押しつけあい。もうべったらの意味がなんなのかさっぱりわからない。


    「まあ、まあ、梨乃さんも、いくみさんも喧けん嘩かしないでください。それなら私がべったら漬けを担当しますから」


    　睨にらみ合うふたりの間にふみが割って入る。


    「そ、そうか、そうだね。ふみは下した唇くちびるがべったらしてるから、ちょうどいいかも」


    　いくみのべったらの定義がさっぱりわからない。


    「やめてください。なんだかわからないけど、してませんっ！」


    「してるって、あと髪形もべったらしてるよ。美容師さんに『べったらな感じで』ってお願いするとそんな感じになるよ」


    「わかりましたから。私がべっらた漬けを担当しますから、無理にべったらべったら言わなくても大丈夫です」


    　ふみが頰ほおをふくらませて怒ってみせるが、ちっともいくみは気にしていない。


    「よし！　ふみがべったら漬けで決定で、私がパン、梨り乃のが湿しつ布ぷね」


    「なぜじゃんけんで負けたのに、一番に選ぶ！　それに、どう考えても湿布は、体育会系のいくみのほうが妥当だ」


    「私のほうが梨乃よりパンをいっぱい食べるぞ！」


    「いくみが食べるのではない。販売するのだ」


    「揉もめてても仕方がないから。じゃんけんで決まった順にしようよ。梨乃が選んで」


    　僕の言葉にしぶしぶうなずくいくみ。結局、梨乃がフランスパン、ふみがべったら漬け、いくみが温湿布に決定。


    「それではそれぞれ服を着替えてください」


    「着替えるのか？」


    「はい。制服で販売するわけにもいきませんから」


    　ふみに誘導されて三人は更衣室へと消えていく。


    



    　僕はひとりバックヤードに残されて三人の着替えを待つ。


    　最初に着替えて出てきたのは梨乃だった。


    　フランスパンの売り子らしく、ワンピースのスカートにフリルのついたエプロン姿。ちょっとメイドのコスチュームみたいな感じだ。頭の三さん角かく巾きんもなんだかかわいらしい。


    「なにをじろじろ見ているのだ」


    　梨乃が僕の視線に気づいて照れくさそうに目を伏せる。


    「いや、別に……」


    「それで……似合っているのだろうか？」


    　梨乃はますます顔を赤らめながら言う。


    「すごく、パンが売れそうだと思うよ」


    　本当はかわいいと言いたいところだが、さすがに照れくさくて口に出せない。


    「そ、そう。まあそれが目的だから……」


    　と言いつつも、梨乃はちょっと不満げな表情。


    「お待たせしました！」


    　続いて現れたのはふみ。


    　袖そでをたすきがけしたかすりの着物に、白の前掛け。


    　時代劇に出てくる茶ちや店みせの女の子って感じだ。むう、まったく期待していなかったべったら漬けのユニフォームがすごくかわいい。時代劇だったら確実に悪あつ漢かんに襲おそわれるだろう。


    「バカなっ！　なぜべったら漬けの服がかわいいんだ！」


    　そう絶叫しながら、現れたのがいくみだった。


    　真四角の白い着ぐるみ姿。丸くくりぬかれた穴からいくみの顔が覗のぞいている。温湿布の着ぐるみなのだろうけど、手足の生えた豆腐にも見える。


    「あら、いくみさんかわいいですよ」


    「かわいくないっ！　どういうことなんだ、これは！」


    　いくみは着ぐるみからちょこんと出た手足をバタバタさせる。怒っているみたいだけど、ちっとも迫力を感じない。


    「似合ってますよ。ねえ、梨り乃のさん」


    「うむ。似合っている。湿しつ布ぷらしさがよく出ている」


    「梨乃まで！　湿布に似合うとかないっ！」


    　四角い着ぐるみから出た手足をばたばたさせて抗議するいくみ。その動きはコミカルでたしかに似合っている。


    「こういうのは最初に説明しろよな！　ずるいよっ！」


    「そんなにイヤだとは思わなくて……。湿布のキャラクター、フェルビナくんです。みんなの腰を守るヒーローですよ」


    「まあ……ヒーローならいいけど。今度から気をつけてよ」


    　いいのかよ！　腰を守るヒーローだぞ。そんなにかっこよくないぞ。


    「よし、みんな持ち場にダッシュだ。私が絶対一番売ってやるっ！　さあ、ヒーローに続け！」


    　着ぐるみ特有の小さい歩幅でとことこ駆かけ出すいくみ。なんとも不安であるがバイト開始だ。
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    「みんなー湿しつ布ぷ貼はろうぜ！　湿布だよっ！　あっ、そこの腰の痛そうな顔のおじさん湿布貼りなよ！」


    　スーパーの薬局コーナーにいくみの声が響き渡る。


    　腰を守るヒーローはいきなり苦戦していた。湿布を購入しようとするものはなかなかいない。試供品の湿布一枚すらめったにもらってくれる人がいない。


    「さあ、ヒーローがきたよー！　腰の痛みに悩むちびっこたちー。集まれぇーっ！」


    　いくみは大きく両手を広げてちびっこを呼ぶが、当然誰も集まってこない。そもそもちびっこは腰が痛くないだろう。


    「なかなか大変そうだね」


    「まずい。このままでは負けてしまう。イヤだ。負けるのはイヤだっ！」


    　いくみは湿布の着ぐるみの中で、焦しよう燥そう感かんあふれる必死な表情を浮かべていた。


    「そもそも湿布はそんなに売れないだろうから。売った数の勝負じゃ難しいと思うよ」


    「そんなことを言うな！　あきらめたらそこで試合終了だぞ。こっちから腰を折ってでも売りつけてみせるっ！」


    　ギラギラとした目で薬局に入ってくる客を睨にらみつけるいくみ。その視線に気づいた客がきびすを返して立ち去っていく。……むしろやる気が販売の邪魔をしてしまっている。


    「やり方を考えたほうがいいんじゃないかな？　強引すぎてひかれている気がするよ」


    「ふむむ……」


    　いくみは腕組みしようとするが、着ぐるみが邪魔して手が届いていない。


    「しかたない。ちょっと偵てい察さつにいく」


    　いくみはそう言うと持ち場を離れ、食品売り場へ向かう。


    



    「いかがですか、新鮮な採とれたての大根を使ったべったら漬けですっ。もちろん保存料など薬品は使っておりません。天然の美お味いしさです。一度食べたらやめられなくなりますよっ！」


    　ふみの周りには人だかりができていた。試食の小分けにしたべったら漬けが先を争うように消えていく。


    　すごい人気だ。おそらくふみのほんわかとした雰ふん囲い気きがべったら漬けに合っているのだろう。


    「ふみのヤツ……やるなぁ」


    　調味料の並んだ棚からちょこんと顔を出すぬりかべのような着ぐるみ。いくみは隠れているつもりなんだろうが、バレバレだ……。


    「商品のＰＲがうまいんだと思うんだよね。いくみも参考にしてみたら」


    「ふむむ、なるほど……わかったぞ。これで勝ったぞ！」


    　回れ右して自分の売り場へと戻る湿布の着ぐるみ。


    　大丈夫なのか、ちょっと理解が早すぎないか？


    　しかし着ぐるみの中の人であるいくみは自信満々、薬局の入り口に立つと、高々と試供品の温おん湿しつ布ぷをかざす。


    「新鮮な採とれたての湿布ですよっ！」


    　いやいや。どこで湿布が収穫できるんだよ！


    「薬品は使っておりません！」


    　使えよ！　薬品入ってなかったらただの布だろ！


    「一度使ったらやめられなくなりますよ！」


    　ひどい中毒性！


    　僕はあわてていくみに駆かけ寄る。


    「ねえ、そのまんま言うのはおかしいでしょ」


    「私もそう思う……」


    「じゃあなんで？　もっと湿布らしくアレンジしなって」


    「だって思いつかないんだもん！　湿布なんて痛みが消える神秘の布だよ！」


    　温湿布の売り口こう上じようを思いつかずに手足をジタバタさせる、腰を守るヒーロー。


    「とりあえず、ふたりでＰＲの言葉を一緒に考えようか。箱の裏を読んだりして、この湿布のよさをまずは勉強しよう」


    　こくこくとうなずく湿布の着ぐるみ。


    「むっ。殺気っ」


    　いくみはそう言うと着ぐるみとは思えない軽やかさで振り返る。


    　梨り乃のだった、うがい薬の棚に隠れてこっちのやりとりをじっと見ている。


    「苦戦中といったところか。やはり体力バカは実じつ践せんでは役に立たないのだな……」


    「なにっ！　そういう梨乃は売れてるのかよっ？」


    「…………」


    　こっちも無言。どうやらかんばしくないようだ。っていうか売れてないと棚に隠れて様子をうかがうのは決まりなのか？


    「いいことを教えてやろう。天然素材とかやみつきになるとかＰＲをしながら売るんだ」


    「むろんそんなことは理解している」


    「じゃあ、なぜこそこそ偵てい察さつに来てるのさ」


    「それは……」


    「本当は私と一緒なんじゃないの～？」


    「そんなことはない。商品のよさをまず理解し、それを適切に伝える。それはわかっている」


    　梨乃はそう言うが、やっぱり元気がない。しょんぼりメイドだ。


    「じゃあ梨乃の売り場行こうよ！　見せてもらおうじゃないの！」


    　いくみが強引にしょんぼりしたメイドの手を引く。


    「ま、待て、心の準備が」


    「心の準備って！　じゃあさっきまでなにしてたのさ」


    　いくみはぐっと梨り乃のの手を引くと、薬局コーナーから食品売り場へと引っぱっていく。


    　いくみの強引さに負けて、本来の持ち場であるベーカリーコーナーの前に立たされた梨乃。


    　すでに怯おびえている。怯えきったメイドさんだ。


    　通りかかる客が梨乃に気づいて近寄ろうとすると、梨乃はさっと目を伏せてしまう。


    「……あの、パンを……天然酵こう母ぼを…………焼き立て……」


    　うつむいたままぼそぼそと話す梨乃。


    　梨乃は強度の人見知りだった。道ゆくお客さんに話しかけることができないみたいだ。


    　客にもそのただならぬ雰ふん囲い気きが伝わり、誰も近づこうとしない。


    「イースト菌が……発はつ酵こうさせて……人類の主食だよ……」


    「お母さん、パン売ってるよぉ」


    「いいから。近寄っちゃダメでしょ」


    　梨乃に興味を持った子どもがお母さんに怒られてしまった。それほど「パンください」などと言ってはいけないオーラが出ているのだ。パンを死守するメイドさんだ。


    「わははっ！　勝った！　梨乃には勝った！」


    　バンザイして喜ぶ湿しつ布ぷの着ぐるみ。


    「いくみには負けていない。売り上げはゼロで同点だし、それに宣伝文句なら自在に思いつくし……」


    　泣きそうな顔のメイドさんが言いわけがましくつぶやく。


    「だから、勝負じゃなくて、仕事を体験するのが目的だから……」


    　僕は梨乃をなだめるが、すっかり自信を喪そう失しつしてしまっている。まだバイトは始まったばかりなのに、すっかり心が折れてしまっている。


    「そうだ。合体だ！」


    　いくみが突然叫ぶ。


    「なんの話？」


    「梨乃も私もひとりではうまく売れない。それならばふたりの力を合わせるしかないでしょ！　ふたりでならふみに絶対勝てるっ」


    　いくみはそう言うと勝手に梨乃の手を取り握手する。


    　たしかに梨乃が宣伝文句を考えて、いくみがそれを言えばいまよりはマシになりそうな気がするけど……。


    「よしっ。じゃあ早速考えてくれ、湿布とパンを同時に売る文章を！」


    



    　──湿しつ布ぷとパン、湿布とパンでございます。


    　モチモチのパンとぺたぺたの湿布。どちらも人類にとってよいものでございます。


    　パンの食べすぎで腰よう痛つうになったらすかさず湿布。湿布の貼はりすぎで空腹になったらすかさずパン。


    　これこそ人類の理想のライフスタイルなのでございます。


    　現代社会の二大必須アイテム、それが湿布とパン！


    　酵こう素そシクロオキシゲナーゼとイースト菌の夢のコラボレーション。それが湿布とパン！


    　さらにパンに湿布を挟んでレンジでチンしてみれば、外はサクサク、中はもちもち、本場のパリジェンヌもびっくりの不気味なオブジェのできあがりです！　


    



    　やはりパンと湿布を同時に宣伝するのは無理があった……。もうなにを言っているのかさっぱりわからない。


    「よし、では合体だ！」


    　いくみはそう言うと、着ぐるみの裾すそを指さす。着ぐるみにふたりで入るのか？


    「別にふたりで入らなくとも、私が考えたことを暗記して、いくみが……」


    「私が暗記できるわけないでしょ。中に入って小声で囁ささやいて！」


    



    　数分後、新たに生まれ変わった腰を守るヒーロー・フェルビナくんが、ベーカリーコーナーと薬局コーナーの中間地点に爆ばく誕たん。


    　白い湿布を象かたどった着ぐるみから伸びる四本の腕と四本の脚。──合計八本、ざっくり分類するとクモの仲間なのか……。


    　右腕にはフランスパンの入ったバスケット。左腕には温湿布の試供品。作りかけの阿あ修しゆ羅ら像ぞうのようでもある。


    「湿布とパン、湿布とパンでございます。モチモチのパンとぺたぺたの湿布……。なんとかとなんとかがなんとかーしょん。湿布とパン！」


    　誰も近づいてこない……。そりゃそうだ。なんでこんな奇怪な生き物からパンと湿布を購入しなければいけないのだ……。


    「おい。子ども、パンと湿布を買え！」


    　先ほどの親子連れに、新生フェルビナくんが迫せまる。


    「お母さん……」


    「見ちゃいけません」


    　お母さんは子どもの手を引っぱって遠ざかっていく。


    　がっくりとうなだれる白いお化け。


    



    　その後、僕も倉庫での軽作業に駆かり出され、それぞれ別の持ち場でアルバイトにいそしむ。閉店時間を迎え、三人のもとへと戻る。


    　意外にも三人ともそれぞれ充実した顔をしていた。


    「いくみさん、最終的には湿しつ布ぷの売り文句がすらすら出るようになってましたね」


    　ふみの言葉に笑みを見せるいくみ。


    「シクロオキシゲナーゼ！」


    　誇らしげに暗あん誦しようしてみせる。


    「梨り乃のさんも、ずいぶん笑え顔がおで接客できるようになっていましたし」


    「慣れればなんということもない」


    　ついにメイドさんが笑顔になった。やはりこのコスチュームには笑顔が似合うな……。ほとんど暗い表情しか見れなかったけど。


    　最後に梨乃の売り子さん姿を堪たん能のうしたあと、僕は本題をさらっと切り出す。


    「そういえば、バイト代も入ったし、これでいくみは合宿に行く資金ができたんじゃないかな？」


    「おっ、本当だ。みんな合宿行こうぜっ！」


    「これでいくみさんの問題も解決ですね。よかったですね」


    　僕がそれが狙ねらいでこの相談を選んだことを察してか、ふみは少し含みのある笑顔を浮かべる。あとは梨乃をどうにか説得すれば……。


    「またぴったりの相談が見つかるといいですね」


    　ふみはそう言うとまたくすくすと笑うのだった。

  



  
    【回　答】


    



    　我々、お悩み相談コーナー一同もアルバイトを体験してみました。やはり仕事をするということは想像以上に大変で、めげずにアルバイトを頑張っているだけでもすごく尊敬できるように思えます。


    　体験してみてひとつだけアドバイスができそうなことは、困ったときには周りの人の助けを借りること。一緒に働く仲間に頼っちゃいましょう。たまに余計に悪いことになりますが、自分ひとりで考え込んでしまうよりはきっといいことがあるはずです。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    アルバイトにコテンパンなどない。黙々と資本主義を堪たん能のうするまでだ。

  



  
    【お 悩 み ２「仕事ができません」】


    
      二年　井いの上うえ 浩こう一いち

    


    



    　コンビニエンスストアでアルバイトを始めたのですが、仕事ができずに店長に怒られてばかりです。


    　自分では一いつ生しよう懸けん命めいやっているのですが、失敗ばかり。この前も電子レンジに入れてはいけないものを入れてしまったり、置いちゃいけない場所にペットボトルを置いたり……。


    　将来社会に出たときに、無能なんじゃないかと不安になってしまいます。


    　それに、性格的にやる気がないように見えるらしくて、同じ失敗をしても、僕ばかりが怒られているように思います。能力を上げるのは不可能でも、せめて印象だけでもよくしたいのですが、どうしたらいいと思いますか。

  



  
    Answer's
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    志乃：店長に怒られた二倍の勢いで後輩に切れる。
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    くみ：これないしょなんですけど私、Ｇカップなんですね。だからコンビニの制服の胸元をざっくりと開けて、店長の注意を逸そらせばいいと思います。
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    よしたか：催さい眠みん術じゆつで暗示をかけて、自分が仕事ができると思いこむといいッス。

  



  
    　ふみの叔お父じさんの厚意によって、アルバイト代は即日手渡しでもらうことができた。封筒に入っている金額は一万円に満たないものだったが、それでも自分の労働によって得たお金だ。


    　合宿の資金として大切に使うことを心の中で誓いつつ、労働の疲労と充実感を味わいながらスーパーマーケットをあとにする。


    「やあ、偶然だね」


    　スーパーの裏口の前で待ち構えていたのは浅あさ野のだった。偶然？　学校の近辺ならまだしも、ふみの親しん戚せきのスーパーの裏口だぞ。どう考えてもわざわざ僕たちを捜して張りこんでいたんだろうに……。充実感は吹き飛び、疲労感だけが残る。


    「また第一新聞部の人。なんの用？」


    　まっさきにいくみが浅野に嚙かみつく。いくみはバイトのあとでも元気いっぱいだ。


    「そんな顔しないでよ、いくみちゃん。かわいい顔が台なしだよ。せっかく浅野ランキングにノミネート、ランクイン中なのに。ランクが下がっちゃうよ」


    　浅野はヘラヘラと笑いながら言う。


    「そんなランキング知らないよ。で、なんの用なのさ？」


    「そうそう。相談者の井いの上うえ君が悩みを克服したことを教えてあげようと思ってね。君たちがまだ無駄な努力をしていたら、かわいそうじゃない。ふふふ、親切だなあ僕は。さすが浅野ランキング一位なだけあるね」


    　……ランキング一位は自分自身かよ。超どうでもいいけど。


    　そんなことよりまたしても相談者の悩みを先に解決されてしまったことが問題だ。


    「さすが、我々、第一新聞部だな。迅じん速そくだなあ」


    　執しつ拗ように自じ画が自じ賛さんを繰り返す浅あさ野の。それにしてもどうやって悩みを解決したんだ？


    「あの、井いの上うえさんは仕事ができないと悩んでいたと思うんですけど。そんなにすぐに仕事ができるようになるとは思えないんですけどね」


    　僕の言葉になんとも不ふ適てきな笑いを浮かべる浅野。


    「ふふふ。こっちには優秀な回答者がそろっているからねえ。井上君っ！」


    　浅野がビルの陰に向かって叫ぶと、隠れて待機していたニセモノトリオと見慣れない男子生徒が登場する。あれが井上君だろう。悩んでいるとは思えない自信に満ちあふれた表情だ。


    　井上君は僕たちを発見すると深々と頭を下げる。


    「いらっしゃいませ。こんにちは」


    　いらっしゃったのは井上君のほうなのだが……。


    「井上君は浅野先輩の一夜漬けの催さい眠みん術じゆつによって、最強のコンビニ戦士へと生まれ変わったッス。深い暗示によって前世もコンビニ店員。守護霊もコンビニ店員だと思いこんでいるッス」


    　坊ぼう主ず頭あたまの、いくみのニセモノよしたかが言う。


    「このために本を読んで勉強したんだよ。相談者思いだろ」


    　浅野はそう言うと自慢げに一冊の本を取りだしてみせる。『すぐできる！　催眠術入門～仕事に自信をつける編～』……なんて守備範囲の狭い本なんだ。


    「これでもう安心ッス。井上君はもはや自信にあふれてるッス。自信とおでんのツユがだくだくにあふれてるッス！」


    「人の相談者を横取りしておいて、なにいばってるのさ！　この坊主！」


    　いくみがよしたかをヘッドロックすると、坊主頭をジョリジョリと撫なでまわす。


    「や、やめるッス。痛いッス。でもヘッドロックで胸が……、少し……エロティックな気分に、やっぱり痛いッス！　尋じん常じようじゃない摩ま擦さつ熱ねつッス！」


    「残念だったね。赤あか松まつ君。また先をこされてしまったねえ。彩あや香かにも伝えてくれないかな。そろそろ僕の優秀さを認めて、第二新聞部なんてやめて戻ってくるようにって」


    「こんなのおかしいですよ。催眠術で解決って。僕は違うと思います」


    　浅野が僕の言葉を鼻で笑う。


    「本人がいいって言ってるんだから、それでいいじゃないか。ねえ井上君」


    「ぁりがとうございました～」


    「さすがッス。このお礼も、『コンビニに入ったけど、なんにも買わずに帰った人に向けての言い方』ッス！　なにげに高等テクニックなのッス」


    　井上君はよしたかに褒ほめられてまんざらでもなさそうだが……。本当にこれでいいのか？　悩みごとを親しん身みになって解決するという人生相談の本ほん分ぶんから外れてしまっていると思うが。


    　ふみもこのやり方には不満があるようで、井いの上うえ君の前に進み出ると、手を取って話しかける。


    「大丈夫ですか、井上さん？　気分は悪くなってないですか？」


    「ええ。むしろかつてないほど爽そう快かいな気分なんです。すごく仕事への自信が満ちあふれて……」


    「ダメです。催さい眠みん術じゆつなんて危ないです。自信をつけたいならこれを差し上げます。梨り乃のさんが受け取らなかった御ぎよ者しやたろーくんです。お守りに」


    　ふみが御者像を井上に手渡す。井上は不思議そうに様々な角度から御者像を眺めまわす。


    「こちら温めますか？」


    「温めません！」


    　ダメだ。すっかり催眠が効いてしまっている。


    「こんなのかわいそうです。解いてあげてください！」


    　ふみは浅あさ野のにつめよるが、浅野は涼しい顔だ。


    「ダメだよ。すごく苦労してかけたんだから。とくに問題ないよね」


    「はい、なんの問題もないです。こんにちは！」


    「梨乃さん、もとに戻してあげられないですか」


    「こんな状況が長く維持できるとは思えない。明日あしたになれば元に戻っているだろう」


    　梨乃は浅野に軽けい蔑べつの視線を送る。しかし浅野はまったく気にしていない。


    「そうそう、聞いたよ。盗とう聴ちよう器きでだけど。君たち合宿しようとして、なかなかうまいこといってないんだって？」


    「……私は合宿には興味はない」


    　梨乃は少し口ごもりながら答える。


    「そこで僕たちも合宿をすることにしたよ。僕ってお金持ちの家の子だろ。伊い豆ずにいわゆる別荘があってさ。うらやましいかい？」


    「うらやましいかどうかより、盗聴が気になるのだが」


    「盗聴くらいするさ。なにせ僕たちは敵てき対たいしてるんだよ。それに、彩あや香かがそっちの部室で僕の[image: ]うわさをするかもしれないじゃないか」


    「したとしても、ほぼ確実に悪口だと思うが」


    「とにかく、こっちは夏休みにバカンスをかねた合宿があるってこと。君たちは？　伊豆は無理だよね。おおっと、足並みがそろわなくって合宿が無理なのか。残念だねえ」


    　あざけるような笑いで僕たちを挑ちよう発はつする浅野。ここまで性格が悪いとむしろ清すが々すがしく思えてくる。そんな浅野をじっと睨にらみつける梨乃。


    「我々も合宿を行おこなう」


    　嘲ちよう笑しようが終わると同時に、梨乃がぼそりとつぶやく。


    「あれ、梨乃さんは合宿に反対なのでは？」


    　ふみが少し驚いたように言う。


    「反対ではない。その……必然性を感じないと言ったのだ。行かないとまでは言っていない」


    　梨り乃のは少し照れくさそうに言う。


    「そうでしたっけ……？」


    「いまは必然性を感じている。ゆえに合宿に行く」


    　そう言うと、もう一度浅あさ野のを睨にらみつける。さすが負けず嫌いだ。


    「ははっ。いいじゃないか。そうこないと。おもしろくなってきたじゃないか。こっちは君たちにマネできないようなゴージャスな合宿にしないと。もちろんウチの別荘はなかなかの豪ごう邸ていなんだけど、やっぱりディナーも豪華にしないとね」


    「お箸はしをおつけしますか？」


    「……箸はあるから大丈夫だ」


    「とにかく、君たちがうらやましがって嫉しつ妬とするような合宿をお約束するよ」


    「私たちだって負けてないよねっ」


    「ふふふ。なにが勝てるっていうんだ？」


    「……私とふみの水着が見られる」


    「なぜ私を外したのだ！」


    　梨乃の抗議を無視するいくみ。


    「こっちはふみに、超セクシーな水着を着てもらうからね。すっごいの」


    「テープのみでよろしかったでしょうか？」


    　井いの上うえ君が自然に会話に加わっている。


    「うん。テープのみで」


    「ダメですよ！　なんでテープのみなんですか！」


    　顔を照れと驚きで真っ赤かにするふみ。


    「たしかにふみちゃんと水着は魅力的なコンテンツだねえ。うちのくみと一緒に写真撮影してホームページにアップしたらアクセスが増えるんだろうな。どう？　ウチに移い籍せきしない？」


    「結構です。第二新聞部で楽しくしてますので」


    　ふみは大きくかぶりを振る。


    「残念だなあ。こっちなら、水着のお返しにプレゼントなんかもあるかもしれないのに……」


    「レシートのお返しになります」


    「……催さい眠みんを一回解こうか」


    　浅野は井上君を連れてビルの陰へと消えていく。


    　浅野は邪魔しに来たつもりなのだろうが、結果、梨乃の合宿参加をアシストしてくれた。


    　ありがとう浅野……。正しよう気きに戻ってくれ井上君。


    　僕は退散する第一新聞部の背中を見ながら、感謝の気持ちを抱いだいたのだった。

  



  
    【回　答】


    



    　第一新聞部部長浅あさ野のです。人生相談もいいけど、その前に今回は浅野ランキングの九百五十一位から九百五十五位までを発表するよ。


    　浅野ランキングとは、直感でセクシーな人に一位から千位まで順番をつけたものなんだ。毎週変動しているのでみんなランクアップ目指して頑張ってほしい。


    　【九百五十一位】学食のおばちゃん　【九百五十二位】ふみちゃんの家のおばあちゃん　【九百五十三位】梨り乃のちゃんの乗っていた自転車　【九百五十四位】ふみちゃんの家のおじいちゃん　【九百五十五位】しろいひと


    　学食のおばちゃんはうどんを作っているときの動きが、かすかにセクシーさを感じなくもないので圏外からランクアップ！


    　で、相談についてなんだけど、あんまり頑張りすぎないで、かわいい女の子のことでも考えてるくらいがちょうどいいと思うよ。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　〆のひと言


    ……催さい眠みんを一回解こうか。

  



  
    【おまけの相談】


    



    　僕は、友達といるときでもつい鼻歌を歌ってしまう癖くせがあります。十秒くらい歌ったあとに我に返ってすごく恥ずかしいです。どうすればこの癖が直るのでしょうか？


    
      （ブーメラン積せき分ぶん）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    声を高くして、人間に聞こえる周波数を超え、鼻歌を犬に聞かせる。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    「楚その国の歌です！」と言いはり、四し面めん楚そ歌かの計略中のフリをしましょう。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    欠点を克服するより、長所を伸ばす。鼻歌の二番を作っちゃえ！


    


    


    ＊Shino's Answer＊


    



    絶対鼻歌を歌えないように鼻を取ってしまえ！


    


    


    ＊Kumi's Answer＊


    



    えっと、Ｇカップなりに考えてみたんですが「ふふふん～階段の～ふふふん～パンチラスポット～」と役に立つ情報を入れて歌えばいいのではないでしょうか？


    


    


    ＊Yoshitaka's Answer＊


    



    鼻歌を歌いながら、貧乏揺ゆすりをして、歯ぎしりして、爪つめを嚙かめば、なんの癖くせなのかわからなくなるッス。

  



  
     【相　談　４「合宿が楽しみすぎます」】　三年　浅あさ野の 浩こう太た


    



    　とある第一新聞部の部長をしているものです。我が部では毎年恒こう例れいで合宿に行くことにしています。部長である私の実家が持っている海辺のシャレたセカンドハウスに泊まって、美しい海に癒いやされ、ビーチバレーや、バーベキューに興じる予定です。さらにそのその様子を第一新聞部が誇る最新機材でユーストリームなんかで配信して、さらに多くの部員を集めちゃうことになるでしょう。


    　そんな楽しいイベントがあるのに、第二新聞部と称して勝手な行動をとる人がごくわずかにいます。どうしたら早く過あやまちを認めて軍門に降くだってくれるでしょうか？　人生相談のメンバーもこっちでやればより反響も大きく、楽しいと思うのですが。

  



  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：電子顕けん微び鏡きようを部室に設置してくれれば、毎日でも通うだろう。


    


    


    [image: ]


    ふみ：部室に関かん帝てい廟びようを設置してくだされば、たまにうかがいます。


    


    


    [image: ]


    いくみ：毎日必ずお菓子を用意すること。うまい棒、蒲かば焼やきさん太郎、キャベツ太郎を切らさないこと。

  



  
    　今回のは相談ではない。ただの嫌がらせだ。


    　わざわざ第二新聞部のメールアドレスに相談の体ていで送られてきていたのだ。


    　とにかく合宿へのモチベーションを上げるべく、三人にも浅あさ野のからのこの嫌がらせメールを転送したのだが……。


    「なんで全員真ま面じ目めに答えちゃっているの！」


    「相談として来たのだから、答えたまでなのだが」


    　梨り乃のはむしろなぜ怒られなければいけないのかと不満げだ。


    「そうじゃなくて、負けじと頑張ろうよって意味で紹介しただけなんだけどね」


    「いつも赤あか松まつさんから来るのは相談のメールですから、てっきり……」


    　ふみも梨乃に同調する。僕のメールの送り方がおかしかったんだろうか……。


    　それにしてもふたりの条件は実現不可能なので心配ないのだが、いくみの条件が気になる。これだと結構簡単に移い籍せきしてしまいそうなんだが……。


    「なにを見てるのさ」


    　僕の視線に気づいていくみが僕を見つめ返す。


    「いや、別に……」


    「だって見てたでしょ」


    「まあ……」


    　さすがに一番寝返りそうだとは言えない……。


    「ははぁーん……恋に落ちたな」


    　……どうしてそう思えるんだ。まあいい。勘違いしてくれていたほうがありがたい。


    「それで、どうするのだ。場所は伊い豆ずの海ということでよかったのか？　具体的に計画を立てて、なにをするか決めないといけないのではないのか？　ごはんはどうする？　お風ふ呂ろは？　伊豆には温泉があるはずだが？」


    　あんなに消極的だった梨り乃のが妙に積極的だ。浅あさ野のに挑ちよう発はつされて、負けず嫌いな性格を刺激されたのか、単純に本当はすごく楽しみにしているだけなのか……。


    「私たちも、負けじと計画を立てましょうよ。しっかり計画を立てて、素敵な合宿にするのです」


    　ふみはそう言うと自みずからのノートを取り出してちゃぶ台の上に広げ、何本ものラインを引いていく。どうやら、予定表を作っているみたいだ。


    「うむ。計画は重要だ。伊豆であれば昼の十二時には到着したい……」


    　梨乃も身を乗り出して、ノートを覗のぞき込んでいる。なんとなくウキウキして楽しそうな表情だ。やっぱり行きたかったんだろうな。


    「昼ごはんを食べないと！」


    　いくみがいまから食べるかのようにうれしそうな声を上げる。


    「まずはお昼ごはんと……」


    　ふみが即席の予定表に昼ごはんと書き入れる。


    「お昼を食べたら泳ごう！」


    「いきなりですか？」


    「海に行って泳がないなんてありえないでしょ！」


    「でも泳いだら眠くなっちゃいますよ」


    「じゃあ昼寝しよう」


    「昼寝と……」


    　ふみが昼寝とノートに書き加える。


    　おいおい……いきなり昼寝しちゃうのかよ。


    「ちょっと待って！　あくまでお悩み相談コーナーの合宿だから、お互いを理解して、よりよい回答ができるようにするとともに、たまった相談に答えるのが目的だよ」


    　僕はたまらず口を挟む。


    「でも海だよ。スイカ割りとビーチバレーもしないと」


    　いくみのヤツ遊ぶ気満々だ。


    「そうだ。せっかく海に行ったら、海の生物も採集しておきたいのだが……。それにバナナワニ園が近くにあるので、行ってみたい……」


    　梨り乃のも少し気恥ずかしそうに自分のしたいことを提案する。


    「なんだその園は？」


    　きょとんとするいくみ。


    「いろんなバナナとワニが見られる園に決まっている」


    「却きやつ下かっ！」


    「なぜ却下なのだ！　ワニだけじゃなくワニガメもいるのだぞっ！」


    「でしたら、私は……」


    　仲よくきゃっきゃ言いながら話しあう三人。あっという間まに予定表が埋まっていく。


    



    12：00　到着　昼ごはんを食べる


    13：00　海で泳ぐ（二キロ）


    14：00　お昼寝


    15：00　生物を採集（ウミウシ）　砂で城を築きずく（熊くま本もと城じよう）


    16：00　スイカ割り→間違って城を叩たたいて砂の城崩ほう壊かい（熊本城）


    17：00　バナナワニ園に行った気になる


    18：00　人生相談（眠かった場合お昼寝）


    19：00　夕ごはん（ウミウシ）


    20：00　花火


    21：00　お風ふ呂ろ


    22：00　ビーチバレー


    



    「ちょっと！　ビーチバレーを夜にしないで！」


    「ウミウシを食べるんじゃない！」


    「なんで熊本城が落城しているのですか！」


    　もう仲悪くなった！　すっごい早さで仲間割れしている。


    　理系文系体育会系の趣味が混在して、スケジュール自体もむちゃくちゃだ。


    「バナナワニ園には世界の貴重なワニが二十種類いるのだっ！」


    「私だって砂浜の走り込みを我慢してるしっ！」


    「私も『史記』の列伝を読むのを我慢してます」


    「それは家でやれっ！」


    　ふみが梨乃といくみふたりから同時にツッコまれる。


    「こうなったら、別行動しかないのか」


    　梨乃が元も子もないことを言い始める。


    「とりあえず、予定はいったん保留して、宿を決めないかな」


    　しかたなく僕は予定を立てるのを中止して、宿泊場所の選定を促うながしてみる。


    「そうですね。まずは宿を決めないと、予定もちゃんと決まりません」


    　ふみはそう言うと携帯電話を取り出して、宿の検索を始める。


    　すぐに伊い豆ずの宿泊施設の一覧が携帯の画面に表示される。


    「予算なんですけど、この前のアルバイト代ってことでいいんですよね」


    　検索条件に予算を打ちこもうとするふみの手をいくみが止める。なんとも申しわけなさそうな表情だ……。


    「ふみ……ちょっと使っちゃったから、もう少し安いところに……」


    　やっぱりか……。そんなことだとは思ったけど。


    「いくら残っているのです？」


    　ふみの言葉にいくみが珍しく恥ずかしそうにモジモジしている。上目遣いで申しわけなさそうな表情。


    「あのね…………五千円」


    　半減している……。ずいぶんとお菓子を食べたな……。


    「五千円ですか……ありますかね」


    　ふみが不安げな表情で携帯に条件を入力する。


    　画面に表示される、候補の数が一気に減少する。

  



  
    民宿「中なか山やまの家」　一泊二食付き三千五百円


    



    　家族経営でアットホームな民宿です。伊豆に似合わぬ、洋風の一軒家、そのリビングがお客様のスペースとなります。中山家の皆さんとテレビを見ながら楽しいひとときを。


    



    お食事　中山家の食事を分けてもらうかたちになります。メニューは中山家のお父さんが食べたいものが優先となります。またお母さんはたいへん傷つきやすいので、気を遣って美お味いしいと言ってあげてください。


    



    お風ふ呂ろ　普通のお風呂になります。中山家のお父さんが優先となりますので、お父さんが寝静まってから入ってください。


    



    ごあいさつ


    「伊豆に引っ越して二か月半の中山家でございます。余った部屋で民宿を始めようと思ったのですが、部屋は余らず、こんなかたちになってしまいました。引っ越してきたばかりで伊豆のことはまったくわかりませんので、伊豆の話題は控えてください」

  



  
    「こ、これはいくらなんでも……」


    　ふみは旅行サイトの画面を見ながら茫ぼう然ぜんとしている。


    「うむ、これであれば自分の家のほうが落ち着けるというものだ」


    　梨り乃のもここはイヤみたいだ。


    「もう少し予算があればなー」


    「予算を駄菓子に消費しておいてなにを言う！」


    「ちょっと使っただけだよ……」


    　いくみはもじもじ言いわけしながら、いつもの棒、メンタイ味をひと口食べる。


    「だから食べるんじゃない！」


    「梨乃さん、いくみさん。まだ一件予算内のものがありますよ」


    「おおっ、そこにしよう」


    　三人が顔を寄せ合って携帯の画面を覗のぞき込む。


    「……………」


    　誰もなにも感想を言わない。ただひたすら三人の表情が曇っていく……。

  



  
    温泉旅館「じごく屋」一泊二食付き　千二百八十円


    



    　伊い豆ずで愛され続けて三十年、驚きの安さと壁があることが売りの老舗しにせ旅館です。雨風がしのげます。ちょっとリッチな半間でございます。


    



    お食事　地元コンビニで採とれた新鮮なお食事をお楽しみいただけます。板いた長ちよう自みずからビニールをむいたおにぎりがなんと二個も！　レンジの「チン」という音も食欲を刺激します。


    お風ふ呂ろ　決して入浴剤を入れてなどいない天然の温泉です（ユニットバスになります）。お風呂から眺めるトイレの眺ちよう望ぼうは抜群！　決して入浴剤を入れていない温泉で身も心もぽかぽか。入浴剤は使っておりません！


    



    女将おかみからのごあいさつ


    「げっげげげ……じごく屋のおかっ女将、地じ獄ごく谷だによしえでございます。……い、伊豆の自然を……げっげげげ……。お部屋も少々臭においがきついですが、寝るぶんには十分なスペースがありますし、一部の部屋には壁もあります。従業員一同……たいへん口が堅いので……犯罪者の潜せん伏ぷく場所としても好評をいただいております。げっげげげ。フィリピンに高飛びできない方は是非じごく屋で、かりそめの自由を満喫してください」

  



  
    「……こ、これは……なんといいますか……」


    　ふみも言葉をなくしている。さすがにこれは僕も行きたくない。っていうか金を払っていく意味を見いだせない。


    「やっぱり予算が足りないな」


    「だから、使わなければもう少し上のランクの宿がとれたはずだ。うまい棒などで浪費するのではない」


    「うまい棒を悪く言うなよ！　手ごろな棒で殴るぞ」


    「私はいくみを悪く言っているのだ！」


    「ならいいけど……違う！　よくない！　やはり手ごろな棒で殴る」


    「自分の小脳周辺を殴っていろ、学習能力が高まるかもしれん」


    　睨にらみ合う梨り乃のといくみ。またしても一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きだ。いくみはすでに前ぜん傾けい姿勢になって身構えている。


    「まあまあ。ふたりとも喧けん嘩かをしていても宿は見つかりませんよ。仲良く考えましょう」


    　ふみがふたりの間に入って、なだめる。ふみのほんわかした空気のおかげで、なんとか落ち着くふたり。


    「該がい当とうする宿はない。考えてもしかたない」


    「理系の頭でっかちな梨乃にはそうかもね」


    「むっ！　では体育会系の頭からっぽのいくみならどうするのだ？」


    「なにをっ！」


    　梨乃につかみかかろうとするいくみの身体からだを、ふみが抱きとめる。キーキー騒ぐ小猿とそのお母さんみたいだ。


    「またっ！　梨乃さん、いくみさん、仲良くしてくださいっ！　……それでいくみさんどうするのですか？」


    「ふぅ。……行動力だよ。当たってくだけろの精神で交渉するっ！」


    　いくみはそう言うとふみに抱きとめられながら、梨乃に向かってニヤリと笑う。


    「まあ、好きな旅館を選びなよ。人生ってのは教科書どーりにはいかないってことを見せてやる」


    　いくみに促うながされて、値段無視でよさそうな旅館や貸し別荘を検索する。……当然選びたい放題だ。天然露ろ天てん風ぶ呂ろ貸し切りの高級旅館を選んでみる。


    「これでいいのね。オッケー。旅館の人に交渉してみる」


    　そう言うといくみは躊ちゆう躇ちよなく旅館の電話番号をタッチする。


    「設定料金は我々の予算の五倍……。蘇そ秦しん、張ちよう儀ぎのごとき弁べん舌ぜつの力が必要だと思うんですが」


    「大丈夫。いろんなところで値切ってきたからね。得意なんだ。コツがあるんだよ」


    　ふみは不安げな顔でいくみを見つめるが、本人は平然としている。


    「あっもしもし、料金を負けてほしいものですが！」


    　単たん刀とう直ちよく入にゆう！　その勇気はすごいが……。これがコツなのか？


    「はい。はい。わかります。そこをなんとか三千円に……」


    　三千円。僕たちの予算よりさらに低い。


    「これは、たしかハーバード流交渉術です。あえて厳しい条件を言って、そのあと譲じよう歩ほしてみせる技ですよ」


    　いくみがそんな技術を知っているとは思えない。普段の生活のなかで自然に学んでいたのだろうか……。きっとサバイバルな毎日なのだろう。


    「そこをなんとか……三千五百円……四千円は？　……わかりました、四千五百円！」


    　交渉額が徐々に目標の金額へと近づいていく。僕たちの限界は五千円。なんとかできるのか？


    「おねがい！　私たちは合宿がしたいんです！　この思いをわかって！　梨り乃のも興味ないフリしてすっごく楽しみにしてるんだから！」


    「旅館の人になにを言っているのだ！」


    　梨乃が顔を真っ赤かにして抗議しているが、いくみは聞いていない。電話をしながら、土ど下げ座ざしている。


    「はい。はい……わかりました！　ありがとうございます！」


    　土下座をしながら電話を切るいくみ。


    「どうでしたか」


    　ふみの言葉ににっこりと微笑ほほえむいくみ。


    「いやぁ、なんか言っちゃダメっぽい英語でキレられたよ」


    　またかよ！　なんで旅館の人にまで英語でキレられるんだ！　前に英語の先生にそんな感じで怒られてたけど……。


    「ダメでしたか……」


    　がっくりと肩を落とすふみ。


    　せっかく家の了解をとったのに、こんなことであきらめさせるのは気の毒だ。なんとかしてあげたいけど……。


    「どうしたの？　みんなしょげちゃってるじゃない」


    　勢いよく扉とびらを開けて部室に入ってきたのは彩あや香かだった。


    　なんだかうなじがしっとり汗ばんでいる……。外で立ち聞きしてたのか？


    「ちょっと合宿のことで……」


    　僕はこれまでの経けい緯いを簡単に話して聞かせる。


    「あらあら……。でも、勇ゆう樹き頑張ったじゃない。三人を説得できてるじゃん。えらい、えらい」


    「いや、説得とかそんな大層なことしてないんだけど」


    　なんだかみんなの前で彩あや香かに褒ほめられるのが妙に照れくさい……。


    「ねえ、部長さん。どうにかなんないかな。このままじゃ私がうまい棒食べたせいで合宿中止みたいな感じになっちゃうよ」


    「ほぼ事実ではないか！」


    　梨り乃ののツッコミにもめげず、いくみが甘えた目で彩香にすがりつく。


    「ふーん。勇ゆう樹きも頑張ったし、ここはお姉さんも頑張っちゃおうかな」


    　なんだか妙にお姉さんぶった口く調ちようでそう言うと、彩香はどこへやら電話を始める。


    「もしもし、合宿の件なんだけど……。そうそう。やっぱりお願いできない？　大丈夫？　わぁ、助かる。ありがとう」


    　電話を切ると、彩香は指でＯＫのサインをつくってみせる。


    　もう解決したの？


    「覚えてるかな、前に相談を送ってくれたＤＡＩＣＨＩダイチ君、彼が合宿のために押さえてたペンションがあるのよね。伊い豆ずに。それを譲ゆずってもらった」


    　たしかバンドをやっていて、ボーカルの脱退をきっかけに解散したという相談だった。合宿をするつもりだったのか。


    「ねえ、お金は……お金は大丈夫なの」


    　いくみが怯おびえるような目で彩香のセーラー服の袖そでを引っぱる。


    「大丈夫。キャンセル料金よりちょっとましな金額で交渉したら、了解してくれた。日にちは選べないけどね」


    「やったっ！　よし！　みんな合宿だぞっ！　みんな、遊ぶぞっ」


    　いくみがそう言うと高々と拳こぶしを掲かかげる。さっきまで申しわけなさそうにしてたくせに、もうリーダー気取りだ。


    「遊びもいいんだけど、相談もちゃんとやってね」


    　いちおう釘くぎを刺してみるが、ちっともいくみの耳には届いていない様子だ。


    「よし、スイカを買いにいかないと。割りごたえのあるスイカはどこに売ってるかな」


    「いくみさん。ちょっとはしゃぎすぎですよ」


    　ふみがたしなめてもいくみは止まらない。


    「スイカを割るのにぴったりの棒もいるし、あと浮き輪がいるでしょ。梨乃がおねしょしてもいいようにタオルもいっぱい持っていかないとね」


    「おねしょなどしない！」


    　元校務員室をそのまま借り受けている第二新聞部の部室はその後も笑いが絶えなかった。


    　この日は下校時間のぎりぎりまで、合宿の予定をああでもないこうでもないと話しあったのだった。

  



  
    【回　答】


    



    　お返事する必要もない内容だとは思いますが、僕たちも合宿することになりました。第一新聞部ほどの豪華さはないと思いますが、楽しもうと思います。


    　それにやはり旅行の楽しさはどこに行くかではなく、誰と行くかです。その点では絶対に第一新聞部には負けないと思います。こちらの合宿の計画もかなり具体的になり、あとは出発を待つだけとなりました。おそらく現地でお会いすることはないでしょうが、お互いに実りのある合宿にしましょう。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    手ごろな棒で殴るぞ。

  



  
    【おまけの相談】


    



    　惚ほれっぽくて困っています。隣の席のあの娘こも、通学バスで一緒になるあの娘も好きなんです。このままでは不誠実な男と思われてしまいます。でも決めきれません。アドバイスをお願いします。


    
      （山やま口ぐちマサ夫お）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    子孫を多く残そうとするのは、雄おすとしては当然の行動。しかしそんな雄を相手にしないのも雌めすとして当然の行動。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    古くからの言い伝えによると、両腕を引っぱってもらって、先に離してくれた女子こそ彼女にふさわしい人です。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    夢はたくさんあったほうが頑張れる！むしろバスの運転手さんも好きになっちゃえ。

  



  
     【相　談　５「約束を守れなかった」】　三年　小こ山やま あかり


    



    　友達との約束をすっぽかしてしまいました。映画を見にいく約束をしていたのですが、すっかり忘れて家で寝ていて、友達から電話で起こされたときにはすでに夕方。映画の時間は過ぎていました。


    　もともと忘れっぽい性格で、小学生のころから笛を忘れたり、教科書を忘れたり、学校に行くことそのものを忘れたりと、うっかりしどおしで、あんまりひどいので友達からあだ名をつけられてからかわれる毎日でした（どんなあだ名だったか忘れてしまいました）。


    



    　このままでは自分そのものを忘れてしまいそうです。なにかこの忘れっぽさを直す方法はないでしょうか？　

  



  
    Answer's
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    梨乃：忘れたくても忘れられないようにする。
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    ふみ：〝しかみ像〟を描かき、いつも眺めるようにしましょう。


    


    


    [image: ]


    いくみ：忘れたことも忘れちゃえ。

  



  
    「へえ、思ったより、いいところじゃないの」


    　彩あや香かが言うとおりＤＡＩＣＨＩダイチから譲ゆずられたペンションは当たりだった。


    　豪華ではないが、清潔な洋風の一軒家を一棟まるまる貸し切り。もちろん壁もあるし、お風ふ呂ろも、キッチンもちゃんとある。リビングは広くはないものの、みんなで話し合うにはちょうどいい気もする。


    「あのバンドマン、こんなところで作曲するつもりだったのだな。デスメタルなのに」


    　梨り乃のは窓から広がる景け色しきに目を細める。


    　大きな窓の向こうに広がる一面の青い海。視界すべてを海が占有している。心が洗われる光景とはこのことだ。


    　デスメタルバンドには悪影響だろうけど……。


    「ここを〝うずうず〟のスペースにしていいかな」


    　梨乃はそう言うと、リビングの隅すみに鳥かごを置く。梨乃はペットのうずら同伴でやってきたのだ。実験動物として飼われていたのを引き取ったらしいけど。うずら……初めて生なまで見たけど非常に地味な鳥だ。


    「部屋も人数分ありますよ。よかったです。みんなで部屋決めじゃんけんしましょう！」


    　二階からふみのちょっとはしゃいだ声が聞こえる。


    「うおおっ、お風呂が露ろ天てん風呂だよっ！　なんか立派な像もあるし！　みんな見にきなよっ！」


    　いくみはお風ふ呂ろをチェックしにいったみたいだ。露ろ天てん風ぶ呂ろか……。確認してみるか。


    「おおっ、海が見えて気持ちがいいよ！　なんかかっこいいオブジェもあるし。……それに温度もちょうどいいし。ふいぃ。こりゃいい。ふうぅ」


    　もう入ってるのかよ！　見にきなよって！　見にいくところだったじゃないか！


    「じゃあ、お悩み相談コーナーの仕切りは任せたから、よろしく」


    「え、彩あや香かは？」


    「私は夏休み特集号の別の記事を書く。遊びに来たわけじゃないんだから。勇ゆう樹きもまずは仕事をきっちり。遊びはそれから」


    　彩香はそう言うとリビングをあとにして二階へと消えていく。


    「じゃあ、合宿一発目の相談するから、ひと休みしたら集合ね！」


    　ここでペースを握らないと、このまま遊ばれてしまう気がする。


    　僕は改めて三人に集合を呼びかける。しかし誰からも返事がない。漠ばく然ぜんとした不安を抱えつつ、リビングで集まるのを待つ。


    



    　ゆうに三十分は待たされたのち、三人がリビングに集まる。相談は、本来の目的を忘れようとしている三人に対してのメッセージを込めて選んだものだ。


    　僕もたまには大切な用事を忘れてしまうこともあるけど、相談者の状況はなかなかひどい……。どうにかいい方法があればいいけど、強いていえばこれは梨り乃のの得意分野だろうか。


    「人間には長く覚えている長期記憶とすぐに忘れてしまう短期記憶があると言われている。おそらく短期記憶が長期記憶に転送させることを失敗しているのだろう」


    　今回の梨乃の話には説得力を感じる。やはりこんなときは理系の知識が頼りになるのかもしれない。


    「それで、どうすれば短期記憶を長期記憶に移すことができるのかな」


    「精せい微び化かリハーサルと呼ばれる方法がある。誰でも勉強でやっていることだ。ごろ合わせや関連づけなど」


    「うーん。それができないから悩んでるんじゃないの？」


    　忘れっぽさでは誰にも負けないであろういくみが口を挟む。


    「ならば人間の本能を呼び覚まして、脳の深いところへと情報を送り込むしかないな」


    「なるほど……具体的にはどうすれば」


    「命の危険とワンセットで記憶させればいいのだ」


    　なんか危ない話になり始めた。


    「映画の約束をするときに『○○時に駅前に来い！　必ずだ！』と言いながらナイフを首元に突き立てる。これでイヤでも忘れられまい。おそらく夢でもそのシーンが繰り返し再生されて、何度も目を覚ますことになるだろう」


    　ダメだった。よくこんな話を自信満々にしたものだ。


    「トラウマとして覚え込ませるのは……。相談者が身体からだを壊したら意味ないから」


    「別にナイフでなくても可だ。とにかく命の危険とセットにすれば、記憶が大だい脳のう皮ひ質しつに叩たたきこまれるはずだ」


    「本当にダメだから。映画の約束だけでそんなダメージ負ってたら、精神が崩ほう壊かいしちゃうから」


    　このままでは危ない話になってしまいそうだ。僕は梨り乃のの話を打ちきってふみの話に移る。


    「かの徳とく川がわ家いえ康やすは三み方かたヶが原はらの合かつ戦せんで武たけ田だ信しん玄げんにさんざんに破られ、その屈くつ辱じよくを忘れぬため、そのときの恐怖にひきつった顔を絵師に描かかせたといいます。有名な〝しかみ像〟です」


    　ふみは有名だというが、ぜんぜん知らない。


    「でも、その相談者に当てはめると、すごい数の絵ができてしまうぞ」


    「そこは現代なのですから、携帯で自分撮りして、待ち受けにしては」


    「うーむ、関連づけという意味では理にかなっているのだが……。自分撮りの画像を待ち受けにしていてはただのナルシストだと思われないか」


    　梨乃はふみのアイディアに小首をかしげる。


    「いい顔で撮るんじゃないです。しかみ像です。顔をしかめて痛つう恨こんの表情を撮影するのです」


    「どれどれ、ふみ、こっち向いてー」


    　いくみが早くも携帯を構えてふみに向かってかざしている。


    「いくみさん、なんです突然っ」


    「そのなんとか像をこっちで撮ってプレゼントしてやれば、話が早いだろ」


    「そうじゃなくて、相談者本人の……」


    　ふみの戸惑いに構うことなく、電子的なシャッター音が鳴り響く。


    「あれれ、かわいいぞ」


    　いくみは撮影したての画像を眺めながら、不満げに言う。


    　携帯のディスプレイにはちょっとびっくりしたようなふみの顔がアップで表示されている。


    「ふむ、これを見てもなにも思い出すことはないだろうな」


    「こんなぽわーんとした顔じゃむしろ忘れてしまうだろう」


    　梨乃といくみがディスプレイを覗のぞき込みながら不満げに言う。


    「だから、私の顔じゃないんですって」


    「いいから、もっと忘れちゃダメだって顔して！」


    　いくみは強引に携帯をふみに向けると何度も撮影を繰り返す。


    　ふみもその勢いに任せて、怒ったような顔をしてみせるのだが、ぜんぜんかわいい。怒り慣れてないのかちっとも迫力を感じない。


    「せっかくだし、外でしかみ像を撮ろうよ」


    　いくみはさっきから窓の外ばかりを見ている。海に行きたくてしかたないのだ。


    「ですから、しかみ像は自分の表情でやるもので、他人の顔ではありませんよ」


    「細かいことはいいから。相談者も自分で撮る手間が省けてうれしいって」


    　いくみはふみの手を引っぱって外に連れ出そうとする。


    「ちょっと、いくみの意見は？」


    　僕はいくみを呼びとめる。そもそもまだいくみの話をなんにも聞いていないのだ。


    「別にいいよ。海に行こうよ」


    　いくみはもういまにも海に駆かけ出しそうだ。


    「別にってことないだろ。なにしに来たのかわかってる？」


    「海で話すから。私は海で話すほうが話しやすいタイプだから！」


    　もう露骨なウソをつき始めた。


    「赤あか松まつさん。どうしますか？」


    「しかたない。せっかく海も近くにあるんだしね……カメラ貸すよ」


    　このままいくみを部屋の中につなぎ止めておくことは不可能だろう。まあ、相談者のためになるかもしれないし……。


    



    「いいよ。もっとしかんで！　そうしかんでるね。いいよぉ！」


    　砂浜に点々と続く足跡は波打ち際へと延びて、その先は波に洗われ消えている。


    　太陽を反射してきらきらと光る波は、裸足はだしになったふみのくるぶしを優しく包みこむ。


    「もっと、そう、しかんでるよぉ」


    　いくみは写真家風味のセリフを言いながらシャッターを切り続けている。


    　波と戯たわむれる女の子。絵になる光景であるはずなのだが、モデルとなっているふみの表情はしかめっ面つらだった。


    　海辺で痛つう恨こんの表情の女の子。ものすごい違和感だ。


    「あの、せっかくだから別の表情も撮ってみたら」


    　思わず口を挟んでしまう。なんだかもったいなさすぎる。


    「素人しろうとはだまってて！」


    　いくみに怒られてしまった。なぜか、すっかりカメラマン気取りだ……。


    「本当に撮影してるのか……」


    　遅れて合流した梨り乃のが、あきれ顔で言う。


    　しかしそんな声は気にもかけずに、いくみはシャッターを切り続ける。


    「よし次はこの流れ着いたワカメにしかんで！」


    　いくみは次々としかむ対象を指定する。ふみは素直に指示されたものに対してしかめっ面をしていく。ワカメ、流木、波、梨乃、ワカメ、梨乃、ワカメ……。


    「なぜ私とワカメを交互に睨にらむのだ！」


    「睨にらんでるんじゃないよ。しかめっ面つらだよ」


    「どっちにしろ不愉快だ！」


    「うーん。違うなあ。なにか違うんだよな。しかみ切れてないんだよね」


    　違うとしたら、コンセプト自体がはじめから違うと思うが……。ふみにこれだけしかめっ面をさせておいて、いくみはなおも不満げだ。


    「すみません。普段はこんな表情しないもので……」


    　なんだか申しわけなさそうなふみ。


    「そうだ、水着だ。海なのに水着じゃないなんておかしいよ！」


    　いくみは思いついたとばかりに大きく手を打つ。


    「水着になるんですか……。それはちょっと……。恥ずかしいです」


    「海で水着のなにが恥ずかしいのさ！」


    「そうなのですが、写真撮影となると……」


    「大丈夫、梨り乃のも水着になるし！」


    「なんだ？　どういう理論なのだ！」


    「よし、一度全員水着になって、それから改めてしかみ像を撮影しよう。これなら問題ないっ！　それから念のために浮き輪に空気を入れて、ビーチパラソルを立てよう！」


    　ただ遊びたいだけじゃないか！


    　そうツッコみたいところではあったが、直前で言葉を飲み込む。夏の太陽と海。これは遊ばないともったいない。僕もそんな気持ちになっていたのだ。


    



    「いいよ。しかめているよ！　これまでよりだんぜんしかめてるよ！」


    　水着になったふみ。けっこう大胆なビキニ姿。水着にあしらわれたフリルがかわいらしい。


    　しかしどうしても水着よりもその胸に目がいってしまう。


    　水着の中になんとか収まったたわわな胸。ポーズをとるたびに張りのあるふくらみが、ぷるんと揺ゆれる。


    　いくみもその水着姿に刺激を受けたのか、シャッターを切るペースが速くなる。


    「よしっ！　ちょっと胸をしかめてみようか！」


    「ど、どういうことですかっ！」


    　いくみの謎なぞの指示。ふみも意味がわからないみたいだ。


    「二の腕で、胸をぐっとしかめるんだよ」


    　寄せて上げろということか……。いくみ！　同級生になんて指示を出すんだ！　…………ありがとう！　もっとやれ！　限界を超えるんだ！


    「そ、それはさすがに……」


    　ふみが顔を真っ赤かにしているが、いくみはお構いなしだ。


    「もっと前かがみになって、胸をしかめてっ！」


    「は、恥ずかしいです」


    　ふみがいくみの強引さに負けて、少し前かがみになって胸を強調する。


    　すばらしい胸の谷間。なにも挟まないのが失礼に当たる気すらする。


    　これは刺激的すぎる。忘れ物を防ぐどころか、逆に忘れてしまいそうな、すばらしい眺め。


    「相談者のためだ。頑張ってっ！」


    　いくみがさらに近寄ってシャッターを切る。


    　恥ずかしさで白い肌はだにほんのり赤みが差して……。カメラマンを代わってもらいたい！


    「しかんでる。顔より胸のほうがしかんでるよ！　もう生まれた瞬間とか思い出しそうなしかみっぷりだよっ！」


    　さらにカメラが胸に接近する。もう胸しかフレームに入っていない。


    「まだやっていたのか。いい加減にしたらどうだ」


    　梨り乃のがふたりの様子を見て、あきれたような表情を浮かべる。しかみ像の撮影には参加せず、ひとりで出かけていたのだが……。


    　梨乃もまた水着姿だ。ふみと違ってワンピース姿。


    　しかしこれはこれで……。普段は女性的な面を見せない梨乃なだけに……。すらりと伸びる脚のライン……。少し海に入ったのか。水着が水を含んでいて、それによってお尻しりのラインもかなりはっきりと。
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    「そんなに興味深い？　もっと見るか？」


    　梨り乃のが僕の視線に気づいて言う。


    「えっ、いいの？」


    「もちろん。興味を持ってもらえて……むしろうれしい。……なかなか興味持ってくれる人がいないし」


    「そんなことない。興味あるに決まってるよ。梨乃さえよければじっくり見たいし、よければ触ってみたくも……」


    「触るのは……。毒はないと思うけど。まずは見てもらって」


    　梨乃はそう言うと、僕の前に小さなアクリルの水すい槽そうを突き出す。


    　水槽の中には、小魚とイソギンチャク、ウミウシ、そして変わった形状の貝などが入っている……。散歩してくると言って、ひとりでどこかに出かけてしまっていたのだが、どうやら磯いその生物を観察していたようだ。


    「まさか生物に興味があったなんて。早く言ってくれればよかったのに」


    　梨乃が残念そうな表情で言う。そ、そうか。僕がこの海の微妙な生き物たちに興味を持っていると思ったのか……。


    「す、すばらしいね。イソギンチャクもイソギンッって感じだね……。ほかになにか珍しい生き物とかいた？」


    「珍しいのはとくに……。そうだホッキ貝のような貝が採とれた。伊い豆ずの海にはいないはずなのだが……」


    　梨乃の生物採集用のビクには大きな二枚貝が入っている。焼いたら美お味いしいだろうか……。


    「梨乃、ナイス！　いいネーミングの貝を拾ってきたっ！　ふみ、胸に挟むんだ！」


    　こらこら！　やりすぎだ！　ホッキ貝はそういう貝じゃない！


    「梨乃、もっとエロい生物はないの？　くびれ貝は？」


    「そんな貝はいない！」


    「下品な生き物はないのか？　もっとぬるぬるの、粘ねん液えきにまみれた生き物をよこせっ！」


    「下品な生き物は貴き様さまだ」


    「そうです。いくみさんやりすぎですっ！」


    　強制終了……。


    　梨乃とふみに両りよう脇わきをつかまれたいくみは、砂浜を引きずられ、ペンションへと戻っていく。


    「そういえば、いくみの意見は？」


    　僕はいくみの話をなんにも聞いてないことを思い出した。


    「えっ？　……忘れた！」


    　いくみは相談者ほど悩まないぶん余計に性た質ちが悪い。僕はそう思ったのだった。

  



  
    【回　答】


    



    　記憶には短期記憶と長期記憶があり、短期記憶を長期記憶にするためには関連づけを行おこなうのが有効だそうです。


    　そこで我々お悩み相談コーナーの一同で、記憶を関連づける「しかみ像」を作成しました。徳とく川がわ家いえ康やすのしかみ像から発想したもので、これを携帯電話などの待ち受け画面に使用すれば、忘れ物を減らすことができるような気がしないでもありません。ぜひ使用してみてください


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    もう生まれた瞬間とか思い出しそうなしかみっぷりだよっ！

  



  
    【おまけの相談】


    



    　高いところが怖くてしかたがありません。高こう架か上じようの電車のホームや観覧車などでは目まいがしてしまいます。どうすればいいでしょうか？


    
      （ガチャ）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    生物は同じ刺激が繰り返されると、反応が次第に弱くなり、やがてなくなる。毎日頻ひん繁ぱんに高いところに上り続ければ、次第に過か剰じような反応はなくなり、やがて落下するだろう。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    高いところは怖くていいのだと思います。昔から煙と、とある人は高いところが好きだといいますし。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    高いところすっごい楽しいのに？なんで？

  



  
     【相　談　６「フラグでしょうか？」】　二年　franフラン


    



    　高校一年生のとき。入学して日の浅いころ。雨が降ってきました。僕はカバンに入っていた折りたたみ傘がさをさして学校に向かいました。そのとき、あまり話したことのないクラスの女子がいきなり僕の傘に入ってきました。僕はどうすることもできず「クラス一緒の人だよね、学校までのあいだ助けてくれない？」と言った女子とそのまま学校に行きました。僕は突然の展開に頭が真っ白になってしまいました。


    　その後、教室で会った女子は、まるでそんなことがなかったようにほかの女子とお喋しやべりをしていました。そのままなにも起こらないまま、僕は高校二年生になりその女子とは別々のクラスになりました。


    　いまとなってはその行為が、なんでもないものでただの自意識過剰だったのか、それとも俗に言う「フラグ」だったのかわかりません。

  



  
    Answer's
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    梨乃：ありとあらゆるケースを検討すべき。
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    ふみ：絶対にフラグです！　結婚まっしぐらです。


    


    


    [image: ]


    いくみ：嗅きゆう覚かくが足りない。

  



  
    　しかみ像を撮影し終えた僕たちは気をとりなおして、人生相談を再開する。


    　たくさんの相談が残っている。一気に答えて、遊びはそれからにしてもらわないと……。


    　って、みんなまだ水着から着替えていない。すぐに海に戻る気満々だ……。


    　次の質問はフラグについて。フラグとはたしか元はゲーム用語で、要するに相談者が、この女の子と恋愛関係に発展する可能性があったかどうかってことだ。


    　僕的には傘かさに一緒に入るってことは多少なりとも好意があったんじゃないかと思うけど……。もちろん好きのレベルはいろいろあるんだろうけど。っていうかこれで好意がないとしたら、いったいどう判断していいのかわからなくなってしまう。


    「いいですねえ。読んでるだけでもドキドキしちゃいました」


    　最初に発言したのはふみだった。胸に手を当てて、うっとりしている。こういうシチュエーションが好きなんだろうか……。


    「じゃあ、ふみだったらこれは好意の表われってことでいいのかな？」


    「もちろんです。きっとその女の子もドキドキしてたと思いますよ。相合い傘、かわいくってあこがれる設定です。ぜったいに好意の表われですよ」


    「そうかな？　私だったら濡ぬれたくないから気軽に頼んじゃうかも」


    　いくみはどうやらフラグは立っていない派のようだ。


    「気まずくないですか？」


    「傘かさに入れてもらうだけでしょ。そんなことで気まずくなってたら、知らない男子からグレコローマン式レスリングの勝負を挑いどまれたらどうするのさ」


    「何者ですかその人は」


    　ふみが戸惑いの表情を浮かべる。突然知らない人からレスリングの勝負を挑まれたら、間違いなくその相手は変態だろう。


    「梨り乃のはどう思う」


    　恋愛の話がとびきり苦手な梨乃に話を振ってみる。個人的にも気になる。


    「私がどう思うかよりも、どのような仮説が立てられるかが重要だと思う」


    「どういうことかな」


    　相合い傘について語ってもらえるものとばかり思っていたので、ちょっと面食らってしまう。


    「傘に入れてほしいと思うときにどのようなケースがあるのか、ありとあらゆるケースを想定したうえで、もっとも可能性が高いものを選ぶしかなかろう」


    「どんなケースが考えられるかな？」


    「水に濡ぬれてはいけないもの。たとえば精密機器なんかを持っていた」


    「……夢のない仮説です」


    　相合い傘に少なからず甘い想おもいを抱いだいていたふみが露骨にがっかりしている。


    「夢があるかどうかではない。かなりありうるケースだと思うが」


    「水に濡れると溶けちゃう制服を着ていたってケースは？」


    　いくみがさっそく不必要な仮説を追加する。


    「そんな制服で登校する必然性は？」


    　梨乃は自分の考えをからかわれたと思ったのか、ちょっとムッとしている。


    「では、むしろ雨に濡れたから女の子になったってことにしませんか？」


    　なにかが「１／２」な仮説！　ふみの想像は飛びすぎだ。


    　その後も、ふみといくみによって、女の子が傘に入れてもらいたかった理由が次々と、列挙されていく。


    



    ・折りたたみ傘を見たことがない部族の女の子だったから。


    ・女の子は傘をさしてる人からも盗とっちゃう積極的な傘泥棒だった。


    ・傘にそういう幻げん覚かくを見せる機能がついている。


    ・傘がシイタケだから食欲が出て。


    ・シイタケにはそういう幻げん覚かくを見せる機能がついている。


    ・シイタケを見ると女の子になっちゃう体質の人だから。


    ・気のきいた傘地蔵のアレンジメント恩返し。


    ・女の子に見える地蔵と一緒に傘に入ってただけだった。


    



    　ふみは自みずから書きとめた仮説をしげしげと見つめる。


    「うーん……こうやって挙げてみると、やっぱり好きだからじゃないですかね？」


    　これだけ列挙して変更なしかよ！


    「とにかく次にいくみの意見を聞いてみようかな」


    　僕はこれ以上の仮説を立てるのは無む益えきと判断して、次の意見を聞くことにする。


    「やっぱりさ、あとでいろいろ考えるからややこしいことになるんだよ」


    　それはそうできれば一番いいけど、そう簡単にわからないから苦労しているんだと思うが……。しかしいくみは自信満々で自分の意見を続ける。


    「けっきょく、勘を研とぎ澄ませれば、相手が敵か味方か、好きなのか嫌いなのか、自然に感じられるようになると思うんだよ。やっぱりなにごともトレーニングだよ」


    　力強く主張するいくみ。その両手には大きなスイカが抱えられている。


    「そんなことより、なぜスイカを抱えているのだ？」


    　梨り乃のの問いにいいことを聞いてくれたとばかりにうなずく。


    「実は勘を研ぎ澄ませるのに最高のトレーニングがあるんだ」


    　すべてを聞かなくともいくみの主張は理解できた。……今度はスイカ割りがしたいのか。


    「さあ、勘を研ぎ澄ましにいこうぜ！」


    　いくみはそう言うと、海へと駆かけ出していく。


    



    　僕たちもいくみのあとを追って砂浜に戻る。


    　いくみはタオルで目隠しをして、手には手ごろな木の棒を握っている。その数メートル先にはスイカ。準備万ばん端たんである。……その状態で待機することはどうかと思うけど。


    　どうしても自分のスイカ割りを披露したいらしい。もうほとんど強制に近いノリでスイカ割りのスタートになる。


    「本当に、思わせぶりな指示だけでいいのですか？」


    　ふみの声に、自信満々でうなずくいくみ。


    「普通の指示ではスイカにたどりつけて当然」


    　スイカ割りといえば、目隠しをした人を声で誘導するのが習わしだが、いくみはそれを思わせぶりな言葉だけで行おこなうと言うのだ。五感を研ぎ澄ませて人の心の中を読む訓練らしいが……。


    「じゃあ回しましょうか」


    　ふみがいくみの身体からだに手を回して、ぐるぐると回転させる。五回転ほど回し、スイカと反対に向けるが、いくみはその場から動かない。


    「まだだ。ぜんぜん足りない。もっと回すがよい」


    　いくみはなにかの師し匠しようを思わせる重々しい口く調ちようで言う。


    「けっこう回しましたよ」


    「なまぬるい！　私には簡単すぎるっ！　赤あか松まつも回すがよい」


    　えっ、僕？　水着の女の子に触るのはドキドキするが、本人の指示とあってはしかたない。


    　僕は細くひきしまったウエストに手を添える。手のひらに伝わる滑なめらかな感触といくみの体温……。よからぬことを考えてしまいそうになるが、これはスイカ割りだ。回さないと。


    　十回転二十回転、三十回転……。本当に大丈夫か？


    「いくみさん、どこかしらにスイカが……」


    　ふみが最初の指示を与えた瞬間だった。くるっと反転し的確にスイカの方向を向くとまっすぐに走り出す。目隠しされているとは思えない、しっかりとした足取り。


    　迷うことなくスイカの前に立つと、手に持った棒を振り下ろす。


    　棒はスイカの数センチ上でピタリと停止する。寸止めだ。


    　目隠しを外してどうだと言わんばかりの笑みを浮かべる。


    「すごいですっ！　スイカ割り剣豪です！　どうやっているんですか」


    　ふみはその神かみ業わざを見せられて、素直に驚いている。目を輝かがやかせていくみのもとへと駆けよる。


    「スイカを感じるのぞよ！」


    　なぜか語尾を「ぞよ」にして誇らしげないくみ。


    「感じるのですか……」


    「そう。感じるのじゃ。もちろんふみの胸のふたつのスイカも感じておるっ！」


    「下品な剣豪です……」


    　ふみの目から輝きが消えた！


    　下品な発言はさておき、このスイカ割り能力はすごい。


    　なんの役にも立たないけど……。


    「地ち磁じ気きが読みとれるのか……カブトムシのようにスイカに引き寄せられているのかも」


    　梨り乃のはいくみを珍しい動物を見るかのように観察している。目隠しが怪しいと踏んだのか、何度もタオルを確認している。


    「ふふふ。疑っておるの。じゃあ、梨乃やってみるがよい」


    「私がやるの……」


    「私を観察してもしかたない。実じつ践せんあるのみぞよ！　勘を研とぎ澄ますぞよ！」


    「やらずとも、私にはそんな変態的能力は……」


    　いくみは梨乃の話など聞いていない。強引にタオルを巻いて目隠ししてしまう。


    「さあ、赤松回すぞよ！」


    「梨乃さん頑張ってください」


    　回していいのか？


    「じゃあ、回すね……」


    　僕は梨乃の腰に手を触れると、いくみよりもそっと丁てい寧ねいに梨乃の身体からだを回す。一回、二回……もうふらふらしている。大丈夫か？　二回転だぞ。自転車といい、梨り乃のの三さん半はん規き管かんはどうなっているんだ……。


    「おおっ、ふらふらぞよ！　これはポロリもあるぞよ！」


    　いくみがなぜか大興奮だ。キャッキャ言っている。梨乃のスタイルと水着では、ポロリはないと思うけど、たしかにこのバランス感覚ではなにが起こるかわからない。


    「さあ、梨乃さん。十回、回りましたよ。スタートですっ」


    「うむ。わ、わかって、わかれろる。わかりろ……」


    　なんだかロレツすら回っていない。ふらふらになりながら、スイカの反対に進み始める。


    「梨乃、後ろだ！　後ろ！」


    　いくみの声に従って、反転しようとするが、角度が足りていない。右へと進んでいく。


    「梨乃さん、もっと左です！　左！」


    　梨乃は方向転換するたびにスイカから遠ざかっていく。これはこれですごい才能だ。


    「梨乃！　どこへ行くんだ！　もしかして帰るのか？　後ろ、後ろ。後ろだって！　まじで？　後ろだってば！」


    　どんどん遠ざかっていく。ずっと本当の方向を指示しているのに。


    「梨乃さんそっちは海ですよ。海中にスイカはありません」


    　しかし、梨乃は大きくカーブを描えがきながら海の方向へと進んでいってしまう。


    「合ってる方向に進ませようとするから間違うんだ。梨乃、上だ、上！　上に進め！」


    　どうやるんだよ。しかし梨乃は、指示とは無関係にふらふら歩き回る。


    「梨乃さん。こうなったら、せめて歩行姿勢を美しく。もっと優雅に歩いてみましょう。しゃなりしゃなりと！」


    「しゃなりしゃなり、上に！」


    　もうなにを指示しているのかさっぱりわからない。梨乃はひたすらスイカから遠ざかっていく。


    「しかたありません。物理的にスイカに近づくのはあきらめて、気持ちだけでも、スイカに近づきましょう！　せめてスイカのことを想おもってあげてください！　気持ちです」


    「そう。気持ちだ！　過去にとらわれるな、明日あしたに向かってダッシュだ！　明日！　明日！」


    　どんどん遠ざかる梨乃の姿。もう無理だ。絶対にスイカに到達しない。


    「ふむう。……しかたない」


    　いくみはそう言うと、スイカを抱え上げて、僕に手渡す。


    「えっ、なに？」


    「スイカを持って梨乃の前に置いてきて」


    　スイカが移動するのかよ……。もうなんのゲームかさっぱりわからない。


    　とはいえ、このままでは永遠にスイカに到着しないのは確実。早くしないと、このままふらふら砂浜から出て車にはねられてしまうかもしれない。


    　僕はスイカを抱えると梨り乃のを追いかける。


    「梨乃、いいよ。近づいてるよ。スイカが！」


    「梨乃さん、じっとしていてください。なんだったらそこに座って待っててください！」


    「梨乃、うろうろしない！　スイカを待って！　むしろ迎え入れて！」


    　いくみ、ふみ、いくみと交互に、スイカ割りの指示とは思えない言葉が飛び交かう。しかし梨乃は、ふらふらとコントロールを失ったロボットのごとく心もとない足取りで歩き続ける。


    「梨乃さんっ。なんで海に入ってしまうのですっ！　常識で考えてくださいっ」


    　梨乃はすでにヒザまで海の中に入ってしまっている。


    　このままでは梨乃が水すい没ぼつしてしまう。僕は急いで梨乃の進行方向にスイカを持って回り込む。


    　梨乃の目の前にスイカをセッティングする。ちょっと海面に浮かんじゃってるけど、僕が押さえておけばあとは棒を振り下ろすだけで成功だ……。これでよし。


    　よしじゃなかった。梨乃が僕に気づいていない。そのまままっすぐに進んでくる。


    　僕の身体からだにつまずく梨乃。


    　危ない！


    　なんとか抱きとめようとしたが、そのままもつれ合って倒れ込んでしまう。


    「赤あか松まつさんと梨乃さんが転んでいますっ」


    「いいぞっ。これもまたスイカ割りの楽しさだ！」
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    　いくみのはやし立てる声。


    　転んだ場所は波打ち際で、幸い溺おぼれるような深さではなかった。


    　なんとか僕が下になって梨り乃のを受け止めることができたが、この体勢は……。


    　梨乃が僕の身体に覆おおいかぶさってしまっている。顔と顔もくっつきそうなまでに近い。


    　もつれ合うふたりの身体を波がさらう。


    　夏の日の光を受けて艶なまめかしく輝かがやく濡ぬれた黒髪。


    　とっさに出した右手は梨乃の腰を抱いてしまっている。水着越しに伝わる梨乃の少し乱れた息遣い。そして左手には柔らかい胸の弾力が……。目隠しと波でバランスを失っているため、まるで胸を押し付けるかのように僕の左手に体重がかかる。


    「梨乃。いいぞ、前、もっと前！」


    「覆いかぶさったところから、しゃなりしゃなり上に！」


    「梨乃！　むしろ迎え入れて！」


    　こらこら、スイカ割りと同じセリフではやし立てるんじゃない！


    「す、すみません。スイカ割りをしていて……」


    　どうやら梨乃は僕だと気づいていないようだ。謝りながら、目隠しを外す。


    「や、やあ、危なかったね」


    「あ、赤あか松まつ……なぜ……」


    「いやいや、違う、あのスイカを」


    　しかし僕が言いわけをする間まを与えられることはなかった。梨乃は顔を真っ赤かにして、僕に棒を振り下ろす。


    　危ないっ！　不ふ可か抗こう力りよくだって！


    「梨乃。前、もっと前！　額ひたいを狙ねらえっ」


    　いくみ！　なんで撲ぼく殺さつの指示を送るんだ！　もう見えてるから！


    　梨乃は執しつ拗ように僕に向かって棒を振り下ろす。スイカは完全に無視だ。


    　僕は棒を振りまわす梨乃に追いまわされながら、砂浜をさんざん駆かけまわる。


    「はあ、はあ、こんな……格好で……む、胸をさ、触られるなんて……はあ、はあ、どう責任を……ふうふう、ゴホッ……」


    　体力ないのに走り回るから、ほらまたよろけて。


    　砂に足を取られて転倒する梨乃。あわてて僕が抱きとめる。


    「ま、またっ」


    「違うって。梨乃から転んだろっ」


    「だとしても、その、揉もまない受け止め方はないのか！」


    　再び僕を追いかけようとする梨乃。しかしまた転倒するのであった。

  



  
    【回　答】


    



    　フラグかどうか、いまとなってはわかりませんが、とにかくうらやましい話です。


    　問題は相手の気持ちの判断がつかなかったこと。我々お悩み相談コーナー一同では、観察能力と感覚を磨けば、相手の気持ちがある程度わかるようになるのではと考えます。


    　もしもう一度そのようなシーンがあれば、相手の身なりや持ち物、態度、周りの状況などをつぶさに観察して、フラグが立っているのか勘違いなのか見分けましょう。あとでいろいろ考えても仕方がないのです。その場での瞬時の判断力を磨きましょう。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    過去にとらわれるな、明日あしたに向かってダッシュだ！　明日！　明日！

  



  
    【お 悩 み ３「フラグでしょうか？」】


    
      二年　franフラン

    


    



    　高校一年生のとき。入学して日の浅いころ。雨が降ってきました。僕はカバンに入っていた折りたたみ傘がさをさして学校に向かいました。そのとき、あまり話したことのないクラスの女子がいきなり僕の傘に入ってきました。僕はどうすることもできず「クラス一緒の人だよね、学校までのあいだ助けてくれない？」と言った女子とそのまま学校に行きました。僕は突然の展開に頭が真っ白になってしまいました。


    　その後、教室で会った女子は、まるでそんなことがなかったようにほかの女子とお喋しやべりをしていました。そのままなにも起こらないまま、僕は高校二年生になりその女子とは別々のクラスになりました。


    　いまとなってはその行為が、なんでもないものでただの自意識過か剰じようだったのか、それとも俗に言う「フラグ」だったのかわかりません。

  



  
    Answer's
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    志乃：フラグではない。あとで「おまえ俺おれの女とイチャイチャしてたな」と美人局つつもたせが現れる。
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    くみ：私ならどうなのか、Ｇカップに手を当てて考えてみたんですけど、単なる傘かさマニアだと思います。
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    よしたか：絶対にフラグッス！　これからは僕も、雨の日は小さめの傘を持って学校の前で立ち尽くすッス！

  



  
    　僕と梨り乃のが、ふみといくみのもとへと戻るのにはしばらく時間が必要だった。僕のことを追いかけまわしたせいで、梨乃の少ないライフがほぼゼロになってしまったのだ。


    　こんな炎えん天てん下かの海には慣れていないのだろう。しばらく木陰で休きゅう憩けいさせて、僕は海の家でスポーツドリンクを買ってきた。


    「すまない。慣れてなくて……」


    　水分を補給すると身体からだが楽になったのか、梨乃に笑え顔がおが戻る。


    「顔色、よくなったね。もう一本あるけど」


    「大丈夫。……楽になった。……話は変わるのだが。……この前のこと。どう思っているのだ」


    「この前のことって？」


    「……その、ふみのおじいさんが……。将来の……その」


    　梨乃にしてはずいぶんと歯切れの悪い話し方だ……。


    「？　あれはおじいさんの冗談でしょ」


    「そうなのか？」


    「お年寄りの冗談はときどき不ふ可か解かいだから……。よくわかんないよね」


    「そっか。ならばいいのだ。うん。……そろそろ戻らないと！　行こう」


    　梨乃の声が急に明るくなる。残っていたスポーツドリンクを飲み干し、元気よく立ち上がる。


    　なんだかわからないが、元気になってくれてよかった。


    



    「ごめん。待たせちゃったね。ちょっといろいろあって……」


    　僕はふみといくみに声をかけたが、言葉を途中で止める。


    　ふたりの前に立っている意外な顔ぶれに気づいたのだ。


    「おやおや。まさか、こんなところでお会いするなんてねえ。奇き遇ぐう、奇遇」


    　声の主は第一新聞部部長の浅あさ野のだった。そして後ろに控える、志し乃の、くみ、よしたかの三人。


    「なんの用ですか？」


    　同じ伊い豆ずで合宿をすることは知っていたけど、まさか直接会うなんて……。


    「たまたまふらっとビーチを歩いていたら、知った顔があったもので、挨あい拶さつしたまでだよ」


    　浅野はくるくるとサングラスを指で回して、余裕を表現する。しかし後ろの志乃、くみは汗だく。露骨に疲労困こん憊ぱいしている。偶然を装よそおうために相当捜し回ったな。


    「や、やっと到着か……。殺す気か……なにが散歩だ……」


    　志乃が肩で息をしている。毒どく舌ぜつを吐く気力も残ってなさそうだ。


    「私……Ｇカップなんですけどぉ……。Ｆカップに減ったかも」


    　よしたかはさらに消耗が激しい。ぐったりと砂浜に倒れこんでしまっている。


    「梨り乃のちゃん。水着、超キュートだよ。お尻しりを触りたいと思ってるんだけど、どう思う？」


    「ミノカサゴの棘とげに刺されればいいと思う」


    　浅野は、梨乃に嚙かみつきそうな目で睨にらまれても、ちっとも気にしていない。


    「あの、夏か侯こう淵えん将軍のような行こう軍ぐんで、よしたかさんが大変なことになってますよ」


    　ふみが心配そうに言う。しかし浅野は大げさに首を振って認めようとはしない。


    「なんの話かな。別に君たちのことを捜して歩きまわってなどないよ。ねえよしたか君」


    「…………も、もちろ……ん……ッス」


    　消え入りそうな声でよしたかが答える。


    「せめて、水分補給してあげてください！」


    「ちょっと散歩しただけなのに、水分補給？　のど渇いてる？」


    「…………べ、べつに……のど、渇いてな……あれ……急に暗くなったッス。こんな……早く夜になるなんて……」


    　なにか危険な症状が出ている！　むろん夜になどなっていない！


    「そんなことより、僕の別荘もこの近くにあってね。今夜はゴージャスなディナーと花火なんかで楽しんで、人生の楽しさを表現するつもりなんだけど、どうだい？　三人はいまから第一新聞部に移い籍せきしない？」


    「旅の楽しさは、豪華さではなく、誰と行くかで決まるものです」


    　ふみが不愉快そうに言い返す。


    「だからこそ、こっちに来たほうがいいと思うけど。ねえ？」


    「…………そうッス。こっちなんか……死んだひいおばあちゃんまで駆かけつけてくれて……」


    「よしたか君をどうにかしませんか！　ひいおばあちゃん見えちゃってますよ」


    　僕はよしたかを抱え起こすと、もう一本のスポーツドリンクを与える。


    「…………別にのど乾いてませんから…………余裕ッス……ねえ……閻えん魔ま様」


    　すごいところまで到着してる！　よしたかに無理やりスポーツドリンクを飲ませる。


    「とにかく、こっちはいつでもウエルカムだから気が変わったら電話してよ」


    　浅あさ野のはそう言うと携帯電話の番号を書いて強引にふみに渡す。


    「じゃあ、待ってるからね」


    　浅野がこれ見よがしにさっそうときびすを返したそのときだった。


    「待ちなさい」


    　浅野を呼び止めたのは彩あや香かだった。ペンションにこもりきりで原稿を書いていたのに、いつの間まに海に出てきていたんだ。しかも水着に着替えて、浮き輪とシュノーケル、おでこにはゴーグル……手にはソフト。フル装備じゃないか！　まずは仕事って言ってなかったか？


    「おお、彩香！　いいね。ストライプのビキニ。最高じゃないか。まずは太ふと腿ももにキスを」


    「どこの国の風習？」


    「君が新聞部を出ていって以来、僕の心にはぽっかり穴が開いてしまった。知ってるだろ、以前はこんな嫌がらせじみたことをする男じゃなかった。それもこれも君のせいなんだぜ。彩香、君への思いが僕を変えてしまったんだよ」
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    　浅あさ野のは悲ひ哀あいをたたえた目で彩香に語りかける。やっぱりふたりの間になにかあったのか？


    「ウソをつけ。はじめっからそんな感じだったじゃないか！」


    「そうだっけ。彩あや香かが言うんだから、そうなんだろうね」


    　あっさりとウソを認める浅野。


    「あんたとバカ話をしにきたわけじゃない。このまま人生相談コーナーがふたつあるのは、ちょっと納得がいかなくてね。だからさ、勝負しない？」


    「ほほう……。勝負というと、伝統のパンツの見せあい合がつ戦せんだね」


    「どこの国の伝統よ！　っていうかあんた面倒くさい！　人生相談よ。せっかくウチの部にも人気のコーナーができたのに、邪魔されたくないんだよね」


    「イヤだなあ。人生相談でオリジナリティを主張するつもりかい？」


    「だから勝負しようって言ってるわけ。勝負して、負けたほうがやめるってどう？」


    「えー？　人生相談って競争じゃないと思うけどなあ」


    「浅野のくせに、なにをまともなこと言ってるのよ！」


    「ＯＫ、ＯＫ、勝負といこうじゃないか。でルールは？」


    「どっちの人生相談が説得力あるか三対三で勝負しましょうよ。相談ひとつにひとりずつ回答者を出しあって、討論するの」


    「ぜんぜん意味がわからないけど、望むところだよ。じゃあ明日あした僕の別荘まで来てよ。せっかくだからユーストリームで配信して、全世界へと届けようじゃないか」


    　超安請け合いする浅野。


    「いいじゃないの。ならば勝負の判定はユーストリームの視聴者にしてもらいましょうよ」


    「ＯＫ、じゃあ相談のセレクトは彩香に任せよう。彩香の性格なら身内にだけ問題を教えるなんてことはしないだろうからね」


    「あんた、私の性格なんて知ってたっけ？」


    「ははは、じゃあ明日、楽しみにしてるよ」


    　浅野はそう言うとさっそうときびすを返す。なんだか知らないうちにディベートで戦うことが決まってしまった。大丈夫か。負けると人生相談コーナー解散？　不安だ。


    「ふふふ。勝負か。燃えてきたぜっ！」


    　いくみは仁に王おう立だちで、立ち去る浅野たちを睨にらみつける。


    「いくみさん、やる気満々ですねっ」


    　ふみの言葉に仁王立ちのまま大きくうなずくいくみ。


    「勝負はなんでも勝たなきゃね！　よし、まずはルールをもう一回説明してくれっ！」


    　僕の不安は解消されるどころか増ぞう幅ふくされる一方なのだった。

  



  
    【回　答】


    



    　浅あさ野のです。ビーチを散歩するのは楽しいものだね。悩みがある人はまずはビーチを散歩してみるといいよ。そうそう、せっかくだから僕が調べた「フラグなのに見み逃のがしがちな女の子の態度ベスト３」を教えてあげるよ。


    



    『見逃しがちなフラグ　ベスト３』


    



    ３位　スネを思いっきり蹴けってくる。


    　スネが僕の弱点のひとつであることをよく調べたよね。ってことはフラグだね。


    



    ２位　お弁当を別の男子に作ってくる。


    　僕の気を引くのにありがちな作戦だよね。僕はこれもまたフラグと判断するんだ。


    



    １位　通報される。


    　大好きな僕と恥ずかしくて直接話せないから、警察官に間に入ってもらいたいんだね。フラグは二本立っているよ


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　〆のひと言。


    やっぱり水分補給は必要かもしれない。

  



  
    【おまけの相談】


    



    　最近、たくさん頼みごとをされます。頼まれること自体は悪い気がしませんが、それで疲れて、家で寝込むこともたびたび。ときに断ことわることも必要かなって思いますが、性格なのか、頼まれたことは断れません。どうすれば、うまく頼みを断れますか。


    
      （一年　永なが森もり 春はる奈な）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    頼みごとが断ことわれないのであれば、頼まれないようにするしかない。オポッサムを見習って、危ないと思ったら死んだフリをしてみるとよい。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    本当に重要な頼みごとのみを引き受けるために、三さん顧この礼にならって庵いおりで昼寝をしましょう。起きるまで待っていた人こそ頼みを聞いてあげるべき人です。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    先せん手て必ひつ勝しよう！　頼まれる前に頼む！とくに頼みたいことがなくても頼む！


    


    


    ＊Shino's Answer＊


    



    上手な断り方を身につける。私のおすすめの断り方は「誰があんたの頼みなんて聞くか！　おとなしく禿はげてろ！」かな。二度と頼みごとをしてこなくなる。


    


    


    ＊Kumi's Answer＊


    



    私もＧカップなんですけど、オッパイが重くて大変そうにしてると、むしろ頼みごとを聞いてくれますよ。


    


    


    ＊Yoshitaka's Answer＊


    



    ……水を……とりあえず水を……買ってきてほしいッス。

  



  
     【相　談　７「ギャグがウケない」】　二年　長なが峯みねねくと


    



    　ときどきクラスメートにギャグを言うのですが、あまりウケずに、白い目で見られてしまいます。どうしたらいいでしょうか？


    　自分ではそれなりにおもしろいと思って言っているのですが、毎回明らかな愛あい想そ笑いが返ってきます。このままではギャグを言えば言うほど自分の立場が危あやうくなりそうで不安です。


    　かといって真ま面じ目めぶっているだけでも寂しいですし。


    　なにかおもしろいギャグが言えるコツみたいなのがあったら、教えてほしいのですが。

  



  
    Answer's
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    梨乃：得点を狙うより失点を防ぐ。
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    ふみ：愛こそがギャグの神しん髄ずいです。
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    いくみ：技術が足りないなら運動量でカバー！

  



  
    　人生相談で対決か……。不安でしかたがないが、議題も発表されていない状況ではなんの対策も立てようがない。いまは合宿の本来の目的を淡々とこなすしかないだろう。


    　僕は小さくため息をつくとペンションの庭に据すえられたベンチに腰を下ろす。


    　肌はだを刺すような灼しやく熱ねつの太陽はその勢いを弱めながら西に傾き、海を茜あかね色に染め始める。


    　浜に打ち寄せるさざ波が複雑に夕日を反射してきらきらとスパンコールのように輝かがやいている。


    　普段は景け色しきなんてどうでもいいと思っている僕ですら思わず見とれてしまうような美しさだ。


    　いつの間まにかいくみが僕の傍かたわらに立っている。夕日をうけて紅あかく染まるいくみの肌。


    「おなか減ったねー」


    　いくみのおなかがくるるると鳴っている。切なそうな顔していると思ったら……。


    「じゃあ、夕ごはんにしようよ。相談にひとつ答えてから」


    「えー、真ま面じ目めだなあ」


    　いくみは口を尖とがらせているが、そもそもそのための合宿だ。相談に答えてもらわないと困る。


    



    　再びペンションのリビング。食事の前には軽めの相談をと考え、ギャグがウケないとの相談に答えてもらうことにしたのだった。


    「そもそもギャグなど言わなくともよいではないか」


    　梨り乃のは真面目そのものの表情で言う。


    「冗談を言い合えば仲もよくなるし、ギャグセンスがあるって思われたほうが、クラスでのポジションもいい感じになると思うけど」


    「そうだとしても、百パーセントおもしろい冗談を言う術すべなどないだろう」


    「それをなんとか考えるのがお悩み相談コーナーなわけで……」


    「ここは発想を変えるべきだと思うのだ。おもしろい冗談を言って加点を増やすのではなく、おもしろくない冗談による減点を減らすべきなのだ」


    「え？　それってどうすればいいのかな……？」


    　僕の問いにうなずく梨り乃の。


    「じゃあ、なにかおもしろくない冗談を言ってもらえる？」


    　おもしろくない冗談……。急に振られても、なんだかそれはそれで難しい。


    「オットセイを崖がけから落っとせい」


    　梨乃がじっと僕の顔を見つめている。やめてくれそんな真剣な目で見つめるのは！


    「……ふむ。とびきりのをありがとう」


    「どういたしましてっ！」


    「そこで、これをどうするかなのだが。たとえば言い終わって、失敗したとわかった瞬間に、『いくみに言えと脅おどされた』と言いはるとか……」


    「なんで私が脅すのさ！　オットセイのこと好きだしっ！」


    　そこは問題じゃないと思うが……。


    「とにかく、得点できないなら失点を防ぐ。これしかない」


    「減点を防ぐには、やっぱり愛が必要だと思うんです。好意さえ伝われば、おもしろくなくても減点されないはずです」


    　ふみが梨乃の意見を引き継ぐ。


    「愛？　具体的には？」


    「簡単なことです。愛してると伝えればいいのです。いいですか」


    　ふみはそう言うと僕の目をじっと見る。なんだか見つめられるとそわそわしてしまう。


    　十分な間まをとったあとにふみが言葉を続ける。


    「オットセイを崖から落っとせい。好意の証として」


    「うん？」


    「どうです。悪い気はしないのではないですか」


    　そりゃ悪い気はしないけど、どうしていいかもわからない。


    「オットセイを崖から落っとせい。好意の証として……といくみが言っていた」


    　勝手に自分のアイディアを付け加える梨乃。


    「私はオットセイを崖から落とさないタイプだっ！」


    「こうなったらふたりで一緒に崖から落ちましょうっ」


    「……といくみが言っていた」


    　もうオットセイいなくなっちゃって、ダジャレになってないし。


    「オットセイと一緒に崖がけから落としましょう」


    「……いくみを」


    「こらオットセイ！　っていうか梨り乃の！」


    　オットセイが落とす側として戻ってきた！　逆ぎやく襲しゆうのオットセイだ！


    「とりあえず、わかったから。冗談を好意で言ってるって、理解させようってことね」


    　話が妙な方向に進行し始めたので、僕はふみの意見を強引にまとめる。


    　次はいくみの意見。なんなんだ運動量って……。


    「サッカーでもそうなんだけど。テクニックで勝てなくても、運動量でカバーして、試合に勝つことはできるんだ」


    　力説するいくみ。体育会系丸だしの意見だ。


    「うん、サッカーではそうなんだろうけど。それをギャグにどう当てはめれば……」


    「絶対にあきらめないっ！　何度でもチャレンジする！　そうすれば必ず結果はついてくる」


    　いくみが力強く宣言するが、ふみはいまいちピンときていないようで、小首をかしげている。


    「では赤あか松まつさん考案の冗談、『オットセイを崖から落っとせい』を使うとどうなるのですか？」


    　僕が考えたんじゃない！　やめてくれ！


    「よし、見てろ」


    　いくみはそう言うと、僕に顔をぐっと接近させる。近いっ。キスされるんじゃないかと思うほどの距離だ。


    「オットセイを崖から落っとせい！」


    「う、うん」


    「オットセイを崖から落っとせい！　マジで！」


    「マジでって言われても」


    「オットセイを崖から落っとせい！　何度でも！」


    　もしかして笑うまで言う気か？　もう絶対に笑わない空気になってると思うんだけど……。


    「アグレッシブにおもしろくないって、嫌がらせと見分けがつかないものなのだな」


    　梨乃が、哀あわれむような目で僕を見ている。


    「オットセイを崖から落っとせい」


    　ソファーに座る僕に、覆おおいかぶさるような姿勢になるいくみ。何度言われても……。


    「ふひっ！」


    　違う。おもしろくなったのではない。


    　いくみが自分の身体からだでみんなの視界をさえぎって、僕の脇わき腹ばらを指でくすぐったのだ。


    「どうだっ。あきらめなければいつかウケる！」


    「いま、こちょこちょしましたよ！　ズルです」


    　ふみが目ざとく不正を発見している。


    「オットセイッ！」


    　いくみは今度はふみに襲おそいかかると、ふみの脇わき腹ばらをくすぐる。


    「ふわぅ、やめてください。それはズルですから」


    「とおっ！　オットセイッ！」


    　すばやく反転して今度は梨り乃のの脇腹を狙ねらう。


    　なんだこれは？　もはやオットセイと言いながら人を追いまわす妖怪の類たぐいだ。


    「わかった……。おもしろい。……おもしろいから」


    　梨乃は倒れたところをくすぐられ続けて、もう虫の息だ……。なぜそこまで執しつ拗ように。


    「よし、全員笑わせたところで、ごはんにしよう！」


    　いくみは梨乃の身体からだを蹂じゆう躙りんし尽くして満足げに言う。


    「そうだっ。バーベキューもなにかおもしろいこと言った人が食べられるルールにしませんか？　そうしたら相談者になにかおもしろい冗談を教えてあげられるかもしれませんよ」


    　ふみはいいことを思いつきましたとばかりに満面の笑みを浮かべているが……。大丈夫なのか？　ふみにギャグセンスなどあるように見えないのだが……。


    



    　僕はペンションの庭でバーベキューセットの設置にとりかかる。カセットコンロ式のグリル、その隣にテーブルを置き、その周りに折りたたみ式のイスを配置する。


    　紙皿にお箸はし、急きゆう遽きよ用意した食材の名前を書いたカードが入った空からのティッシュボックス。普通はこんなものいらないのだが、今回に限っては必要だ。


    「お待たせしましたぁ！」


    　トレイに食材を満載したふみが満面の笑え顔がおで現れる。


    　手ごろな大きさに切った肉、タマネギ、カボチャなどの食材が、それぞれ串くしに刺さっている。料理が得意ではない三人だが、これくらいはさすがにこなせたようだ。


    「さあ、勝負の始まりだぞ、謎なぞかけでおもしろいこと言った人しか食べられないんだからねっ！」


    　いくみが自信ありげに言う。


    　おもしろいことと言っても漠ばく然ぜんとしすぎなので、バーベキューに関する謎かけをして、うまいことできたら、ボックスからカードを引いて、出た食材をゲットできるというルールだ。


    「さあ、さあ、まずは焼かないといけませんよ」


    　グリルの上に肉と野菜が次々と置かれ、たちまちなんとも美お味いしそうな匂においが立ちのぼる。


    「う、う、これは勝たないと……」


    　いくみがよだれを垂らさんばかりの勢いで、こんがりと色づいていく肉を覗のぞき込んでいる。


    「じゃあ、そろそろスタートしようか」


    「はいはいはいはいっ！」


    　僕がそう言った瞬間、猛烈な勢いでいくみが手を挙げる。大丈夫なのか？


    「じゃあ、いくみ」


    「肉とかけまして！　うまい棒と解きます！　その心は両方美お味いしい！」


    　全員があまりのひどさに呆ぼう然ぜんとしている。しかしいくみは躊ちゆう躇ちよなくティッシュボックスに手を伸ばす。その手をつかんで、ストップさせる梨り乃の。


    「待て待て、いまのクオリティーで合格なわけなかろう」


    「梨乃が決めるんじゃない！　審査員は赤あか松まつだから。赤松が決めるの！」


    　いくみと梨乃の視線が僕に集中する。……どうしようか。


    「……本当はダメだけど、最初ってことで、特別に」


    「やったっ！」


    　いくみは大喜びでティッシュボックスに手を突っこむ。


    　不満げな梨乃の視線が気になるが、ハードルを下げておかないと……。


    「さあ、なにかな。肉よ、出ろっ……」


    　いくみが引いたカードに書かれていたのは「焼き肉のタレ」だった。


    「誰だこんなの入れたのっ！」


    　いくみがぷりぷり怒っている。


    「必要だろう。焼き肉のタレ」


    　梨乃だった。たしかに使うけど。そこまで厳密にしなくても。


    「じゃあ、いくみ。焼き肉のタレゲット」


    　いくみの紙皿に焼き肉のタレを注ぐと、ぺろぺろ箸はしで舐なめている。ちょっと美味しそうだ……。


    「じゃあ、次、順番にいこう。梨乃かな」


    「ソーセージとかけまして……」


    　顔を少し赤らめながらぼそぼそと始める梨乃。ちょっと恥ずかしいみたいだ。


    「ナトリウム─カリウムポンプと解きます。その心はどちらもタンパク質でできた薄い膜まくが……」


    「合格！　よくわからないので合格！」


    　なにを言っているのかさっぱりわからない。僕はもう喰くい気味で合格にしてしまう。


    「まだ言い終わってないのだが」


    「大丈夫、全部聞いてもわからないから」


    　僕は強引にティッシュボックスを渡すとカードを引かせる。


    　出たのは「うずら」。


    「私の〝うずうず〟は食材ではない！」


    　いくみが笑いをこらえている。この下へ手たくそな文字……、どう考えてもいくみの仕し業わざだ。


    「と、とりあえず。〝うずうず〟を焼かれない権利をゲットしたってことで。じゃあ次ふみ」


    「えーっと、ジャガイモとかけまして、夏か侯こう惇とんと解きます。その心は、目はくりぬきます」


    　目と芽をかけたんだろうけど……怖い。ほんわかした顔でなんて怖い謎なぞかけをするんだ……。


    「合格……」


    「わあ、ありがとうございます。あっお肉が出ました」


    　ふみがついにお肉をゲットする。地面を叩たたいて悔くやしがるいくみ。


    「はいはいはいはい！」


    「じゃあ、いくみ」


    「ピーマンとかけまして、梨り乃のと解きます。その心は、ちょっと苦手で緑色」


    「私のどこが緑色なのだっ！」


    「……合格」


    「なぜ合格にする！」


    　梨乃がぷんぷん怒っているが、どうせ、うまい解答など出そうもないし、食材もいい具合に焼けてきて、どんどん食べないと焦こげてしまう。正直、全部合格にするつもりだ。


    「よっし、お肉とるぞっ」


    　うれしそうにボックスから食材カードを引くいくみ。また「焼き肉のタレ」だ。


    「またタレッ！　何枚入ってるんだよ。焼肉のタレッ」


    　そのあとも僕は合格を発表し続ける。


    「あら、私お肉出ました」


    「私もお肉だ」


    「あっ。バーベキュー始まってたの？　そこは呼んでくれないと。……うん。おいしい」


    　いつのまにか部屋から出てきて普通に食べ始める彩あや香か。もう普通にバーベキュー状態だ。


    　しかし、いくみだけははまだ肉を獲得していなかった。何度やっても肉が出ないのだ。


    「にくぅ……にくぅ……」


    　あまりの肉の食べたさに、いくみが壊れた。


    　肉を奪おうと、梨乃に飛びかかる。


    「オットセイッ！」


    　梨乃の脇わき腹ばらでいくみの指が素早く動く。


    「こらっ、食事中にオットセイは……」


    「にく……よこせっ！」


    「ダメだ。ルールを守らなければ……くふぅ」


    　梨乃は脇腹を執しつ拗ように攻められながらも抵抗する。


    「梨乃さん、お肉をあげてください」


    　梨乃の上に覆おおいかぶさって、いくみがさらに攻め立てる。驚くほどの速さでいくみの指が梨乃の脇わき腹ばらの上を駆かけ巡る。


    「ダメだ。それでは……。ここまでの意味が……。ふぅ。あはぁっ！」


    　息も絶え絶えになりながらも、梨り乃のがルールの遵じゆん守しゆを訴うつたえる。梨乃は梨乃で強ごう情じようだ。


    「いじわるっ」


    　いくみが脇腹だけでなく全身をこちょこちょし始める。残像が見えるクラスのすごい腕の速さ。背中から、ふともも、首筋、ありとあらゆるところをいくみの指がソフトタッチしていく。


    「ああっ。それは……。くぅううう」


    　なんとか逃げようとするが、いくみは逃がさない。逃げる方向を読んで梨乃を追い詰める。


    　ついに梨乃は逃げる力もなくなり、ぐったりとしてしまう。目には涙がたまり、乱れたスカートから覗のぞく脚はがくがくと痙けい攣れんしている……。


    「お肉も食べさせてくれる？」


    「はぁはぁ……。タレを舐なめているがいい……」


    　なんて意志が強いんだ。


    　梨乃の強情さははっきりと理解できたが、結局ギャグがおもしろくなる方法についてはわからずじまいなのであった。
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    【回　答】


    



    　ギャグがおもしろくなるために即効性のある方法はありません。むしろウケなかったときの対処で、減点分を減らすことについて考えたほうが解決へと近づくことができるのではないでしょうか。ウケなかったときにいかにダメージを減らすか。その方法には「自分が言っていないことにする」「人のせいにする」などが考えられます。


    　また「ウケるまで言う」「くすぐって強制的に笑わせる」など荒っぽい意見も出ましたが、非常にリスクのある方法だと思われます


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    アグレッシブにおもしろくないって、嫌がらせと見分けがつかないものなのだな。

  



  
    【おまけの相談】


    



    　カレーパンマスターと呼ばれる生徒がいるのを知っていますか？　購買の人気商品、カレーパンを必ず一番にゲットする生徒です。僕もカレーパンを買う速度を追求し、昼休みになると最短距離を全力でダッシュするのですが、絶対にカレーパンマスターに勝てません。僕の教室が購買まで一番近いので、本来は負けるはずがないのですが、購買に到着するといつもカレーパンマスターの後ろ姿が。カレーパンマスターにはどんな秘密があると思いますか？


    
      （二年　山やま田だ 雄ゆう二じ）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    おかしな数値が出るときは、前提とする条件に意外な盲もう点てんがある。その人は生徒に見えて店員さんなのではないか？


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    じつは双子。片方が授業を受けずにカレーパンに専念している。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    それ私だっ！秘密は、ただおなかがすいているだけだよ。

  



  
     【相　談　８「クラスでまったく目立てません」】　一年　八や木ぎ 浩こう介すけ


    



    　高校生活が始まってしばらく経たちますが、クラスでまったく目立てません。


    　見た目も地味で、運動神経下の上、学力中の上といったところで、とりたてて取り柄もありません。


    　クラス内のあだ名も、小学生のころは「ハカセ」、中学生時代は「ハカセ」か「メガネ」、そしていまでは「メガネ」か「モブ」になっています。


    　もうこの際「メガネ」ならいいか、と思っていましたが、最近では「メガネ」と呼ぶ人：「モブ」と呼ぶ人＝２：８程度となっており、あだ名が「モブ」に統一されるのも時間の問題です。しかも皆、僕の本名を覚えていないふしがあります。


    　どうにかして目立ち、せめて「モブ」からは脱出したいのですが、なにかよい方法はないでしょうか？　

  



  
    Answer's
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    梨乃：…………。
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    ふみ：…………。
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    いくみ：…………。

  



  
    　誰からの返事もない。当然である。いまはこのリビングには僕ひとりなのだから。したがって、なんの議論もできないのだ。


    　にもかかわらず、なぜこの相談を読んでいるか……。それはここに僕がひとりっきりである理由と密接に関係している。


    　なにゆえ僕がひとりなのか。それは三人がお風ふ呂ろにいっているからなのだ。このペンションのお風呂は露ろ天てん風呂の立派なものだったのだが、ひとつしかない。で、まずは女の子三人に使ってもらうことにしたのだ。


    　そして僕はこの相談コーナーを仕切っていながら、まったく目立っていない。つまり、この相談は僕こそが答えるべき相談だ。しかもメガネ。メガネでモブとは僕のことだ。


    　どうして目立たないのか……自分なりに考えてみた。僕の場合は、やはり行動そのものが地味なのだ。自分からほとんど行動を起こさない。いや、起こす行動が非常に常識的で他人に特に印象を与えないことばかりなのかもしれない。そのような原因で僕は目立たないのだと自己分析する。ちなみにメガネなのは視力が悪いのが原因だ。


    　つまりは、たまには突とつ拍ぴよう子しもない行動を自みずからやってみること。リスクを冒してでも自分のやりたいことをやっちゃう。そんな行動が目立たない男、脱出への第一歩だと思うのだ……。


    　これは誰でもわかる超あたりまえの一般常識なのだが、自分のためにもう一度確認しておかねばならない。リスクを冒してやりたいことをやる、それがモブ脱出の第一歩……。


    　だからといってお風ふ呂ろは覗のぞいてはいけない。


    　そうお風呂は覗いちゃいけない。リスクを冒してやるぞ！　そんな気持ちにいまはなっているが、これは違う。お風呂を覗いてはダメだ。


    　もしこの禁を破って覗いたならば僕は三人との信頼関係を失うことはもちろん、いくみからは強烈な打だ突とつをくらわされ、ふみからは江戸時代から続くきつい拷ごう問もんを受け、梨り乃のからはリトマス試験紙が溶けるほどのｐＨの酸を浴びせかけられる、そんな事態も想定できる。


    　そう女性が入っているお風呂は決して覗いてはいけない禁断の花園なのだ。


    　しかし世の中にはラッキーや不ふ可か抗こう力りょく、ちょっとしたミスや偶然というものがある。どんなことが起これば、責任を問われることなくお風呂を覗くことができるのか。一度考えてみたい。


    



    ・女湯と男湯の暖簾のれんが逆になっちゃっている。


    ・女の子が入ってるとは知らずにお風呂に入ろうとしてしまった。


    ・火事などのトラブルで急いで教えてあげなければいけない。


    ・崖がけから落ちたらたまたまお風呂の上だった。


    ・地球の支配をもくろむ恐るべき敵が女風呂にいる。


    



    　ぱっと思いつく限りではこれぐらいだろうか……。


    　残念ながら現状と照らしあわせてみると、このすべてが起こりそうにもない。


    　お風呂はひとつで男湯も女湯もないし、いま僕は三人がお風呂に入っていることを知っているし、火の手は上がってないし、崖の上に立ってないし、敵がいても倒す能力がない。


    　ならばなぜお風呂についてこれほどしつこく、くどくど考えているのか。


    　それはＤＡＩＣＨＩダイチから託たくされた手紙が原因だった。合宿が決定した数日後、僕の家になぜか届いたＤＡＩＣＨＩからの手紙。僕は軽い気持ちでその封を切った。


    「俺おれはバンド解散しちゃったけど、俺たちのぶんまで楽しんでくれよな」的なことが書いてあるのだろうと思っていたのだが、その内容は想像と違うものだった。


    



    　赤あか松まつくんへ


    　元ＤＥＡＴＨデスのギタリストＤＡＩＣＨＩだ。夏休みにはＤＥＡＴＨのメンバー全員でそのペンションに泊まって、海に癒いやされながら、新作アルバム「地獄のサマーバケーションＦＲＯＭフロム　ＩＺＵイズ」を制作するつもりだったのだが……。まあ、いまは新しい夢、Ｊリーガーを目指しているのでそんなことはどうでもいいのだが、ひとつだけ心残りがある。


    　それはお風呂についてだ。


    　ずばり言おう。その風呂は覗ける！　地獄のように覗ける！


    　我々ＤＥＡＴＨの女性ボーカルＡＩアイ、そのお風呂を覗こうとドラムのＴＯＳＨＩトシ─ＨＩＫＯヒコ、シンセサイザーのＨＩＲＡヒラ─ＹＡＭＡヤマ、ベースのＥＩＴＡエイタの四人でこのペンションを利用するたびにちょっとずつ地獄のように粘ねばり強く工作を加えて、地獄のお風ふ呂ろ覗のぞき場所が完成間近となっていた。


    　いよいよＡＩアイの地獄のような裸はだかを血ち眼まなこになって拝んでやろうと思った矢先に、ＡＩが脱退してしまったのだ。


    　この心残りをどうにかして赤あか松まつくんに託たくしたいんだ。


    



    　という内容だった。……そりゃＡＩも脱退するわ！　あと、地獄、地獄って伊い豆ずをなんだと思ってるんだ！　まあＤＡＩＣＨＩダイチのことはさておき、問題はそのお風呂覗き場所だ。覗くかどうかはさておきこれは三人の安全のためにも確認しておかなければなるまい……。


    　ＤＡＩＣＨＩの手紙は便せんの二枚目にその詳細を記していた。


    



    　地獄の覗き場所。そのシステムを考え出すのに、俺おれたちは毎日必死だった。連日スタジオに入り、どうやったらお風呂が覗けるか、セッションを繰り返した。ときにはお互いの風呂覗き感がぶつかりあい喧けん嘩かにも発展することすらあった。そんな俺たちの思いがすべて詰まった覗き場所、それを君に託したい。まずはトイレに向かってくれ。


    



    　音楽活動しろよ！　スタジオ代がもったいなさすぎるよ！　まあそうはいってもＤＥＡＴＨデスのメンバーの思いが詰まっているのだ、無む碍げにはできまい。


    　僕はリビングのソファーから毅き然ぜんと立ち上がると、トイレへと向かう。やっぱり、この行動が地味で目立たない男から脱皮する第一歩な気もしてきた！


    



    　トイレに着いただろうか。まずはしっかりと施せ錠じようしてほしい。それによって不ふ慮りよの事故で見つかってしまう可能性をかなり下げることができる。次に入って右側の壁を見てほしい。あいだみつをカレンダーがなにげに掛かっているだろう（ＥＩＴＡの家から持ってきたものだ）。それを取り外してほしい。すると壁が抜けて、防音材がむき出しになっているはずだ。それも外すんだ。そうすればお風呂まではベニヤ板一枚隔へだてるだけとなる。まずはお風呂のサウンドを楽しんでほしい。できれば耳コピして聞かせてくれ。


    



    　なにがサウンドだよ！　耳コピの意味これで合ってるのか？


    　とにかく僕はあいだみつをカレンダーを慎重に取り外す。たしかに壁はなく、防音用の板が組み込まれているだけだ。それも慎重に取り外す。ぽっかりとあいた空間。これはいけない、チェックしないと。僕は自分の頭をその空間に入れてみる。


    　その瞬間、お風呂サウンドが三百六十度、圧倒的な臨りん場じよう感かんをもって僕を包み込んだ。


    「やっぱり、おっきいね。いいなー」


    　いくみの声だ。


    「そんなじろじろ見ないでくださいよぉ」


    　恥ずかしそうなふみの声。やはりその話題か！


    「だって、うらやましいんだもん」


    「でも梨り乃のさんもけっこうありますよね。着やせするタイプなんですね」


    「いくみには勝っていると前にも……ちょっと触らないでっ」


    「自分のと比べてるだけだって。これは……認めないぞ、ほぼ互ご角かくのはず」


    「互角ではない！　アルキメデスのように、あふれる水の量で比べるか？」


    「これくらいなら、全力を出せばなんとかっ！」


    「だから、そんなところを触る……くすぐったいっ！」


    「おいおい。お風ふ呂ろではしゃぐと転ぶぞ……」


    　彩あや香かの声も聞こえる。これはますます好都合だ……。


    「そういう彩香先輩も……」


    「こらこら触るなっ！」


    　いくみはどこを触ってるんだろうか……。それに胸に全力を出すとかあるのか……。それにしてもけしからん。なんてことをするんだＤＡＩＣＨＩダイチ。すごいサウンドじゃないか。このリフは日本人離れしてやがる……。これはこの先もしっかり確認しないと。


    　そうこれはバンドＤＥＡＴＨデスの遺い志しでもあるし、目立たない男の復ふく讐しゆうですらある気がしないでもない！　次はどうしたらいいんだ早く確認しないとっ！


    



    　サウンドを楽しんでもらっただろうか。じゃあ次に移ろう。一度トイレを出て玄関フロアへと向かってほしい。二階への階段脇わきに小さな収納スペースがあるのがわかるだろうか。中に入っている掃除機をどけると床ゆかにあいだみつをポスターが貼はってあることが確認できるはずだ。それを外すと床に小さな扉とびらがあるはずだ。それが地下トンネルへの入り口だ。俺おれのギターのピックで何年もかけて掘った地下トンネル。俺たちＤＥＡＴＨの代表作だ。


    



    　トンネル掘ったのかよ！　その執念を音楽活動に向けろよ！


    　とにかくいまはそんなことを考えている暇ひまはない。時間は限られているのだ。


    　僕は小走りに玄関へと向かうと、収納スペースを発見する。ＤＡＩＣＨＩの手紙のとおりそこにはみつをのポスターが貼ってあった。これが地下トンネルの入り口だ。


    



    　この地下トンネルは、露ろ天てん風呂にごくごく自然にたたずむあいだみつを像の内部に続いている。これはドラムのＴＯＳＨＩトシ─ＨＩＫＯヒコがドラムスティックを彫刻刀に持ちかえて削けずりだした、ＤＥＡＴＨデス中期のスマッシュヒットともいえる作品だ。みつをの目の部分にはＨＩＲＡヒラ─ＹＡＭＡヤマ宅のドア覗のぞき穴からくりぬいてきた広角レンズがついている。そこから広がる圧倒的な感動のパノラマを楽しんでほしい。そして視界に広がるものすべてを素直に受け入れて、おまえのハートに刻みつけるんだ。そのとき新しい自分も見えてくるだろう。


    



    　トンネルは人ひとりがぎりぎり這はって移動できる大きさだった。


    　まったく……地下トンネルまで掘るなんて、執念深いにもほどがある。


    　僕は以前、旧校舎に入ったときに使用した懐中電灯を持ってくると、迷うことなく地下トンネルの中へと突入する。


    　ぎりぎり人が這って進める程度の横穴を十メートルほど進むとトンネルは突き当たり、そこから垂直に縦穴が延びている。ご丁てい寧ねいにも壁面には梯子はしごつきだ。


    　どうやらお風ふ呂ろの真下にまで到着したようだ。ここからは呼吸すら慎重に行おこなわないと。


    　僕はしっかり確認しながらまず一段階段を上る。


    　自然と湧わき上がる感謝の気持ち。いままで「けしからん」「なにをしているんだ」、とＤＥＡＴＨのメンバーを罵ののしってきたけど、僕は自分の気持ちを偽いつわっていた。


    　──あ・り・が・と・う──


    　いま僕は君たちの想おもいをのせて、一段一段梯子を踏みしめている。


    　ここでメンバー紹介。地下トンネル掘くつ削さく、ＤＡＩＣＨＩダイチ！　みつを像制作、ＴＯＳＨＩトシ─ＨＩヒＫＯコ！　広角レンズ提供、ＨＩＲＡ─ＹＡＭＡ！　そして作戦全体に癒いやしを与えてくれた、あいだみつを……みんなのおかげだぜ。ありがとう！


    　ついに梯子の最終段を上り切り、僕はみつを像の内部へと到着する。ぎりぎり僕の身体からだが収まる程度の空くう洞どう。ぴったりだ。さすがだ。ナイスプレイ、ＴＯＳＨＩ─ＨＩＫＯ。


    「いくみさん、お背中流しましょうか？」


    　ふみの声が聞こえる。いいタイミングだ。僕は一度大きく深呼吸すると、万物に感謝しながらレンズを覗き込む。


    「いーの？　ありがとう」


    　いくみの声。ふみがいくみの背中を流すんだな……。ならば拝見するっ！


    「こうして見ると普通の人と変わらないですね。どこからあの運動能力が出てくるんでしょう」


    「うむ。もしかしたら筋肉の塊かたまりかと思ったけど、普通に見える」


    「梨り乃の、くすぐったいよ。そんなとこつまむなって。ふわっ！　このっ仕返しだっ！　むにゅー」


    「あふっ！　なにを……、そんな仕返し……ならばっこっちも」


    「ふにゅにゅっ！　それならばっ！」


    「ふぃぃぃ！　にゅにゅぅ！」


    　梨り乃のといくみがなにやらじゃれ合っているようだが……よく見えない。


    　レンズが曇ってしまっているじゃないか！　馬ば鹿か野や郎ろうＨＩＲＡヒラ─ＹＡＭＡヤマ！　湯気のことを計算に入れてないって。お風ふ呂ろだぞ！　普通に考えたらわかるだろ！　地獄に堕おちろ！


    　僕はＨＩＲＡ─ＹＡＭＡに呪じゆ詛その念を送りながらも必死で目を凝こらす。なにやら動く人影は見えるが、ぼんやりとして、さっぱりなんなのかわからない。


    　どうにかならないのか……。このままでは、これまでの苦労が水の泡あわだ。たしかまだ手紙には続きがあったはずだ。僕は狭いスペースの中でなんとか手紙に懐中電灯の光を当てる。


    



    　どうだろう。お風呂とのセッションを楽しんでるだろうか？　我々が武道館のステージをあきらめてまで作り出したステージだ。地獄のようにエモーショナルでダンサブルかつ、ホイットニーだと思う。


    　しかし人間には、つねに過あやまちがつきもの。なにかトラブルで最高のパフォーマンスができていないことも考えられる。


    　そんなときは、左の足下にあるレバーを引いてほしい。それがラストギグのトリガーだ。


    



    　なにが起こるにしてもこのまま引き下がるよりはましだ。僕は迷うことなくレバーを引く。


    　ぐるりと僕の周りを囲んでいたみつを像の壁面が身体からだにずしりとのしかかってくる。重い！　みつを像が倒れる！　どうやらさっきのレバーでなんらかの支えが外されたようだ。


    　外に出てガン見しろってことか！　ＤＡＩＣＨＩダイチ、それは無理だ。っていうかそんなことが許されるならはじめからそうしている。最後の最後が雑なんだよ！


    　みつを像の中で必死に踏んばるが、像があまりにも重い。支えきれない。


    　もしかして目立たない、空気な僕であれば、このままお風呂に堂々と降こう臨りんしても気づかれないのでは……。目立たなさも究きゆう極きよくのレベルまでいけば、そんなすばらしい技が……。


    　って無理か！　さすがにお風呂に潜入したらバレるか！


    　もうダメだ。……支えきれない。こうなったら像と一緒にはみ出ないように倒れるしかない。僕が踏んばるのをあきらめて像の中で身体を丸めたときだった。


    「あっ花火っ！」


    「すごい……きれいです」


    　ドンッドンッと爆発音が空気を震わせ、夜空に大きな花火が上がる。


    　助かった。この花火もしかして浅あさ野のの花火か……。


    　花火の音に紛まぎれながら仰あお向むけに倒れるみつを像。その足下の空間から四人の後ろ姿が見える。


    　四人とも湯船につかって、花火に見入っている。


    　その光景も一瞬見えただけだった。倒れたみつを像は僕を乗せたまま傾斜を下り、一気に露ろ天てん風呂から離脱する。


    　ペンションは高台に位置している。その傾斜を利用した脱出方法。そしてこの先は海だ……。


    　気づいたときには像とともに海へと投げ出されていた。ぐんぐん沈むみつを像。


    　死んでしまう！　僕は必死にもがきながら脱出する。


    



    　露ろ天てん風ぶ呂ろから花火を堪たん能のうしたのだろう。四人は長風呂だった。


    　僕がずぶ濡ぬれになりながらペンションに戻ってもまだお風呂から上がっていなかった。急いで着替えて証しよう拠こを隠いん滅めつする。


    　頭にタオルを巻いた湯上がり姿の梨り乃のが目ざとく僕の服装の違いに気がつく。


    「あれなんで着替えてるのだ？」


    「ちょっと気分で……」


    「怪しいな。なにかあったか？」


    　彩あや香かは僕のやましさを敏感にかぎつけている。まずい……。


    「ああ、おねしょだ！」


    　いくみがわかったとばかりに手を叩たたく。


    　こうなったらおねしょのほうがましだ！　僕は身に覚えのないおねしょを認めたのだった。

  


  [image: ]



  
    【回　答】


    



    　目立つ男への第一歩。それは自分の欲望に忠実に、躊ちゆう躇ちよなく行動することだと思います。ただ行動にはリスクがともないます。あまりに大きすぎる野望は身を滅ほろぼします。ときにはあらぬ罪を着せられてしまうこともあるかもしれません。


    　しかしそれでも勇気を持って、自分らしく行動すれば必ずやモブキャラからの脱出はできることでしょう。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナーのメンバーではない───────────


    　ＤＡＩＣＨＩダイチからのメッセージ


    視界に広がるものすべてを素直に受け入れて、おまえのハートに刻みつけるんだ。そのとき新しい自分も見えてくるだろう。

  



  
    【おまけの相談】


    



    　同期や新人がめきめきと力をつけてきています。どうすれば効率よく潰つぶしていけますか？


    
      （ライトノベル作家　渡わたり 航わたる）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    新人の作品を読んで、長所と短所を分析。短所を某掲示板にこっそり書く。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    虚きよ報ほうの計です。新人たちに「編集長が次はけん玉ラノベが来ると言っていた」と吹き込むのです。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    頭脳が手強いなら、体力で勝負。サブミッションで新人の靭じん帯たいをめきめきといわせてやるのだっ！

  



  
     【相　談　９「いよいよ対決です」】　一年　赤あか松まつ 勇ゆう樹き


    



    　第一新聞部との人生相談対決を行おこなうこととなりました。人生相談で対決が必要なのか、はなはだ疑問ですが、このまま浅あさ野のに好き放題邪魔されるのもおもしろくありません。


    　ここはびしっと決めて、人生相談の元がん祖そとしての実力を見せつけるとともに、浅野の悪意に満ちた変態的行動に鉄てつ槌ついを下くださなければなりません。


    　回答者の皆さんはどのような心構えで対決に臨のぞむのでしょうか？　また勝負を前に準備すべきことなどあるでしょうか？　

  



  
    Answer's
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    梨乃：脳の活動を活発にするために、しっかりと朝ごはんを食べるべき。
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    ふみ：戦国武将は出陣するときに、おまじないとして、城門に刃を上にした包丁を埋めたといわれます。私たちも上の歯などを埋めましょう。
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    いくみ：コンディションを……。ぎりぎりまで……寝て……ピークを……直前……むにゃ。

  



  
    「おい。いくみ。起きろ。着いたぞ」


    　梨り乃のがいくみの肩を揺ゆする。


    「むにゃ……。着いたらちゃんと起きるから」


    「もう到着しているのだが……」


    　昨日きのうはしゃぎすぎたのか、いくみは二度寝、三度寝を繰り返して、半分寝ながら浅あさ野のの別荘まで歩いていた。目的地に着いても、なお寝ぼけ眼まなこだ。


    　浅野の家が所有する別荘は、自慢するだけのことはあって、非常に立派だった。広い吹き抜けのエントランス、高そうなインテリアが並ぶリビング。ふみの家がお屋敷ならこちらは洋館と形容するべきだろうか……。


    「ようこそ、皆さんおそろいで。なんだいその変な小鳥は？　おやつ？」


    「おやつではない！　ペットのうずうずだ」


    　浅野は梨乃が心配で連れてきたうずうずのケージを覗のぞき込んでくすくすと笑う。ペットの地味さまでバカにしているみたいだ。


    「すごい豪華な別荘じゃない」


    　彩あや香かがあたりを見渡しながら、悔くやしそうに言う。


    「だろ、まあ親の財産を自慢する趣味はないんだけど、まあスタジオ代わりにしても悪くないんじゃないかなと思ってね」


    　ソファーの前には業務用といってもいいくらいの大きなビデオカメラが三脚に据すえられている。パソコンに接続すればいつでも動画を中継できるってわけだ。


    「ルールだけど、一応まとめておいたんだけど、これで問題ないよね」


    　浅あさ野のはそう言いながら、プリントアウトされた、ルールを僕たちに配布する。


    



    ・三本勝負。


    ・それぞれの部からひとりずつ回答者を出して相談に答える。より有効な回答をした者が勝利。


    ・まずお互いの回答を発表し、その後五分間討論。


    ・判定はユーストリームの視聴者のコメントによって多数決で決定。


    ・回答者の順番は自由。


    ・負けた側は人生相談コーナーをやめる。


    ・勝っても負けても回答者は使用済み体操着を浅野にプレゼントする。


    



    「おい！　変なものを足すな！」


    　彩あや香かが目ざとく不必要な一文を発見する。


    「はっはは。冗談だよ。あんまり殺さつ伐ばつとしてもなんだろ。場をなごやかにしないとね」


    「こんな冗談でなごやかになる場はない！　さっさと始めて」


    　浅野はやれやれとつぶやきながらも、ソファーから立ち上がり、セッティングを始める。


    　機械には強いのか案外セッティングはてきぱきと迅じん速そくだ。


    「対戦者がこのソファーに座って話すってことで……司会は彩香に任せていいかな？」


    「わかった」


    「じゃあ、始めようか。彩香はソファーの真ん中に……、水着に着替えなくていい？」


    「あんたの司会の概がい念ねんはどうなってるの！」


    　彩香に怒られながらもセッティングは着々と進む。


    



    　僕たちは本番開始までいったんリビングの隣の部屋で待機となった。


    　梨り乃のは部屋に入るなり、延長コードや、テーブルの裏をチェックし始める。


    「なにをしているのですか？」


    「盗とう聴ちよう器きがないか調べている」


    　ふみの問いに大おお真ま面じ目めに答える梨乃。たしかに一度盗聴されているし、なにをされてもおかしくない。


    「順番はどうします？」


    　ふみが不安そうに言う。


    「ふむ……相談が発表されていないのでは、対策の立てようがない」


    　梨り乃のは部屋の隅すみ々ずみまでチェックしながら答える。


    「いつもどおりやるしかないでしょ！　チームワークで勝利を目指そうぜ！」


    　いくみはそう言うとぐっと拳こぶしを握りしめる。


    「いくみのいつもどおりが一番不安なのだが」


    「梨乃だって、あやしいもんだよっ！　いっつも理屈ばっかりで」


    「理屈のなにが悪いのだ！」


    　睨にらみあう梨乃といくみ。さっそく仲間割れ。大丈夫だろうか。


    「とりあえず、順番だけ決めちゃおうよ。内容がわかんなくても、気持ちの問題もあるし」


    　僕はみんなにじゃんけんで順番を決めてもらう。


    　結果、梨乃が一番手、いくみが二番手、ふみが三番手に決まる。


    「私が最後で大丈夫でしょうか……」


    　なんとも不安げな表情のふみ。


    「大丈夫だよ。きっとうまくいくよ」


    　僕が励はげますと、自分を奮ふるい立たせるようにふみは何度もうなずく。


    「よしっ！　みんな手を出して！」


    　いくみはそう言うと自みずから手を差し出す。どうやら手を合わせて「ファイト、オー！」みたいなことをやりたいようなのだが……。梨乃が手を出してこない。


    「なにしてるのさっ！　手を重ねるの」


    「体育会系のノリはちょっと……。好きではない」


    「もうっ！　なんでそんなこと言うの。いいからっ」


    「強制されると余計にしたくなくなる」


    　梨乃はそう言うとぷいと横を向いてしまう。


    「いいから、やろうって！」


    「ちょっとチームワークはどうしたんですかっ」


    　三人が揉もめ始めたところで、ドアがノックされる。


    「そろそろ、本番。リビングに戻って」


    　ドア越しに聞こえる彩あや香かの声。いよいよ、本番だ。


    



    　リビングに戻るとすっかりカメラとパソコンのセッティングが終わり、ソファーもカメラに正せい対たいするように模様替えされている。


    「やあ、順番は決まったかい」


    　浅あさ野のは僕たちに自信に満ちた笑え顔がおを振りまく。ずいぶんと余裕だ。すでに第一新聞部の回答者一同も顔をそろえている。


    　志し乃の、くみ、そしてよしたか……よしたか？


    「誰だおまえ！」


    　いくみもよしたかの異変にすぐに気づく。


    　よしたかが別人だ。前のくりくりの坊ぼう主ずの男子から、剃てい髪はつした中年男性になっている。


    　このなんともいえないありがたそうなオーラ……坊主は坊主でも、お坊さんだな！


    「あれ、よしたかがどうかしたかな？」


    　浅あさ野のはなおも平然としている。


    「入れ替わってるじゃん！　坊主が坊主になってるよ！」


    「言いがかりはやめてほしいなあ、はじめからこうだったよねえ」


    「拙せつ僧そうは間違いなくよしたかなのであるッス」


    　語尾だけ踏とう襲しゆうされても！　中年男性の「ッス」は気持ち悪いし！　盗とう聴ちよう器きどころかここまで露骨にズルをしてくるとは。限度を知らない男だ。


    「こんなありがたい感じじゃなかったじゃん」


    「よしたか。君は別にありがたい人じゃないよねえ」


    「拙僧はありがたくないッス。ケンタのフライドチキンばっか喰くってるッス」


    「部長さん、こいつニセモノだよ」


    　いくみが彩あや香かに抗議をするが、彩香の表情は冴さえない。


    「ごめん。私、元のよしたか君を覚えてないんだよね」


    「もっとくりくりのバカそうな男子だったんだって！」


    「証しよう拠こがないんじゃ、しかたないなあ。それに万が一、彼が説せつ法ぽうが上じよう手ずなお坊さんだったとしても第一新聞部のメンバーであればルール違反じゃないし。ねえ、くみちゃん」


    　──うむ。そうだな。人生とは厳しいもの。さまざまな予想外の困難が発生するもの。それに文句をつけるようでは人生相談など百年早いな。


    　第一新聞部のお色気担当、くみが話しているはずだったが、くみの口は一切動いていなかった。明らかにスピーカーを通した音声がどこからともなく流れている。


    「ちょっと！　別人が喋しやべってるじゃん！　なんか立派そうな人の声なんだけど！」


    　またしても猛抗議するいくみ。


    「またまた。いくみちゃんがこんなに細かいことをごちゃごちゃ言う人だとは思わなかったよ。くみは元々こんな喋り方だったよねえ」


    「拙僧もそう思うッス」


    　いくみがなおも食い下がろうとするが、梨り乃のがそれを止める。


    「まあ、好きにさせてやろうではないか」


    「だって、ズルばっかりだよ」


    　いくみは納得がいかないようで、ぶつぶつと文句を言い続けている。


    「させてやればいい。そのうえで負ければなおのことかっこ悪いのだから」


    　梨り乃のは眉まゆひとつ動かさない冷静な表情。しかしその瞳ひとみからは強い闘志が感じられる。


    　ここは梨乃を信じよう……。


    「じゃあ、そろそろ始めようじゃないか、そっち側のソファーに座ってよ」


    　浅あさ野のはなおも余裕の表情を崩さない。


    「まったく、とんだ言いがかりだったねえ、志し乃のちゃん」


    「うるさい！　話しかけるんじゃない！」


    　なぜかキレられた。間違いなく志乃だけは本物だ。


    「じゃあ、始めるよ。それぞれ最初の回答者が座って。ほかはカメラの前から退場！」


    　彩あや香かの指示に従って、梨乃がソファーに座る。


    　そして第一新聞部からはよしたか、というかどこかの住職。いきなり住職投入か……。


    　いよいよ開始だ。カメラに向かって彩香が軽妙なトークを始める。よどみのない軽妙な話しっぷりで簡単に趣しゆ旨しとルールが説明される。


    「じゃあ、最初の対戦は第一新聞部よしたか君と、第二新聞部梨乃ちゃん」


    　ふたりの名前が呼ばれ、お互いに握手をさせられる。よしたかに扮ふんした住職は「よろしく」と笑え顔がおで挨あい拶さつするが、梨乃は住職の顔を見もしない。


    　彩香はそんなふたりに気を留めることなく司会進行する。


    「ふたりに答えてもらう相談はこちら」

  



  
     【相　談　10「初デートについて」】　二にの宮みや 智とも弘ひろ


    



    　僕は常に初デートについて考えている者です。


    　初デートの場所をどこに選ぶかで僕の印象が大きく決まってしまいますし、そのあとうまくいくかどうかも大きく影響すると思うのです。


    　つまりは初デートとは人生を左右する一大イベント。必ず成功させたいものです。しかし、安全策をとってあまりにもベタな場所もセンスがないと思われるかもしれないし……。冒険して失敗するのも怖い。そんな考えが頭の中をぐるぐる回って、なかなか行くべき場所が決まりません。


    　幸いにして相手がいないのでまだ決定するまでに時間はあるのですが、初デートにとって最高の場所とはどこでしょうか？　

  



  
    Answer's
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    梨乃：動物園。
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    よしたか：お墓参り。

  



  
    　梨り乃のにしては熟じゆつ考こうした結果、「動物園」と答えた。しかし顔が真っ赤かになっている。もしかしてデートの場所を考えただけで照れているのか？　どれだけ恋愛関係の話題が苦手なんだ！


    　しかしいくみのニセモノであるよしたかのニセモノである住職の答えはさらに酷ひどい！


    「じゃあ、お互いの意見のどこがいいか教えて」


    　彩あや香かの進行で、まずは梨乃が自分の回答について話を始める。


    「女性というものは、男性の知的な部分に惹ひかれると思うのだ……。動物園であれば、次々に動物を見ることになるから、必然的に動物についての知識を披露しやすいし、話題がなくなって会話が途切れる心配もない」


    「梨乃ちゃん。知的な男性がタイプなんだ」


    「こ、これは一般論で……。別に私のこ、好みとは……」


    　ちょっと動揺しすぎだ。かわいらしくはあるものの、説得力という点では少し落ちてしまうかもしれない。


    「動物を眺めるのもいいかもしれませんが、大切なことを忘れておりますな」


    　住職が朗ろう々ろうとよく通る声で反論を始める。


    「忘れている？」


    「ご先祖様への報告だ。デートができるのも代々のご先祖様のおかげ。まずはこれからデートを始めることをご先祖様に報告して、感謝の気持ちを伝える。それからラブホテルじゃ」


    　ラブホテルが早い！　とんだエロ坊ぼう主ずだ！


    「お墓ではふたりの仲が深まるとは思えないのだが」


    「そんなことはない。お墓の前で誓いあえば間違いなく深まる。仏様も必ずふたりを応援してくれる。仏様のご加か護ごを受けて行くラブホテルは最高なのじゃ。梨り乃のさんもきっと燃えると思うぞ」


    　住職は梨乃が下ネタを苦手なのを察知したのか、徹底した下ネタ攻撃。顔を真っ赤にして梨乃が耐えている。大丈夫か？


    「私はそんな品のないところには行かない……」


    「わしが見るところによると、梨乃さんはあまり恋愛経験がない様子じゃ。そんなことで、いいアドバイスができるかのう？　ん？」


    「人間ひとりの経験など、個人的な体験にすぎない。大切なのは分析と論理……。動物園には必然性がある。それにあなたも大切なことを忘れている」


    　梨乃はうつむいたまま話しているが、言葉には力が戻ってきている。


    「ん？　なんじゃ」


    「語尾。『ッス』を忘れている」


    「しまった！　ラブホッス」


    「そんなことも忘れていて、人にアドバイスできるのか？」


    「それとこれとは関係ない。わしは恋愛経験豊富じゃ。それにわしは……」


    「はい、そこまで」


    　彩あや香かが討論を打ちきる。いつの間まにか持ち時間の五分が過ぎたようだ。


    「じゃあ集計に入ります」


    　ツイッター経由で次々とコメントが投下されていく。その数を彩香がカウントする。


    「はい。圧倒的。梨乃ちゃんの勝ち！」


    　彩香の宣言にほっと小さくため息をつく梨乃。どうやら少しは緊張していたみたいだ。


    　苦手な恋愛がらみでピンチかと思ったが、住職がセクハラに走ってくれて助かった。


    「バカな……」


    　がっくりとうなだれるニセよしたかの住職。なにが「バカな」なのやら……。


    「じゃあ次、二番目と交代」


    　彩香の指示で、いくみと志し乃のが入れ替わりでソファーに座る。


    「第一新聞部が志乃ちゃん。第二新聞部がいくみちゃん。じゃあ握手して」


    　いくみがすっと手を出すが、志乃はその手を払いのける。


    「やったな！」


    　いくみが払いのけた志乃の手を払いのけ返す。


    「なにすんのよ。チンチクリン」


    「先にやったのそっちでしょ。バカ！」


    「バカのクセに人にバカって言うな！　中なか伊い豆ずの隠れた名物、ホタルに襲おそわれろ！」


    「なにっ！　そっちこそ伊豆の犬に嚙かまれろ！」


    　いくみは伊豆の名物がまったく思いつかなかったようだ。どうやら悪口の言い合いでは勝負にならなさそうだ……。


    「はいはい、喧けん嘩かしないの。人生相談なんだから、悪口の言い合いじゃないんだから。そこはちゃんと理解して」


    　彩あや香かにたしなめられて、ふたりともなんとか平静さを取り戻す。


    「じゃあ二番目の相談はこちら！」

  



  
     【相　談　11「ヤッホー、に飽きた」】　二年　ももてつ


    



    　山岳部に所属しているのですが、頂上に着いたときに「ヤッホー！」と叫ぶのは古いし、恥ずかしいです。「ヤッホー」に代わる恥ずかしくないかけ声があれば教えてください。

  



  
    Answer's
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    いくみ：しまっていこうぜー。
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    志乃：ヒャッハー！

  



  
    「なに、その回答。なにをしまっていくのよ」


    　志し乃のが彩あや香かの振りを待たずに討論を開始してしまう。


    「下山だよっ。山は下りが危ないんだよ」


    「なんで頂上に着くなり下山について考えるのよ」


    「そっちだって、またヒャッハーじゃん。引き出し少ないって」


    「ヒャッハーは私の座ざ右ゆうの銘めいなの！　あんたなんか、低めの標高で高こう山ざん病びようになっちゃえばいいのよ！」


    　志乃が興奮してまくし立てる。


    「さては山をなめてるね！」


    「なめてない！　あんたこそ山をなめてる！　あんたが登った順に山が噴火したらいいのに！」


    　志乃の口からはどんどん悪口が出てくる。


    「なにさ！」


    「このチンチクリン！　大きめの岩いわ魚なに食べられちゃえ！」


    「そっちこそ……転んじゃえ！」


    　いくみ……。それだけか。


    「はい。ちょっと早いけど、終了！　終了しなさい！」


    　彩香がいまにもつかみかからんばかりのふたりの間を分ける。まさしく泥どろ仕じ合あい。もはや単なる罵ののしり合いだ。


    　討論を終了して、再びソーシャルからの投票に移る。


    「志し乃のちゃんの勝ち！」


    　やはり口喧げん嘩かではいくみに勝ち目はなかったか……。


    「うぅ。負けた……」


    　いくみはソファーから崩れ落ちて、床ゆかに突っ伏してしまう。驚くほどのがっかりっぷり。やはり勝負事に負けるのは大嫌いなのか……。


    「く、悔くやしい……。みんな……ごめんね」


    　顔を伏せたままいくみが言う。声が涙声になっている。まさか泣いているのか……。


    「大丈夫ですよ。いくみさん。そんなに落ち込まないで」


    　ふみがいくみの小刻みに震える肩にそっと手をかける。


    「でも……。でも。うぅ」


    「大丈夫です。私が勝てばいいのですからっ。絶対に勝ちますっ」


    　ふみはそう言うと、口を真ま一いち文もん字じに結んで対戦相手のくみへと視線を移す。いつも穏やかなふみの表情ではない。決意と闘志がみなぎっている。


    「じゃあ三番目、ふみちゃんとくみちゃんへの相談はこちら！」

  



  
     【相　談　12「夢が持てない」】　二年　谷たに川がわ 成なる彦ひこ


    



    　僕は将来の夢がありません。歌手になりたいとか、漫画家になりたいとか、そんな夢を語っている友人もいますが、僕にはそんな感じの夢も、将来進みたい道もありません。


    　もちろんお金持ちにはなりたいですし、なにかとキツイ目にもあいたくはないのですが、こういうのは普通は夢とは言わないので……。最近はそもそも夢を持って生きるべきなのか、疑問に思えてきました。夢を持ったほうがいいでしょうか？　無理やりできもしない夢を持つのもおかしい気がします。

  



  
    Answer's
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    ふみ：忍びは跳ちよう躍やく力りよくをつけるために生長の早い麻を植えて毎日跳び越えました。そのような感じで、夢はなくとも日々少しずつ積み上げていけばいいと思います。
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    くみ：大きな夢を持つことを男子の本ほん懐かいとせよ。

  



  
    　なんだか言葉使いに威厳が……。くみの中の人も高校生じゃないのか？


    「じゃあ、討論開始！」


    　彩あや香かの言葉とほぼ同時にくみというか中の人がまくしたて始める。


    　──人間と畜ちく生しようとの違いはなんぞや。それを考えればすでに答えは出ておるだろう。いいか、動物はその日の食料をとって寝るだけ。ただ生きることのみが目的。しかし人間は違う──


    「あの……そうは言ってもですね」


    　──そうもこうもない。ただ食って生きるだけでは満足できぬのが人間。大きな望みを持って生きることこそ人間が人間たる証あかし──


    　この話し方、どこかで聞いた気が……。


    「もしかしておじいちゃんなの？」


    　──おお、よくぞ気づいたな。ふみの友達と名乗る男がクオカードを持って訪ねてきてな。なんぞ、コンピューターに向かって話してほしいと。まさか相手がふみだったとはな──


    「その人は友達じゃなくて……」


    　──まあ、いずれにせよ、クオカードもらったからの、手加減はせんぞ。さあなんじゃ言ってみるがいい──


    　巨乳の女子の中身担当としてはまったく不適切な人選。しかも当のくみは口すら動かさず、ぼんやりと窓の外を眺めている。


    「私は夢と呼べるものがなくてもいいと思うの……。人それぞれのペースが」


    　──甘い。甘い。そんなものは甘えだ。もっと若者は元気よく、大きく生きねばならん。無む謀ぼうな夢を持っているくらいでちょうどいいんじゃ──


    　相変わらず、おじいさんはふみの話を聞かずにまくしたてる。


    「ちょっと……」


    　──ふふふ、もしかしたら女子にはわからんのかもしれんの。女子はいささか動物的じゃから。しかし男子ならわかるはず。大きな野望こそ男子の本ほん懐かいなのだ。相談者は男子じゃろ、それならば──


    「おじいちゃん。待って！」


    　ふみが珍しく大きな声を出す。頰ほおを赤らめながらも、身振りを交え、懸けん命めいに話を続ける。


    「なんでもそうやって決めつけないで。世の中にはいろんな人がいるの。なかには夢って言葉がしっくりこない人だっているかもしれない」


    　──じゃがな、ふみ──


    「ちょっと待ってっ！　忍者はね、生長の早い麻の木を毎日跳び越えて跳ちよう躍やく力りよくを鍛きたえたっていうでしょ。それと同じで、最初は自分のできる範囲のことをして、それを毎日積み重ねていけば、大きな夢を持っている人よりもすごい結果だって出せるかもしれない。私はそう思うの。それに女子をバカにしないで！　おじいちゃんの孫の私も女子なんだよ！」
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    　ふみは一気にまくしたてると、ぐったりと倒れ込むようにソファーの背もたれに身体からだを投げ出す。慣れないことをして消しよう耗もうしたようだ。


    　──ぬう。ふみの弁舌がこれほどに成長しておるとは……。うれしい誤算よの。しかし九く条じよう家当主として、まだまだ負けるわけにはいかぬっ。いまこそ十じゅう文もん字じ槍やりを振るうときぞ──


    　スピーカーからガタガタと音が聞こえる、どうやら、おじいさんが十文字槍を手に取った


    　──十文字槍よ。我に力を貸したまえ。最高の弁舌を与えたまえ！　ぬん。はあぁ！　──


    　気迫のこもった声に続いて、床を強く踏みしめる音。そして槍が空気を切り裂くブウンという音……。いったいなにをやっているんだ……。


    「これはおそらく。十文字槍で演武を行うことによって、脳に適度な刺激を与え、集中力を高める、おじいちゃんの究きゆう極きよく精神統一奥おう義ぎ、軽運動気分転換脳若返イキイキシルバーライフ！」


    　──ふみよ。ひと暴れして。貴様の意見の弱点が見えたぞ。夢を持たなくとも結果が出ると言ったな。しかし夢とは成果をあげるために持つのではない。夢とは人間の生きざまそのものよ。この世に生を受け、一度しかない人生を自分のものとして生きるために夢はあるのだ。結果など夢を持つことの副産物にすぎぬっ！　──


    「すばらしい。声からも迫力が伝わってくるようだよ。これは勝負ありかな」


    　浅あさ野のが何度も手を叩たたきながら、満面の笑顔を浮かべる。


    「私も集中します。まるで最終回かのように、いままでの経験と記憶をすべて呼び起こします」


    　ふみはそっと目を閉じる。瞑めい想そうして脳の奥から反論をひねりだすつもりか……。

  



  [image: ]



  
    　長い沈黙のあと、ふみは静かに一度息を吐き出すと目をゆっくりと開く。


    「ふう……。集中しすぎて、思い出すべき範囲を少し超えるくらい思い出してしまいました」


    　よほど集中したのか、少し疲れた様子を見せるふみ。しかし、大丈夫と言わんばかりに、僕たちに大きくうなずいて見せると、ゆっくりと話し始める。


    「人生を輝かせてくれるのは夢だけではありません。人生を輝かせてくれるのは人です。大切な人と過ごした時間が人生を輝かせるのです。梨り乃のさん、いくみさん、赤あか松まつさん。大切な人たちとの過ごした日々が私の人生の大切なものです。もちろんおじいちゃんとの時間も。いつもありがとう、おじいちゃん」


    　ふみはそこまでいうともう一度大きく息を吐き出す。言いたいことは言い切った。そんなすっきりとした表情。


    　──うう……うれしいことを言ってくれる。そうか、そうか……。孫とは、なんでこんなにかわいいのかよ。くうう。わしの負けじゃ──


    　スピーカーから聞こえる声が涙声になっている。やはりふみのおじいさんも孫のかわいさの前には無力なようだ。


    「ちょっと、勝手に負けを認めないでくれるかな！」


    　浅あさ野のが放送中にもかかわらず勝手に話し始める。


    　──黙っておれ。武士に二に言ごんはないのだ。いやいや、ふみに人生の厳しさを教えるつもりが、逆に教えられたわ──


    　感かん慨がい深げなふみのおじいさん。しかし外側担当のくみはぼうっとしている。


    「じゃあ、いちおう、どっちが勝ったか投票してもらうね」


    　彩あや香かはそう言うと、パソコンのモニターをチェックする。大丈夫だと思うが……。じれったい時間が続いたあと、彩香は大きくうなずき、宣言した。


    「ふみちゃんの勝ち。ってことで第二新聞部の勝利」


    「やったーっ！」


    　負けたいくみがまっさきに喜びの声を上げる。


    「ふふっ。……さっきまで泣きべそかいていたのに。ガラパゴス諸島の天気のように変わりやすいな」


    　梨乃は子どものように跳びはねているいくみを苦笑いしながら眺めている。でもそういう梨乃もどことなくうれしそうだ。


    　いっぽう負けた浅野はというと、さっきまでの余裕がウソのように落ち込んでいる。


    「バカな……この僕が負けるなんてことが……」


    「おまえ負けそうなキャラじゃん！」


    　志し乃のが追いうちのような毒どく舌ぜつを放つ。


    「拙せつ僧そうたちの負けですか……。残念だけど、仕方ありませんなッス。握手ッス。フライドチキンを食べた直後の手で恐縮ッスが」


    　いくみのニセモノのよしたかのニセモノの住職が、爽さわやかな笑え顔がおで右手を差し出す。


    　しぶしぶ握手する梨り乃の。


    「握手で健闘をたたえあうのはすばらしいことです。おじいちゃん、ニセモノとしてですが、ありがとうございました」


    　ふみは自分のニセモノ、くみへと手を差し出す。


    　──カランカラン、ザザーッ──


    　スピーカーの音からして、どうやらおじいさんはトイレに行っているようだ。


    「というわけで、第一新聞部の人生相談コーナーは解散ってことで。よろしくね」


    　彩あや香かがうなだれる浅あさ野のの肩をぽんと叩たたく。


    「くっ。これほどお金をつぎこんだのに……。無念……」


    　肩を落とす浅野にくみが優しく歩み寄る。


    　──カランカラン、ザザーッ──


    　おじいさんはまだトイレみたいだ……。

  



  
    【回　答】


    



    　なんとか人生相談対決に勝利することができました。普段から真ま面じ目めに議論し合っていたことが勝利に結びついたのではないのかな、と個人的には思っています。梨り乃のといくみは認めないでしょうが、三人のチームワークも徐々によくなってきて、いい関係性が築きずけつつあるんじゃないのかなって。ちょっと喧けん嘩かもするけど本当は仲がいいみたいな……。違うかな。やっぱり無理があるかも。梨乃といくみは本格的に仲が悪いかな……。むしろ珍しいぐらい気が合わないのかな……。チームワークの悪さで定評がある三人かもしれない……。そんな気がしてきました。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    人生を輝かせてくれるのは人です。大切な人と過ごした時間が人生を輝かせるのです。

  



  
    　対決を終えて、海沿いの道を歩いて戻る。堤てい防ぼうの上に造られた道からは、見渡す限りの海が広がっている。日差しはじりじりと焼けつくようだが、海風がその暑さを少し和らげてくれる。


    　梨乃の代わりに、うずうずのケージを持って帰り道を歩く。


    「ピィー！」


    　日差しに驚いたのか、うずうずが元気な鳴き声を上げる。


    「いやぁー、勝ててよかったねっ。うずうずも喜んでるよ」


    　元気よく先頭に立って歩くいくみが、振り返って僕に言う。


    「さあっ。今日きようはこのあとどうします？」


    　いくみが僕の顔を覗のぞき込む。目をきらきらさせて……。遊びにしようと言わんばかりだ。


    「そうだね……まだ相談は残っているけど」


    　僕はちらりと後方を歩く彩あや香かを見る。


    「いいんじゃないの。頑張ったんだし。遊びも大切だしね。でも合宿終わったら、また頑張ってもらうから。第一新聞部を倒したいまこそ、さらに大きく展開するチャンス！　学校の悩みだけじゃなくて、街に繰り出してお悩みを解決して……さらには……」


    　今後の展開が浮かんできたのか、彩香はなんだか怖い笑みを浮かべながら構想を語り始める。


    「やったっ！　二キロ泳ぐぞっ」


    　しかし、いくみの声が彩香のつぶやきをかき消す。待ち切れず小走りになっている。


    「ずるいぞ。ここはバナナワニ園ではないのか！」


    　梨り乃のが必死に抗議するが、いくみは聞こうともしていない。


    「ふふ。ふたりとも遊ぶ気まんまんですね」


    　ふみがその様子を見ながら、おかしそうにクスクスと笑う。


    「それもこれも、ふみが頑がん張ばってくれたおかげだよ」


    　僕の言葉に大きく頭かぶりを振るふみ。


    「いえ、みんなのおかげです。それに御ぎよ者しやたろーくんも。実は肌身離さず持ってたんですよ」


    　ふみがポーチから大切そうに御者たろーくんを取り出したときだった。ぽろりと御者たろーくんの首が落ちる。言葉を失い、茫ぼう然ぜんとするふみ。


    「ふみの願いを叶かなえるために自分の身を犠ぎ牲せいにしたのかな……」


    　僕の言葉に、自分を納得させるかのように何度もうなずくふみ。


    「そうですよね……。直りますよね。どうやったらいいんですかね」


    「とりあえず、温めちゃう？」


    「だから御者たろーくんは温めません！」


    　いくみの言葉に、顔を真っ赤にして怒るふみ。ムキになっていくみを追いかけ回す。


    　ちなみに後日、御者たろーくんは接着剤で無事に直り、スーパー御者たろーくんとなった。

  



  
     あとがき


    



    　川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよです。先に告知を。


    　本書は人生相談ライトノベルでございます。一巻でも募集させていただいたのですが、改めて相談を募集させていただきます。


    　日常のささいなお悩みや迷っていることなど送っていただければ、梨り乃の、ふみ、いくみが三者三様の解決策を提案させていただきます！　


    　応募は僕のツイッターのアカウント（ougyo_kawagishi）からリプライ、またはダイレクトメッセージでお送りいただくか、メール jinseisoudan@live.jp まで、お寄せください。ツイッターは百四十文字までしか書けませんので長いものはメールでお願いします。


    　第二回募集期間は二〇一二年四月十八日から五月十八日までとさせていただきます。


    　また第一回募集分でいただいた、まだ使っていない相談もできるかぎり使わせていただきます。ボツってわけじゃないのです。大切に取ってあるだけです。というわけで、ぜひ相談を送っていただき、作品の中に登場してくださいませ！


    　ではテンポアップで謝しや辞じに。


    　ななせめるちさん。今回も超かわいいイラストありがとうございました。僕は普段アイフォンを使っているのですが、現在二巻のカバーイラストを勝手に壁かべ紙がみにさせていただいております。本当に最高っす。日本一かわいいアイフォンです。残念ながら電話はほどんとかかってこないんですけど。


    　そして今回帯とおまけの相談をいただいた同期デビューでもある渡わたり航わたるさん。ありがとうございました！　そして謝辞じゃなくて告知しろよと思っておられるでしょうから、告知を。『やはり俺の青春ラブコメはまちがっている。』シリーズが超大好評発売中です！　いまやガガガ文庫の看板といっていいほどのシリーズ、通称『はまち』。なぜが『人生』だけ買って、『はまち』がまだな変わった人がいましたら、ぜひご一読ください！　ほかにも、うろ覚えですが、『あやかしなんとか』という作品があった気も……。


    　そして担当編集具ぐ志し堅けん様をはじめとする編集部のみなさま。謝辞の前に謝しや罪ざいを。いつもいつも申し訳ございません。本当にお手数おかけっぱなしです。反省しております。作品がギャグだから大目に見て欲しいとの気持ちはほんの少ししかありません。がんばります。


    　さらには相談を送っていただいた皆さま、本当にありがとうございました！　皆さまの相談でこんな感じのお話になりました。楽しんでいただけるといいなあ。同じくガガガ文庫の作家である大おお谷たに久ひささんからも相談いただき、感謝です。『罪ざい都とＢ×なんとか……』、デビュー作の『いばらのなんとか師』も好評発売中でございます。


    　最後に読者のみなさまにも感謝を。みなさまのおかげで本を出させていただいております。


    このご恩をなるべく多くの笑いでお返しできればいいなと思っております。

  



  
    【スペシャルサンクス】


    　今回、相談をいただいた迷える子羊たち（敬称略／掲載順）


    



    　香月芯一郎（こうづき・しんいちろう）


    　いちき


    　大谷 久（おおたに・ひさ）


    　ぶーめらん積分（せきぶん）


    　山口マサ夫（やまぐち・まさお）


    　がちゃ


    　fran（フラン）


    　永森春奈（ながもり・はるな）


    　長峯ねくと（ながみね・ねくと）


    　八木浩介（やぎ・こうすけ）


    　ももてつ

  



  
    川岸殴魚


    Ougyo Kawagishi


    



    本来、ここには僕の著者プロフィールが入る予定でしたが、目を疑うほどの下品な内容であったために、焼却処分となってしまいました。やむをえずアフリカのことわざを掲載します。「雨がふるとキリンが転ぶ」この言葉を肝に銘じ、今後は下品な言動を慎みます。
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